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曾
_ t t  

口

木協合定款第十 七傑及第十人僚に依り監事二名改選並に評

議員牛数改選に付昭和七年 卜一月二ート入日開舎の通常総合

に於て選率を執行致しました其結果下記の通であります。

監 事

嘗選 5 3 1 票 徳 政 金 吾 氏 同 5 2 1票 松 室 重 光 氏

三欠 ＢＱｾ i  ｾｽｾノ ｪ 、 ノ荻 原 初 氏 〈 以 下略〉

評 議 員

雷選 9 3票 irIJ 英 之 助 氏 同 9 1 票 秩 問 菩 代 治 氏

同 フフ票 岡 本 新 次 郎 氏 同 7 3票 高 岡 興 三 吉 氏

同 7 3票 井 上 蔵 氏 同 7 2票 阪 口 芳 三 郎 氏

同 7 1 票 今 林 彦 太 郎 氏 同 7 1葉 小 西 良 氏

同 6 9票 中 津 誠 郎 氏 同 6 8票 藤 ヨJ二
!事;

二 氏

同 6 7票 永 襟 毅 一 氏 同 6 フ票 高 松 平 太 郎 氏

同 6 6票 作 間 円 出 生 氏 同 6 5票 丹 ｝ｲｊｾ＠ 良 雄 氏

同 6 4票 鈴 木 米 尾 氏 同 6 4菓 岡 仔l 孝 クJ 氏

同 6 4票 川 口 二 氏 同 6 4票 石 )  11  克 三 氏

同 6 4票 岩 崎 甚 太 郎 氏 同 6 1票 大 原 プj 9: 11 氏

次貼 GO説 法 型? ノヌｾ 戴 氏 ( 以下略)

昭 和 7 年 12 月

政 日 本 建 築 協 合



曾 告

佳 宅 博 覧 舎 閉 曾

本合主催の緑ケ 正保健住宅博覧曾は 11 月 28 日、叉大美野田闘都市住宅博覧

舎は 11 月 25 日説れ も盛況押に閉 曾し1: 。

阪和上野芝住宅設計園案募集締切期日延期

11 月説本誌 を以て募集後表 し7こる 「阪和上野芝住宅設計闘案」の締切期日 12

月 20 日正午 は之を昭和 8 年 1月 15 日正午に延期します 、 なほ同募集規程に

掲げ七敷地闘 の方位椋 は南北 が顛倒して 居仁 ので 別紙本放接表の募集規程通

訂正致し ます O

肩上岡

法人
日

昭 和 7 年 12 月

本 建 築 協
4子

u  
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第 十 五 輯 第 十 二 放 昭 和 七 年 十 二 月 後 行
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常設委員曾昭和七年度調査研究報告の特

輯に就いて

本合は創設以来1j;' ・誌の委fi 合を設げて必要なる事引の訳:j 1F.J ll 筑に営って: 3 1 計二 、従氷は共の調

ヲ' i : 研貨の報告はそ の者11度本誌: 或は仙のi曲賞なる機闘で以て殻表して外oニカ; 二本年は各常設委員

舎の本年1ヶ年間に於りる各制作例ヲ工事項を この12月の本誌にとり纏めて殻表することにしに。

別項掲詑の此等貴重なる護表は合員並訳者諸Piにとりて大 いなる参考資料となる こと を問 〈信

じます。向最後に各委員諸君のーー方ならぬ努力に釘し謹んて司深謝し、 1: します 。

項

2. 本邦] じの腕究

住 宅 委 員 舎

l. t 1 i : i 送方法によるアパ ー ト吉1';!11J案

数 化 委 員 曾

1. l!)) 松 本|時 ( 本誌 15将8 月披登表〉

災害強度委員舎

1. i比凝 lーの配合決定に闘する告と案

2  危 弧 鈴 傍 概 要

3. i目、同l工 ili

事究

法 制 委 員 曾

1. 都 市 建 築 物 内 空気 の 汚 染 倣態 及び 共 の 倍程 に 闘 す

る 制 度 に 就 き て ( 本 誌 15斡6 月銃後表〉

耐 火t荷造家庭の諸税率に闘する窓見( 向上〕

大 阪市 関 前 整 理工事に関するu l : 議案

日本m築 士 合 の I往 築 競 技 執 行 規 準 」 草 案 に到 す

る 意 見 書
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大阪騨前整理工事ニ閲スノレ建議案

法 制 委 員 曾

昭 和 年 月 日

日本建築協舎合長 片

大 阪 市 長 側 一 殿

大阪l碍前 整 四 事 業 ユ 閥スノレ建議案

岡

ｾ＠

女

大阪牒ハ大大阪ノ :主閥トシテ都市ノ相貌テ印象スル最モ重要ナル位置ナルニモ不拘附近

一幣ハ 世 ニ名 ｊ 伏スベ カ ラザル醜 ｊ 伏ヲ現 Ｑ ＺＱ ｾ シ、交通繁激ニシテ道路之 レ ニ 作ハ ズ 、 建築物 ハ

焼小醜悲ニシテ都市ノ美槻 テ損 シ 1 日モ現状ノ他ニ放任スルテ許サザル 毛ノアリ

故= 速ニ之等ノ醜j伏テ矯正シ交通ノ緩和 テ闘 リ建築物ノ整理テ行フベキ改善施設 テ矯ス

ノ必要ヲ 痛感 ス

幸= シテ首局ハ此ノ鈷 = 着目シテ誕 ニ者11市計霊事業トシテ荷路 ノ蹟張テ決定スル ト同時

ニ土地 ノ経潰的利用テ企闘セン ガタ メ牒前6000j 徐坪ノ土地テ超過牧用シテ建築敷地造成 テ

決定セラレグルハ極メテ時宜 ニ趨スル事業 トシテ吾人ノ 大 イニ欣プ庭ナリ、而 シテ之レガ

事業ハ昭和13 年ヨ リ昭和 8 年ニ亘 リ6 ヶ年ノ槽級事業 トセ ラレ タリ. 然 J l.- :=. 爾来共ノ施行

遮 k トシテ振ハズ今ャ共ノ; 事業年度徐ス庭僅カニ 1 年齢ナルニ漸ク 一部家屋ノ除却= 着手

シグル ニ過キズ斯グ テハ到 底所期 ノ:事業テ遂行シ得ザル コ トIIJ1カ ニシテ大ナル失望ヲ禁 ズ

ル能ハザルJWナ リ

市首 j苛ニ於 テハ前記ノJ ! k 勢ニ鑑ミ極力事業 ノ進捗ア闘 リ1 日モ 早ク完成シテ其ノ商目ヲ

一新シ交通ノ混筒Lテ除去シ都i Ti ノ美 観 ヲ添へ大大阪ノ 玄関トシテ相臆 シキ環境 テ現出セシ

ムベク努力セラレン コトテ切望シテ止マザル所 ナ リ

向其ノ :事業中建築敷地浩成 = 闘シテ市首局ハ超過牧用 ニ依ラズ土地区制整理 = 依ツテ之

レカ・事業テ完成セン トス ルヤ ニ聞及ピグル モ地区一帯ハ土地所有者比 較的 大地主 ナル毛現

在小家屋ノ鰐築地ニシテ地 上 構者ハ極テ小 医分 サレ鴬メ ニ整理後 ト雄モ統制アル建築ノ敷

地トシ テ油蛍ナ ノレ土地テ得ルコト困難ナ ル ヲ強 想セ ラルテ以テ事業ノ執行ニ営ツテハ営初

決定シグル超過牧 用 =依リ建築敷地ノ造成テ闘ラレンコトテ希望 スルモノナリ

本協舎ハ更 = 進ンデ共ノ I亙域テ披張シ官官記ト一国テナセル土地即チ南ハ市電機橋ヨ リ縞

旧 新 道 =至 ル路線ヨリ大限牒ニ至ル間ニ於テ梅田九僚級以来御堂筋級以西ノ l亙域テモ包含

シ以テ大大阪騨前整理事業 ノ完嬰テ期セラレンコト テ望 ム

3  x内



X I I  4  

日 本 建 築 士 曾 の

『建築競技執行規準』草案に封ずる意見書

法 ff)IJ 委 員 曾

日本建築士舎 か ら 同合 が制定 し たる「運築競技執行［ｊ［ｊＡＮ 刊Ｏ ｾ J  1;正案に閲して本合 へ意見を求 められたにつ

き本委員舎で審議の結果以下に掲げたやう な意見 を符た的、同合草案令交も参考のため -ts ，けて置い た

序

本案を通覧するに共の同頭にも明記さる〉如〈日本建築士合合員が共の合規に合法的に

建築競技に参加l し得る如き 「池宮ナル審有機;鈴! ヲ具備シグJ l - 競技」の規i¥f : を示 さんとする

趣旨に穫し? こるも の とも併せ られ本案中随所"t二日本建築士含合員 に多ったの特典そ附興する

やう企闘せられにるやに解せらる〉製 ｾ￭ あり 、 Ｑｊ｛Ｚし 乍ら若し 本 笑が 一 昔 ｬ ￭ 特定 の 建築家用とし

て立案せ られ? こるも のならば本協舎として は之を? 審議 する必要なきもの と考へ られ従っ て

本委員舎としては本主震を一般建築界に過 J /J せらる〉ものとしての恨定の下に審議せり。

f古I本案は草案 にすぎするして建築士舎が公 に韓友する 迄に は向幾多の推献を経べ きも の と

思考 さる〉が築中字11)共の他に不明位、疑問の出li 多々 あ り叉築と笑の説明とを混同せる如

き臨も見受り られ之を成文として逐修、的に字句の審議をな す事は虫n何か と考へらる依って

本委員舎は道、保審議全避け案の趣旨に劃する 意見書の形に於て回答するを池宮と思考す o

建 築 競 技 の 目 的 に 就 い て

本案に於ては「建築競技 ハ共ノ主催者 タル建築 ノ企聾者 ガ同一ノ建築企盟: ェ釘シテ同時

ニ多クノ建築家ノ設計ヲ集メテ共ノ 最モ優秀ナルモ ノア選出シ之テ質現スル鴬 メ= 行ハ

ル 、そ ノナ リ 」と記 ｩ ほされあるも全案の精 ｪ ｬｩｬｬｬｾ 吋度するに ｩｾｦＮ ろ競技首選者をし て 共の首

選案を其 の ま〉質現せしむる事に 重製 ｬ を置 き惹いて首選者全して之 が設計監督の 任にｾｾＧ・

らしむる事を以て必要保件とせり、之は勿論一面に於て首選者の建築家としての立場権

利 金擁護するも のな れども 一面に於て建築競技の範囲を縮小 し主催者の希望を極度に抑

制し且つ主催者に義務を負はしむる結果となる . か〈の如きは反って合理的建築競技の

蛮建を阻害する の結果に到らん事佐恐る〉も のな り、一般的に 諭する場合建築の企聾者

が建築の意志を有し共の基礎案決定の参考 として 優秀なる建築築を院 〈募集する場合多

々あり本案によればかくの如きものは本建築競技より 除外する の止むなきに 至 るも の と

考 へ らる 、 而かも本案に僻する建築設計 競 技 は嘗初より 仮 忽建築企霊＿こる こと を 主Ｑｉｬｾと

し之に も該首せき' るものと謂ふべし現在建築競技中最も多き之等のものを全然除外する

如きは一考 を要するも の と思は る。



主 催 者 競 技 顧 問 、 審 判 者 の 関 係 に 就 て

競技築の審査に閲する主催者 、競技顧問及u審判者の闘係に就いて本案に明示す る所

は徐りに首選者の薬及び審判者の純建築的立壌を偏重して主催者の意志表明の充分なる

機合を欠げる黙なきゃを疑ふも のなり 。

即 ち審脊判定には主催者は勿論主催者の利害、意志を代表する競技顧問 をも除外 しあ

るも建築が純梓に霊芸術的技術的憤値のみを主眼とする特殊のものはglj として少〈も之を

賞用に供し利用せんとする限り共の主催者の意志、希望を? 代表し且つ建築技術上にも後

れ? こる競技顧問は首然審査に参加せしむ可きものと考へらる口

向建築技術者 な らぎる 主催者側代表が多数参加l して従来建築競技に多少の悪例を残せ

る事賓より之等建築技術者な らさ' る審判者に劃して数的制限を刻l ふる事は可なるも全然

除外する事は不可ならす・やと思惟せらる 。

更に 「審判者ハ競技= 参加スル事テ得ズ」 との従来一般のt条件を除外せるは其の何の

理由によるも のか「解に苦しむ所なり 。

叉審判者の「字数以上ハ建築ノ設計監'1当7 業 トスルモノ 」 との規定めるも「業トスル」

とは解 樺 上範悶甚 ＱｾＧ 不明瞭にして若し之を狭義に解 樺 して所謂事務所経営者を指すもの

ならば何故にかかる制限を& 、要とするか了解に苦む所なり 。

続 技 者 、 入 選 者 、 嘗 選 者 に 就 て

本案によれば競技者は「共ノ建築賓地ノ設計監管 ノ任ニ古; ラン ト期スル者」と規定さ

れ叉入選者中 の第一位のも のが設計! 産管の任に首り得さ' る場合には共の案は失格するも

の と規定 され あ り、之は建築競技の目的に閥聯する問題にして主催者が聞く優秀なる案

を募集する趣旨に劃して徒 らに共の範閏を縮小する以外に富益なきも のに非すやと思考

さる出竿ろ首選者にして設計監督するの意志ある :場合之に相官; の優先慌を認むる方隠詑

なりと思考す 。

f古I蛍選者の設計肢仔の技能に劃して共同建築士を選任し得る規約を記載しあるも 此の

場合首選考と共同建築士と の地位、関係は甚fご不明にして富際上幾多の困難なる問題を

生すべき恐れあり 、之も建築競技の 目的を前詑の如〈改める事ーによりて叉解決さるる問

題なり 。

懸 賞 金 及 び 契 約 に 就 て

懸賞金の最低額を本案には「競技設計闘書作製費テ償フユ足ル可キ額」と記載しある

も設計聞書作製費とは何 を棋準にすべきや甚1: 不明なり等しろ建築珠算額に封する割合

を規定する方穏首なりと思考す。

本案には競技規定と首選考が設計監督をなす場合の契約係項とを不可分のものと して

記載 しあるも契約僚項の如 き物は全然別例の物として取扱ふ可 きも の と思惟す。
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古ti 6  j 主 審 判 者

第 一 挙 緒

第 7 i . i 官¥' i i ! l ト入選

第 8 T，[ 建築競技士II 程

者ｾ 9 1;1 : 競技設言| 箇1害

第 101;1 Ｇ［ｾ［ｦ ［ 選者ト主催者

トノ契約

言

建 築 本往築主主伎執行規学ノ、建築競技ーガ其ノ企

競 技 3段、途 行 及 ピ 建 築tt 現 =- E巨ノι 迄 合 理 的 = 執

ノ陸自

係 者 行サノしノレ銭メノ指針タルペキモノユシテ建

築競技= 闘係スノι 人々、且11 チ建築ノ企塁王者

タノL 建 築 競 技 ノ 主 他 者、主催者チ以j ケテ建

築競技執行ノ会般チ指導スノι 競 技.¥1Ji 問 、建

築競技設計問主l}= ＷＧ務査判定 スノ ￲ｾ 築競技ノ

!js:タl者 及 ピ 建 築 競 技 = 賞選シテ長l 己ノ 設 計

セ ル 建 築 ノ 賓 現 チ 期 ス ル 競 技 者 トノ問 ユ結

パノレペキ最モ公正 = シテ合組! 的ナノレ協約ノ

基礎トナルベキ諸原則チ説明スノレモノナリ

第 二 章 Ei: 築 競 技

建 築 競 技 ρ 其 ノ 主 催 者 F ノL 建 築 ノ 企 諮 者

建 築

競 技 ガ 同 一 ノ 建 築 会 設 ニ 封 シ テ 同 時 = 多 ク ノ 設

計 予集メ テ其 ノ 最 モ 優 秀 ナ ル モ ノ 予 選 出 シ

之チ Ｑ Ｇｴｾスノレｾメ］行ノ、ノ ｌ ノレモノナリ

初 メ ヨ リ 建 築 ノ 貿 現 チ 目 的 ト セ ザ ノL 俄想

建 築 建築ｻｊ＿Ｚ諮 ｾｾｪ スノ ｌ 建築設言| 悶案ノ競伎，、本

笠 宝 規 準 = 於テノ、之チ建築競技ト日F パズ建築設

f >! ' 1X 

昔! 競 技 ト呼 ピ テ 区 別 セ ゾ トス

建築競技ノ都知ノ、大別シテ指名鋭技ムピ

競 技

ノ 額 公 開 競 技 ノ ニ = 分 タ レm式 トシテ之テ一 段

狗IIえ

ピ方 = 行 7 方 法 ト複 式 トシテ之手数選ト決選ト

法

ノ二 段 ニ行 7 方 法 トアリ而シテ ー久 ノ 都 知 及

ピ方法ェ依 リテ 各 特 色 チ 有 ス ル チ 以 テ 主 催

者ノ、須 ｆ 各 種ノ特質チ ｦＱｮｗｉＧ シテ場合ｾ Ｘｌｾ ジ

最適ナノレ競技ノ種類及ピ方法予選プベキモ

ノナリ

指 名 指名競技ノ、主催者ガ競技ユ参加スペキ建

競 技 築 家 チ指名スノレモ ノ ニシテ特定ノ競技者チ

選 定 シ 且 主 催 者 及 ピ 競 技 顧 問 ガ 競 技 者 ト 令
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見シ 競 技 ノ 依 件 = 就テ 協 議 チナシ得ノレノ特

ｦｾ アワ

指 名 指名競技ニ於テノ、主催者 ρ 各競技者ｾｩｉＧｊＧ
劫 仲

ケ義 シテ J'(; ノ放政設立! 闘舎作製 = 要スノι 経 費 チ

酬 依 Ｗｾ 足ノレペキ報酬 Ｗ 支扮フモノ ト ス

公 開 公 開 競 技 J 、競技者 チ民 F 一般= 求ムル モ

競 技

ノ エシテ競技者ノ興味チ喚起シ努力チ傾倒

懸 賞 セシムノ ￲ｾ メ致結ノ賞チ懸タルモノナリ 此

ノ場合ｾ，、共ノ最低ノ賞ガ競技設音 ｩ 聞書作

製 ］ 要スノ ｌ 経費チｲＺｲｴ Ｗｾ 足ノレペキＧ在 ｩ￭ＹＱＧ レ Ｗ

ｾス

公開競技ノ賞選者ユ就テ ρ j 毛ノ設計問書

= 依リテ技能ノ俊秀ナノι コトノ、期待シ符ペ

キモｾ 主将 ＱＧＨ 施ノ設計監督チ委燭スノ ￲ ｾ 足ノレ

十分ナノL 経験テ有スノレコト ρ 必ズシ モ激 期

シ能ハザノoFfr ナリ放= 主催者ノ、必要ト設、メ

タルトキノ、地位1えピ経験= 定言Fアル 建 築 士

子 J t ノ共同住築士トシテ選任シ俳ル去J i 約チ

滋メ競技士I H主rl.1 ｾ殻 ケ 世ク ヲ 可ト ス

建 築 競 技 チ 預 選 及 ピ 決 選 ノ二 段 エ 行 7 場

介ユノ、王g( i 1 I 1 競技= 於テ，競技者ノ技能テ詮

スノ. ｾ足ノ ι 程度ノ簡単ナル競技設苦ｼ聞香］

{f< リテ所定ノ数ノ決選 競 技 者 チ 選 出 シ 決 選

同

築

選

技

共

建

士

抽

出

競

笠 警 競 技 チ 行 フ モ ノ ナ リ 決 選 競 技 ρ 指 名 競 技 ト

μ¥lC1.χ  

殆ド ｊ ｉ ｉ ｾ ナノレ ￟ｦ ナシ此ノ方法 ρ 利ャ煩 ｾＱｦ ナノレ

ト不経 済ナノレ ト予免 レ ズ ト 雄 モ 特 - 慎重子

ｾスノ ι 建築競技ーュ泊スルモノナリ

凡 テ建築競技= 於テ ρ 共 ノ 公 正 チ 表明ス

ノ. g メ競技殻昔1' r.11書 ノ 匿 名 ガ 最 後Z主 催 民 =

匿名 厳守サノレルコトチｾス
ノ般 円 ん

守 建 築 設 計 競 技 ニ5 Mシテノ、本 知 111，子供mス

ノι モノ トス

第 三 1; 1 主 催 者

主催者ノ 、其 J Ｑￍｾ ｾ ＡｦＮスノレ 建築= 釣シテJ I C : モ

主催 優秀ナノι 基本設吉| チ符 テ建築' l ' t施 ノ 基 礎 ヲ

者 li'!Ii .Il: スノι ト同時= 共ノ設計者二此ノ建築' l ' l

施 ノ 設 計 監 督 チ 委1嵐センガ勾 メ建築競技チ

行 7 モノナリ

主 催 主11l i 者ノ、 j ，t : ノ和談相手トナリテ競技ノ 軌

話 会 行 テ t叫 ス ベ キ 競 技 顧 問 ト シ テ 腕 ア ノι 往

相 手 築家ヲ選任スノレチ要ス

第 阿 j ;1 競 技 顧 問

建 築 競 技 ノ 開 催 = 山 競 技 顧問 7 飲 クベカ

;7 7，' 



地 ヨ リ之ア整理シ競技執行ノ形式保件毒事ア

定メ建築競技規程ヲ作成シ若年列者ヲ推薦 γ

競技者ノ質問 =6{ g答シ主催者若年手当j 者及ピ競

競技 技者以外= アリテ競技会執行ノ 全般= 互リテ

執 行

ノ指 公平ナノレ指導者トナノレベキモノナリ

導 者 競校側ノ、嘗選者及ピ入選者ノ決定後審 喜選ノ、第 2 位ノモノヲ以テ首選者トス

競技顧問戸建築競技ノ成果= 重大ナノι 関

係 7 有スル任= ' 1 古ルモノナレパ撃識経験共

= 優レタノι 信望高キ建築家 F ルヲ要ス

競技 競技: wi 問 ρ 主催者ノ相談相手トナリテ其 入選

顧問 ノ 建 築 企 鑑 = 主主ス ル意園 7 了解シ専 門的見 者

技

告

競

報

番

列者ノ: 稼列報告ヲ合メノレ競技報告書テ君主表

スベシ

技競

者

競技顧問ハ自ラ競技規程チ立案セノι 関係

上競技/ 目的タル建築企質= 針シ凋自/

見解= 偏 スノι ノ織 じアルア以テ競技ノ審判

=ノ、倒奥 ス ベキモ ノ= アラメ

第 五 主 主 競 技 者

主主技者ノ、建築競技規程ノ示ス所= 逝ヒ自

己ノ自IJ意考案= ヨリ自己ノ来ノ、自己ノ指標

ノ下= 作成セノL 競技設計闘書テ提出シ競技

= 賞選シテ主催者ノ 蚤蝿チ受ケ其ノ建築jt

施ノ設計監督ノ任= - '6¥'・ ラシト期 スル者タル

ベシ競技規程= 於テ認メラレタルユアラザ

レパ競技者ノ、 2 名或ノ、 2 名以上合同シテ競

技 = 参加スノL 能ノ、ズ而シテ合同ガ認、メラレ

ダル場合ニノ、其 ノ合同ノ、 建 築1主現 = 歪ノι 7

デ綴綴セザノレペカラズ

第 六 章 審 列 者

同

技

合

競

者

2年宇1] 者 ρ 競技顧問ノ推薦 ユ ヨリ主催者/

選 任 スペ キモノ= シテ総テ拳識経験共= 優

レダノ ι 建 築専門家タノ ｾ '7要 シ其 ノ牛数以上

ノ、建築ノ設計監督 ア業 トス; t . モ ノ F ルベシ

審 判 者 ρ 競技者ノ提出セノL 競 技設計闘書

審査 ヲ競技規程］ヨリ鍛省公卒］審査ｾＧｉ｝定シ Ｑ 吉
列定

選者及ピ入選者ヲ定ムノι 震メ其ノ優秀ナノレ

モノェ封シ等級 7 付シ審$ i j ノ結果 7 競技顧

審判

者

問 = 報 告 スペシ

!i!F判 ノ合玉虫的遂行 7 期スル気メ競技顧問

審判 ノ、審判者ト協議ノ上別 = 著作斜j規程チ定ムノレ

規程 7 可 ト ス

第 七 章 営 選 ト 入 選

競技顧問ノ、審判ノ結果等級 7 付セラレ F

ノL 優秀ナル競技設計問書ガ競技規程ノ指定

保 f牛ニ主主反セザノレコト 7 認メダノレ七其 ノ等

級= 従テ競技規程二定ムノι 所ノ受賞者ヲ定

ム之ア入選者トス

入選者中第 q 立ノ 者ノ、建築1抑留= 際シ主

催者ノ 委蝿ヲ受 ケテ設計 i t 督 ノ任= ' 1 吉ルモ

ノ トス之ヲ首選者ト ス

; 哲一己 ムチ得ザノι 事由 = ヨリ入選者中/

第 11立ノモノガ此/ 任= 訴リ1 I i l Eキコトアリ

テ競技顧問ガ之 7 歪震 ナ リ ト認、メタル トキ

第八章 建築競技規事皇

建築競技規粍 ノ、建築競技会般' 7 ! i 1i ジテ主

催 者、EE伎顧問 、審判者及ピ競技者ノ遵守

スベキ協がJ = シテ往築競技 7 主主行スノι 銭メ

ノ可{ ，ーノ基準ナレパ最モ公疋= 最モ明確=

表示サルノレ コト ヲ要ス

競技 競技規限エノ、競技= 閥ス 凡依件及ピ建築

規 粍

賓施= 闘スル主催者ト競技者トノ問ノ契約

7 定 ムペシ 而シテ競技= 闘 スノL 依件ノ、基本

設計 ノ合IJ ;j ま考案説 = 悶書作成法 ピ其ノ審査

歪笠 列定= 必要= シ テ充分ナノL モノダルペタ建

- A j().! 

技 者 築質施= 籾 スル 主催者 卜競技者トノ n司ノ契

JUJ ノ

契約 約ノ、謝等エシテ公平ナルモノタルペシ

競技士l i ! 稗= ノ、指定依件ト任意依件 トア明
必要 民

保 件 ｩ 可ￎｦ ］区別シ テ 記 載ス ノ ｾ ' 7要 ス建 築 物 = 封ス

イ千意

保 件 ノL 要求事項ノ、巳ム 7 ｱｾｾｾ ザノ ｌ モ ノノ外ノ 、線、テ

文 章 7 以テ表示スペシ

競技規柊 = ρ 少クトモ次ノ諸事項 7 明示

スノレチ要ス

( 次 l亡容量げたる依項は建築競技規程を立

案したる上ならでは決定せざるものなれ

ども参考のｾめ草案のままを記載す〉

(  1  )  競技ノ目的 (7 Jレ建築ノ所有者及ピ競

技主{ 催者ノ氏名

( 2 )  競技' ノ続類及ピ競技者= 封スル地理

的￭Ｇ ｾｊ 、其ノ他ノ制限 、 指名競技］アリ

テハ競技者ノ氏名

( 3 )  入選者ユ聖母スノL 賞 ノ数及ピ額蛇 = 受

授 ノ 方 法

( 4 )  競技設計闘書受附ノ 日時及ピ場所

( 5 )  建築敷地= 倒スル正確ナル知識ヲ奥

7 1t- = 足ル材料

( 6 )  建築要求

7  XI I  



( 7 )  建 築物 ノ綿、而fU務ノザ車工費 ニ閥スノレ

制 限

( 8 )  設計| 凶香ノ邪類、個 数、縮 尺 、製 闘

方 法、製 聞 紙 ノ 大 サ 等

競 技 設 計 ノ 優劣 ヲ審 査 列 定 スルエ必要 = シ

テ 充 分 ナ ル チ 限 度 ト ス ベ ク 徒 ラ ニ不必 要 ナ

ル要求ヲ 以 テ 競 技 者 及 ピ 審 判 者 ノ 努 チ JH大

スノι コ トアノレペカラ 7，'

( 9 ) 匿 名 ガ 般 守 サ ル ベ キ 方 法 匿 名 絶対ニシテ ｬ￬ｴ ｊｩＱＧｲナル匿名ノ、 ＡｩￎＧ ｴＺＹＱＱＱ 公平台 ｬｾ

( 10) 審 判 者 ノ 権 限 lJZ ピ 任 務 ノ 規 定紋 ェ其 君、ヲ表明 スル 必 要 保 nナ リ

ノ氏名 目音被 競技者ノ、競技設計図書= 怒名暗部，r iiu放努ー

Ｈ ＱＱ Ｉ 競技顧 問 ガ規程ノ 指 定保件ニｾ反セ ヲ記スペ カ ラズ別 = 自 己 ノ住所氏名ヲ記七

ザ ル コ ト ア 認 メ担 ノレと = 於 テ入 選 者 チ ノ" Nl(;片ア 般 封 シ タ ル 無 地 ノ 封 筒 ヲ 添 へ テ 提

決定ス ル コ ト 番号 ｉｉｾ H'J シ 主 催 者 ρ 受 附 = 際 シ テ 之 = 呑 枕 チ 付 シ

( 12) 競 技 開 催 中 競 技 者 ト 主 催 者、其 ノ 代 テ競技者ト其ノ競技設計凶警トノ側係' 7 ｦｴｾ＠

'fl ll 者 或 ノ、審列者トノ、競技= 闘シテ五エ ツベシ 比 ノ封筒ノ、入選ト決定シタルモノ、

iffi 信 スペカラ ザ ノレコト ミヲ開土J スノι モノトス

競 技 = 闘 ス ル iffij 言ノ、総テ舎而エヨリ匿 主 催 者 ρ 賞選者ノ競技設計[ 問書= 支示ザ

名 ヲ以テ 競 技 顧問 Ji iL ニナスペキコト Z主 著 作 レF ノレ主t 築 ノ 攻 作 権 ヲ] 阿tJ ス ベ キ モ ノ = ア

権

ピ質問ノ腔答其/ 他ノ遁告ノイ息テ文書 テズ

テ以テ競技者一般= 知ラシムノι コト

質問/ 期I l U予定メ其 ノ後ノ、質問 = 悠 ぜ

ザルコト

( 13)  競技顧問ノ、審判者Ｏ審判 ｾｉｴ 告テ合メ

ノL 競技収告書チ競技者= 後表スノレコト

( 14)  競技設計図書ノ、最終ノ .，Wi 望者決定ノ

」ニ= アラザレパ展覧或ノ、公表 セザルコ

ト

(15) 合選セザル競技設計図書ノ! l K I > H蛇 =

其ノ方法= 闘スノレコト

( 16)  古f;iili セザ ノレ設計 中 ニ 滋 表 サ レ F ノι 日11

意考案ノ、何事= ヨラ ズ 其 ノ 設 計 者 / 承

諾及ピ之= 封スノι 級官tナ シ = 使 用 セ ザ

ノレコト

( 17)  首選者ノ、競技ノ目的 Jjl I l 建築ノ 1τ 施

ユ際 シ其ノ設計監督ノイ壬= 首ノレペキモ

ノナル コ トチ示セノレ主催 者 競 技 者間 ノ

協 約

( 18)  設計監督ノ任= 蛍ルベキ? 吉選者ト主

催 者 ト ノ 契 約 書 式

第 九 章 競技設計悶苦手

競 技 競技設計聞香ノ、若手査判定ノ結果其ノ最モ

設 計 優秀ナノレモノヲ以テ競技ノ目的 F ノレ建築企

白l書

控 ノ 基 礎 7 決定スノレモノ= シテ競技者ガ自

己ノ創意考案チ表示スノレヲ唯一ノ手段ナノι

ト 同 時 = 務 判 者 ガ 其 ノ 優 劣 7 審査判定スノレ

nj 主ーノ 資 料 ナ リ ト 雄 モ 之= 要求サノレ 、所 ρ

XI I  8  

技

計

等

返

競

設

凶

ノ

附

Ｇｾ￭［選者以外ノ競技設計ｼ品 ｬ 古ノ、Ｉｧ｝ [1 ' 7定 メ

テ之 ヲ競技者= 返附 スノレモノ トス

第 十1; 1.: Ｇ ｉ ｾ￭ｪ 選者ト主催者 ト ノ契約

21・選者ノ、建築ノ 1'¥施 際 ν 主{l 住者ノ 委 蝿

ヲ受 ケテＱＱ［ノＱＧＨ施設計 Ｒ 土ピエ ｾ ｾ ［ ＡＧｋｾＷｪ 牙ノ ｦ 千二

選

ト

計

部

u

給

者

設

叫

仙

川
'，WノL モノトス

建 築 競 技 ニ 袈 ，} <: セラル ノL 設計約! 舎 ノ、 ill 築

計主主/ 基礎 7 決 定 ス ペ キ 必 本 設 計 ノ ミ = シ

テ建築設計ノ 令 部 ニ ア ラ ズ 往築ノ Jl 施 ユ 封

1Y施

設 計 シテノ、究施設計ヲ完成シ伶ホ治 y デ工事. 1. 1: ;

言者約遂行スノレ ｾｲ ラザレパ問者Ｏ創的ー

案ノ存スノι Jfr '7 ij 主現スノL 古Eノ、ザノL モノナ リ

主催者ガ賞選者二設苦ｼ見ｾＧｦｦ ' 7 委側スノιi 号

メノ契約僚「ドノ、 !If; メヨリ競技者 ニ表示シl i 5 :

F ペ寺モノニシテ之= 閥スノL 契約書式ノ、競

技組粍ニ明示セラノι 、ヲ要ス

m築競技ニ闘スノι 調 査 委 員 合

委 員

法 藤 11': 菟 中 村 偲 治

損1I 越 三 虫11 : 岡 田 徒 五 良11

U:¥ 浦 高 介 } 高 松 政 均i

石 本 存 久 治 I 波 泌 LE 一

長 野 字 平 洋 ;



償 還 方 法 に よ るア ノ、 ー一 ト 計 劃 案

住 宅 委 員 曾

都 市 住宅の 問 題は ｼ 吠氷に ｪｾ ては 世界 大 戦 後 、 重大な 祉 舎 問 題 と なって研究が進めら れ、 枇合 施 設 として、

建築古事者のみなら す¥ 鵡政者の多〈カヘ 共の賞行に力 を輩す ことになったのであるが 、我国も 亦者slli 集 中

生活の影響著るし〈此の問題を庭理jlyf 決すべき時運となり 、住宅低利資金] t i l]度の制定を見、不良住宅改善等

の宜施を見? こ 3

然し我閣 の 風 俗 型予防はアパ ートに 群居の こと カ ［Ｑｮ ｾ かつにので Ｑ Ｑ 日 々の住宅又は長屋住宅等の改良に 限 ら れ て

居 つにが 、土地の制度の利用 、建築資の飾的 、住居能率の 向上等の見地 より 見 るときは 、是非共我閣の生活

に油しにアパ { ト の研究をなし . 之が殻建を策し、今後の都市生活をn:r 生的に 、能率的に 、而かも経桝的に

枇合全大衆に向って提供し得る機運を作らねばならぬと考へ? このである。

此の目 的に 向って家族 3 . 4 人の段少必要の要求 を充? こす居室単位そ定め、之を集合してア パート メ ント 営

形成する様にした 。

勿論 ｕｾ 1 階は町古II i として利用し 、 アパ ート の利便を計ると同時に居住者の職業的利用を策しにのである。

向叉此 のア パｻトを ＱＰ 年 Ｑ Ｕｾ Ｑ 三間家賃でｦＺｦｩＺ還する方法は 、 既にオ ｻ ス トリー 五ぴ イ タ リー 等の諸固に於ては

現に行はれ、普通の貸アパ ート よりは評判が良 し 借り手が多〈旗揚に共同 の ローンや花壇を持って生活を

紫み ‘ ↑制夫に暮して居る。

それで あるか ら経営者 も好んで此の方法を採用する様に進んで来? このである 。

ｾｊ 論 我問で は従米の 貸家 が 極端な安価に ｩｩｅ ら れて居る錆に 、 初 めから採 算的 経営は囚刻 ｴ か も狗 ｬ れないが 、

工場主力 ;1[，設工の生 おを向上せしむる 意味に 於て、叉大地主が枇合奉仕(1' .)の柿I1I11
1を以て此の青| 霊を従行されん

ことを止とむも のである。

!日 却

! l 階卒均 18. ∞J l I

1  1 戸'1: ¥J I;数 9主1・5合

月 賦 家 賃 12階 同 11. 00院|

l 問 B土F2合

償 還 ' 削 | 川

13 階[ i ' OJ 9. 50回l

¥ 同 8 W2合

ill ｧＨｾ 波 ｾＺｘ制ｩＱｊＺｴ・ Ｑ 也延 主 ｆ￭［ ［ Ｇ ［ 110瓜∞

消却年限 ＱＰ ヶ ｾ ｲ ニ間

概 要

敷 地
8 10J I;  

泌 物宇佐44F リート芯 830TI;

f旦し 1  NI 415J ドとす

外部色モルタノレ 主主、内部木迷 、 間仕 切

プラ スター塗 、使J j f r水洗 式、 tG般 各戸

，&2 燈 、炊 事 は]i: ltfl 笹流付、 共 同 物 干

lJl. 洗濯場は底上i ' C J & 備するもの とす

ア パ ー ト 間 世 間

一寸

「
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衛 生 用 陶 器 の 調 査

材 料 委 員 曾

( 1) 叙 説

建築の衛生的施設に必要なる器具は共種額徐りに雑多にして共形欣大ノl、匡 k に使用者を

して共選揮に迷惑せしむる場合住少なからす，。従ひて共闘格も叉比較的不廉にして一般的に

敏速に普及せ られざる こ とを遺憾とし之が規絡の統一の必要を認めて調任しにるもの〉第

一部 を本篇 とす 。

建築材料の規格を「メ ート ル」法によりて制定せんとする時第一に人の頭脳にひらめくは

在来の因習的寸法にして 、従来制定せられ? こる幾種の材料の規絡は単に共尺度を彼此換算

しにるに過ぎさ' るもの多〈 J 主義理簡約すべきも の を寧ろ ー居複羽[ な らしめにるものめり。

如j析は決して「メ ー トル」法の係搾を有利に展開する所以にあ らす・。本篇は特に此駄に留

意し 、 カめて官 Ｑ Ｚ 問一般に必要とする 衛 生的持具 の 形 紋 寸法 金 ｩｕＺ人に了得理解せしむるそ ｴ￭ｾ

ー となし 、 共製 ｩ 主 工 稗を附易にして製 ｉ 日 の 安債供給普通を目詮として共数字を絵理し ｾ ｩ 事Ｑ｜

を局 ｲ ｵｾ し＿こり。よりて従来 の 製 ｲｈＱ に比して手 ｪＧ ￬ ［ｆｬＺ大きを ＿ 哨しにるが虫ｦｉｾはより普〈より裕な

る生前の話にする我等 の主 張にＩ［ｾくも の とす。

本 Ｑ 市は主夜 ｩ 坂［Ｑ Ｍ Ｑ Ｇ Ｊ 吉氏 をす ｦ ｩ め ｭ 川販 太 郎、境 ｅ 一 、平野 揃 助、 ｾｕ 中茂ー の 各委員之に加 ｬ

はり 、更に閥係器具製作施工各方面の官業者技術者ー諸氏の熱誠なる御助力によりて成れる

ものなり。誌に委員諸氏を始 め特に官業者各位に到して探甚の謝意を表す。

(¥昭 和 7 年 10月 、 委 員 長 松 室 重 光))

( 2 )  衛 生 用 陶 器 類 生 産 の 現 獄

我岡に於げる衛生用開校 類の 生 Ｑ ホ ーの 現 Ａｕ｜ｾ 調脊Ｎするに質に複維を極め居りて、共麗預い

? こづらに多〈殆んど牧拾し難き i伏態に あ り。今; f l : 主要なる製造業者を禦ぐれば

東 洋 陶 器 株 式 合 枇 ω ドA iIU: と略秘す〉

E  株式舎前t名古屋製陶所 ( 11 B  /1 

3. 高 島 製 陶
m (  /1 U  /1 

〉

4. IJ 、 松 製 陶 F斤 ( /1 D  11 
〉

5， 5且EL1  
橋 製 陶

所 く /1 E  /1 
〉

等の 5 iid: にして走: 等の合A止が製ifl しつ〉 ある陶然の品障 を穆ぐれば

A  枇 181種 類

B  祉 115種 類

1  I  X II 
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C  祉 82種 類

D  祉 22種 類

E  枇 102種 類

線 計 502種 類 あ り 。

更に之を同一種類に大別区分する時は下記の通りとなる。

衛 生 用 問 器 分 類 表

|  製 造 制
洗面及手持! : 終 和 洋 洗冊ｾｪ｜大便器 洗滋式及小 便器

傍i] j 式 普 沼 式

流 し類 浴 槽其他 雑 類

A  . 量t 75額 21種 20稲 17f霊 48積

B  最t 58額 19種 15種 12tJ! 11積

C  量上 44稀 16額 9額 7顧 6種

D  枇 9額 (和風 のみ) 5種 3tJ! 5額

62;fi1i 山積 8締 17種 5騒

248積 71種 55種 53種 75種

以上線、計 502 種にして是等の種類については各祉は皆共型に於ては大韓一様なるが虫f I き

も、其大きに閲しては寸法に於て何れか異なるものめりて、線、じて大同小異の製品を出す

lこ汲 k 1こる有様なれ従ひて複雑極まりなき多種額を生じ? こるものと思はる。

( 3 ) 調 査 の 範 園

上記の内今回調脊を完了しにるものは洗面器及び手洗器計 248 種、大便器計71種、小便

器 計55種、此合計 374 種にして、之を各祉別とするも向前記の通 b なり。

此数字は調査笛時の数( 昭和 2 年より開始す) にして現在に於ては叉 k 陸型域型等の? こめ

可なり其員数に増減あるべい全〈不統制なる製産AA態に置かれ従ひて其製産能率と共経

済上不利なる位置に在るは勿論なりとす。

如 斯 に し て 同 一 用 途 に 供 せ ら る 〉 目 的の下に製造せられ? こるものにして幾・種類もあり

て、夫々に多数に存在するが故に如何に各祉が努力して共製産能率を穆げん とすと難も克

〈共製品を改善 し、其製産債格! f 節減して需用者の満足を得んとなすも 到底不可能なるに

似? こり。

本委員舎は「製産上及び使用上可成的簡皐にして且つ共取付作業や取扱上の便利、其他

器具係揮上の便宜の属の大き理解等を最も容易ならしむべ〈之を統制せんことを念とし.

特に専門業者に依蝿し、更に製造合枇より専門技仰を指じて共意見を徴し各個につき f子市IA

に検討考究を重ね屡々之を反覆して各其細部に亙りて審議すること蕊庭に 5 ヶ年 、漸〈に

して其第一部の調査を完了し得Tこるものなり。

( 4 ) 器 類 大 さ の 統 制

従来の衛生用器類は共大き告吋制によりて表示せられありしも総て之を「メ{ トル」法に

よりて更正し. 且つ単位寸法の統一箪純化をなし之が使用技術者をして共都度- k I カタ



ローグ」を参ｊＡＨｻせしむるの加を佐 ｩｾ 共記憶に便して最も容易に 、週令 ｬｰ Ａ の選搾をなきしめ作

る様共大部の寸法を 2 位本位に整理し? こり。

猶此寸法は大関 を規 したるに止ま りて それ等各務類の細部に 亙 ることを避り? こり。これ

闘係、技術者が是等の器具採鐸取付等の矯めに直ちに必要となすものにあらす' と信する と共

に共細部の形式構造lこ附しては今後も向幾多 の工夫改? をを要する貼あるべ し 従って之を

規定して其進歩改普の道粍をr >11..l 1: するの不利を思ひ 1= るによる 。

! ' ! ! に本規定の大さは従来の物に比すれば以れも士的Hあ 1) 、使用上の寛存 自fl - l を噌し生爪

内詳の改善に資する所あらしめんがf誌なり。

( 5 ) 標 準 型 供 給 の 問 題

北米合衆国にありても衛生陶探の種類は ＳＰＰ 飴柿を ｾｉｉ ｉ でしが種々共不都合の駄を認知し

て現布にては標準型として僅に 三十飴陪に限定せられ? こりと聞き それ等の製 r日が我閣にも

愉入せられつ〉ありと 言はる。

左れ ｴ ｩ 我 間にありで は従来の品阿佐此際 ｉｴ Ｇ ｩ ｊ［ｾ型」となし、今次決定のさ突を以て日本棋

11' ，規格と定め専ら是によりて製iiEするこ e ' " なさば自然共品質の向上と比較的康的に供給

を期する こと を得ベ し 1 : ' ( ，[ 生施設は児に一段の進展を見るべしと信子。

想定日本棋iW型衛生陶 i}F

J. i止商総及手洗器 。ｙＧｾ 21稀

2. 大 使 若島 231 4干1ft

:=l. ;J、
使 2持 Ｔ ｾ ｦ［Ｇｾ＠ 9fi1i: 

1221q 34{iTI 

第 5提 (ffj ) 

想 定 日 本 標 準 型 洗 面 器 及 手 洗 務 (21穏〉

おt 世t 而者世 高級ｾｊＮＡ 前 ) L手洗

向 上

ソ ケット付| 丸
鉢

l i  

ｪ 、 工工 ｉ ｾ ｉ ｾ ｉ 竺 ｉ ｾ ｉ 250 I  250 I  3∞ |  
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.2. ( 粍〉

怨 定 日 本 編 E慎 型 7J t 洗 式 小 便 器 ( 9積〉

級 普通水洗式小便器
ス ト ー ル M

耳目

h q  
U  1. U 2  U  3. U  4. 

A  巾
470 470 

大

B  出
520 520 

型

C  成

一
1，2∞ 1ス)()

A  巾
3臼 350 45つ 450 

中

B  出 2110 280 4∞ 4∞ 

型

C  成
410 380 1，100 1，101コ

A  巾
330 

360 360 

R  nl 280 
380 380 

現ー

。
成 390 

900 9∞ 

第 3  書提

想 定 日 本 標 準 型 水 洗 式 大 使 務 ( 4積〉

級 平日風水 洗 式
洋風水野1 ; 式

h q  
C 1  C  2. C  3. C  4  

人 長 550 600 640 640 

:  B  司1 3∞ 3∞ 350 35つ

l  c  成
370 370 

メ 外 t 4 
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本 邦 瓦 の 樹 究

材 料 委 員 曾

叙 説

我邦の建築はその地理的事情によりて勾配垣根を必裂とするもの多し。此要求 める 映り

lヂ荒材料としての本邦瓦は共作命1ft 植を有し〉とその存制作1似を有すること凪; i J : l 500年の!悟

史のよく 説 明する鹿にして兇にi徐す所なし。

屋拡 材料は近時極 ｫ なる 材料 によりて種々なる ｮ ｾｊｉｋ に生成せられ 来り つ〉あれども 、み［

邦瓦は此聞に伍 して 1UJ 等共倒値のもさ更を 見1炉、 瓦の此重'要性は材料f委員舎をして久しきに

百りて屋悲材料として の本邦瓦を調任せしめ 今お漸〈共一昔jl の編遣を終り ?こる ものなり 。

本篇は瓦の研究として支那朝鮮 日本に於げる よu洋同系瓦の完全なる研究 、即 ち瓦の字以i

字義より始め共類字矧極より共形関 . 紋 様 、友1J : i 私、共改連経巡等絵す所なく悉〈 之を *' 111叙

し依て以て共将来のj[}J向 { f 見むことを目 的と して編j車中 に局するものの一部にして 、会 LJ

高松 卒 太郎を主査とし白石登喜リ ｪ 、 ｴＡｾＺｪ ｦ 言 Ｎ 幅 Ａ 王 ｬ 勇雄 の諸 氏之に共同して集成せられ ｦ こるも

のなり。 特に鈍して共苦手を多とす 。( fl g ;f l17年 10 月 委員長' 公室重光)

第 1 章 綿 説 瓦 の 沼 草

我固に於りる 屋 J侠瓦は 、飛鳥朝時代併殺 の体* に陥ひで政ぅI<i し、我園 史上有名なる法興

寺 の 建立せらるるに首りて 、共 の犀に Ｓ ＱＳＺｦ せん が局 、 ［［ ｾ 峻天皇の兄 年百 済より瓦博士 Ｎ 腕 ｩ

奈父奴 、陽貴文、 陵貴文 、 ll 怖 帝揃等が 、他の諮問づ: と共にボ] : i J : J してヂH 1こるに始まると

体へらる 。

Ｍ ＨＺｉｾ ボ ＱｾＱｾ 教 の 興隆と ｪ 与に諸問 の 問分寺 の ｩｩＡｴ 立せ らるる等め りて初々院〈使 ｭ せらるるに到

れりと 臨 も、首時は米 fご付1I 利. }'¥・J投貴紺の邸宅に使 )-IJ せ らるるに止まり仁り 。

降 って奈 良 、 卒女、鎌倉、 主主 ｉＱ ｬｦ 時代を通じて共強述米＿ご充分な ら す Ｉｊ ｦＮｒＺ の ｉＺｾ に使川せ ら

るるも の は ＿ｩ ｦ￬ と崎なりしが ｉｉ ｦｊｩ此時代 ＧＱＧ 特唯す べきは半 干名 なる Ｚ Ｎ Ｑ Ｑ ・宝寺院建築には焔 ｾＱ Ｑｩ焼 成の

J 1 . . を使用し? こるもの伺賞多かりし! ; J .f なり o

ｦ 此閣時代に入るに及びて 、所 ｫ に披ｾ の 築世相 つ いで起ト需に瓦 の需 要も叉喚起せ ら

れて共製法も叉従ひて進歩せし此 の 時 代迄の瓦は 所 ｾｩＧ ｬＱｩ ｪ 目 瓦 のみな り 。

現今桃山城 社、業紫第I止、大阪城: J : l l : . 長: 辻; 域社等 より琵- 11:-11 きるる金11..(ま ijif 先11.. . 即 ち己

瓦町車瓦等に金治 ｻｦ 置 き ｦ 二るも の にして桃 山時 代 ｾ ＺＮ ｲｩ 有 の 議Ｚ悲を相め Ｑｾ るものなり。共逃械

のー として伏見 ｩＳＭ ＱＱ 香冶 ｾｩ ｬｬｬ ｩ ｉｕＺ の 表 ｉＢ ｊ には今も 狛 ｊｴ Ｚ ｩ ＧｩＺ ｩ 恰せ ら るるも の Ｈｪ えすと賢 ゆ 。 さて現今 一

般に佼Ｉｬ ｊ せらるる併 ｪ Ｎ ｈ 告 ｊ ＱＮＮＨ Ｑ 主瓦 ｪ は ｊ ｾ 起 ｩｽ ｪ， ｩ ｾ 詳かにせすと 雌 も出 川氏 幕府そも ＱＮ 戸に広め諸民

17 xl l  
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武家 Ｎ 康民 の家屡が 圏内 の安定す るに従ひて漸欠集中を 予 ｾ ｲ こし 、其 の治」 具担りし頻々にる

火 災 に 錯みて防火上l L葺を挺附l しlilf 民 の家屋等多 〈瓦茸に 改 まり? こる時代に考案せられ fこ

るものの女nし。

球 し 徳川初期に在りでは民家は概ね板五、藁五 、茅 i: 等 に し て 全 < Ｑ｛ 子 ｴｾ 許 さす 、 諸伎

と雌もある程度 の 制 ｈｾ を 附し瓦 を多〈 貯 ふ等の事を 以て物 議 批難を生じ Ｑ］ る事あり 、 諸圏

全〈瓦茸の自 Hl に成りしは八代将軍吉宗の時代 なり 。えーより瓦立大に 精力11 し明治時代に 入

るに及び法規を 以 て屋 上 の被覆は全部不燃質材を使用せしめらる〉に至り以て現在の欣 態

に到着せるも のなり。左れば五は我園に入りても猶約1500年の握史を有し漸次完成の 域に

進 みにるものにして今後も更に護建すべきものと信子。

第 2 章 ー 般 製 造 法

( イ) 原料= 先づ山。野。田知! の表土下底部より採掘し1= る原二iてを一定の場所に貯蔵し所要

キ ヅ チ

に従ひ て漸次是を使用 す 生土 これなり 。採 掘 し7こる後砕きて成場等に蛾げ相官期間雨露霜

;t.::， ，;;ト

ヨ 言 、円光 Ｚに曝 ら して後 初 めて使 用 す 、 干土と云ふ Ｐ ＴＴ を粉淳して制定立となし水槽 ｾ ｉｊ に投じ
。。

て撹1 i l沈 澱せしめ原土のア ク分 を除去したるものを縦士と なす。叉只翠に粉体し*fIl 粒とな

しにるものを飾に掛けて創H石 、草 根 共の他 の夫続物を? 除 き7こるものを粉土色 帰す 口

即 ち減土は最も 上 等にして次し、で紛土、+' 土、 生土のIIKi 序 とし、扮; 射して使用迄の期比IJ

の長き! 原二1:: 程 良 好 な る 製品 全得らるものとす O

( ロ) 加工 1， ( 手工 法) 粘 土 に清水を註ぎつ) . (料i桝なる) 原土には砂を出入して緩和す

る事あり ) 鍬の類を以て再三切 陣 寺、足にて踏みつ け 充 分 練 り 泌 し 高 さ 3尺 - 4尺 、ィ111 尺

4寸 - 5寸 長さ l 問乃至 2 聞の堤様の物を築 し 是 を「グタラ」と帰す 。「グタラ」を積み柊

れば針金を以て是を各製逃すべき種額の瓦に通話・し? こる寸法 l二、一定の定規を嘗 て上より

順次、幾片にも切 り取り 、各 )1- の聞には乾燥しにる素地 の粉末を撒布し斯〈 して 1 枚 1 牧

のね ｪ 離を容易ならしむる ｾ ｉｉ < し 、之を集積して l法干し と し粘土がj曲賞 1i.る iMJlt に乾燥し1=

るJ: にて成型に診る 、:1' : :を荒地と 云ょ、。

4 リρ タ

j皮J旦はよj E: I : 也i " i 切型」と稿する瓦のM i " なせる木製の型に采せ「タタキ」と併す る本: ) " にて

充 分 に 上、前後 、左 右、 より 叩 き睡搾し . 共 のjl予を il::' し 〈し型を定規 として瓦鍬にて官余分

を切り取り大11俗成形し此|際普通に「塗土」を行ふ。( 塗 土 後 説) 是を下地と 云 ふ。

再び或期間乾燥せしめ 、:;7(に 仕 上げに修る。仕上型は切型より 使宜上小さく且乾燥並 に

焼岐に依りて生十ベき ま! H: '見 込み て各部通首に持駒 しあり 。此 上に て金 「へラ 」鰻を以 て

ゆ ｴ き 地 瓦平瓦 、 易ｾ ＭＭｩ Ｍ J . ムヌL:占i. 等 の 区 分仕上 金移る 。

軒先用瓦鰻ｾ袖瓦 、 和｛メ ｌ 等の道具瓦と僻するものは上記よりは幾 分 長 時間乾燥せしめ前
タレ

言Eの切型の上 にて 軒先瓦は疋面の垂を 、袖 瓦は袖 の部 を 、紐 丸等は紐 慢 を各. 1 < ) 祈定の定規

を首て柔軟 なる粘土を以 て 接 合 せ しめ充分総 着するを? 持ちて仕 上 型の上に て勝き 仕 上 を主主

す。



斯〈仕上り＿こるものを数日間室内乾燥を行ひ 、 更に晴天の 日 光にｾｊｴＮ露して充分乾燥せし
ンラ ::

む是{ f ( 素地〉と栴す、是を窯入焼成して悲庭に瓦は生る。

• • • 
2， 機 械 作業 に 在 り で は 「 タタ ラ」を積ま子、土練機にて混搾を翁し二三 日の 後 荒地 /iI

機にて荒地を製し更に数日後成型機にて成形し下地となす 。此 の間相官時に通常に乾燥せ

しめつつ順次に次の作業に移るは手工作業に同じ。

狛壬土: 練機荒地l州1-'，機は弓令そ部動ブ力j をを?什f使吏月則l すれども成丞抑リ機にはE引JJ 力「川l日l と子廻し用と有りh、了

にイ依火りて右右" 3 機共設{ 備枯して全部機械に依れるも の或は 成 型 機のみ にて他は手二.]仁- 作業にて F成t  

すも の等 ｉ阪高々なれ共 、 要するに機械作業ば下地主＿製造する迄にして 、 ｴｴ 二 ｦＺ ｾｮ こは未 ｌ Ｇ 機械

の附現無く何れも 手工作業に依る の 外 方 法 な き 現JIえにあ 1) 0  

( ハ ) 焼 成 方 法 普 通 ー 般 に 使 用 せ ら る る 焼 焼 瓦の平 世g はJ叫文科部!: 811( 1 枚より 12(111牧イ江

主主にして 、 認 の 内 部に存瓦持に衿をｾＱｉ￭ｴはし ＷＭＸ 分 の 間隔 を置きてぷ 地を川手 ｉｊ し Ｔ 段 ｪ う 歪巧

段に積ｾＺね ｴ ｬＺｬ入口 ｻｦ双方共 ＷＭＸ 分法り迄砂を以て閉鎖、し最初は松方 ｲ にて焚き初め次いで不 ｩ

茨 を 投入 し 火 熱 大ilI1H放するに到りて石茨を中止し松 薪を以て是に代ふ。( 庭に依 りでは粧新

を?使J 1 j せする最後迄石玖のみ にて焼成するもあり ) 110[ 時 の 後/:1-'，入口 は噴気孔としてノj、孔 を残

して符開し 、焚口 よりは i 時 に 多 量 の松 薪或 は 石 炭 を31I め込み後半II ニiてを以て諸問し以て火

炉 の燃上 る を 防 ぎ 更 に 数 時 間 後 噴気孔 を も 閉 し 此の佳 1 日牟乃 至 2 日開放置し? こる後焚口

を開 きて焼き 残 り の 怯 京 共 の他 の火無念掻きI i ' ，し、或 は場介に依りでは7 k { f 注ぎて消火し

共 後 漸 次主主の冷: ! ，pす るを持ちて 出入口 を開 I及; し焼上り 1: る製品{ f JfJz  H¥して認に完全なる] . [

と鴬す、此の間 1: 練 よ り 焼 j 二り 迄晴天に て冬季 は 初 日、夏季は 20 日間伐とす。

( ニ ) 瓦 の色 深 瓦の表商に帯ぶる次銀色の色深は焼成の最後に首り て 1 時に投入する 多

吐 の燃料 の 完 全W; 焼せざるに依 りてき伝子L るも の にして石炭或はおi薪乾 市瓦実Ji ct J

の 炭化 水京

が灼熱せる素地の 表 I印に接聞し分解生 成 物1: る炭素の附/ 汚するに依りて 生十るものにして

淵 度 に 比 例 し 高 端なれば銀白色と 成り 温 度 侭 げ れ ば 艶な き只の 黒色となる 。

炭# は J L. の表 白1 こ附着する のみなら す内部に迄浸透し淡黒色或は次色を呈し崩れるも j良

川，j/オ. 淡路FII良 方 111i 其 他 の 1 ノ! 、部分の l査には共表ITri のみ にて1 " ) 府主主は浸透せ 5 るも のめ りこ

司令: しこ1:: の*8' 性、分 子の制Ifll に依るも の と思考せ らる。

色 禅 lま更に叉瓦表商の平滑度に依りても 発 奥 を生じ、卒 j刊' 度は原土の良否、仕上、磨寺

方 の ｽｾｪ 組に 依 りて非 常 なる 相 遣を ＪＱＺ すものとす 。

放 に! 京ー1: より以上 の 色I宅金 1+¥さ んが震に蕊庭 に 共 表I白j に在住土を行ふ 。

( ホ ) tタ存h企土 = 害塗主ニ土I上:にイ佼定!川川I'J する ニ土I上: は多〈は 山城 岡オ木三討 11川H川lりj のd点4方 鹿ニ7背!斤? 山の土地也帯より F産華する倣草箸斡
F有i  

な る名秤和料I円ll上 一了土一

1矯奇す j斯折〈 して焼 ｴ けげ ＧＱ 仁二る瓦は原ゴ土Ｚ仕上以上のう光 Ｇ ｕ 傑翠宰Ｎをを ＿汁 「附ＱＭＧ， すと ｩ刻雌 Ｑ推 ｫ も多〈は ｦ年竿月 ｴ 共にｬｊｪ肱 ｄ従 ｴｾ 液存し 長

期に 亙り て持績するものは極めて稀なりとす 。

19 )( 11 
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第 3 ヨ主 主 要 生 産 地 の 製 造 略 説 並 に 品 質

(  1  )  大阪府米南地方 原土は多〈山より採掘し其の値砕きて数ヶ月間露天に曝し乾燥

ぜしめにるものを工場の土壌へ搬入 し置きて入用に陪ひ使用す D 即ち干土なり。原土は*iI

糊度犬なるが放に 了1: 練の際" I1I少或は時として制l力、き)11砂 を混 入 して緩和す 、谷川地方 にて

は始と喰 ＮＮ Ｑ Ｚ を行は十 。 共 の 他にでも と Ｈ［ ご ＱＺ をｾすは甚＿ご少し ＰＱ ＲＱＱ し原 Ｚ Ｑ :の俊良なるに依る。

窯の牧平手- m: は背i盈800 紋ーとし、是に要する燃料は松新 11i 0 灯、石炭 1200 斤、焼成時聞は

焚き初めより特閉する迄 1 7 - 8 時間 . 更に出入口焚口を開放する迄約 40 時間乃至 50 時聞

とす。健成温度は約 900 度にして陸出し総数 800 枚として此の内 1 等品 500 牧 2 等品 200

牧 3 等品 100 枚f.，'r. の割に生成せ られ其使用し得ぎるが如きも のは殆ど稀なり 。色揮は銀色

にして上等品は永久に持制し その質紙斡にして使〈内部は白色なり 。歪少〈 茸上鰭裁良好

なり 。其吸水量は 13. 7 % 寒気には幾分弱〈之を唯一の依出li とす、年戸昨日 40. 000 牧

主として中流以上の住宅建物に使用せ らる。

(  2  ) 兵俸聯淡路地方 原土は山或は閃: l : nl の底土を共の依即ち生土にて使用す o Ｊｾ￮ 調度

低〈砂を混和するが如事事殆ど無し。多〈は原. : 1:の依仕上げを詩せ共特に 「ハケニr. J とお与

するも のは主主ニ1: を行ひ幾分上等品にして其慣格も亦少し〈高債なり 。 1 窯の牧容量は1 . 2

00制なとし、燃料は石炭金主とし約 1. 000 斤、松葉ナi 20 n. 焼成時聞は約 6 時間 . 出入口焚

円、 を開放するまでに更に 3.5 時聞を要す 。焼成温度は約 750 度乃至 800 度のnn:度出し総数

1. 200 伎の内 l 喜多I日として 800 枚、 2 等品 2.'10 枚、 3 等 n'1， 100 枚、共の催使用し得さ' るも の 1i 0

+x伐の書IJ とす 。色F撃は上等品と鮒も鈍き銀色にして その持続するもの極めて少し。質粗維

にして軟か〈内剖:は11;黒色なり 。但し「ハケニI:: J と僻するものは焼き方共の他 多少良好な

り。葺上鰹裁中等吸水量 16. 0 Ｅ裟祭に封しでは本品は不思依にも強〈 ヨ ｋＱｾＧ 京阪榊地方に

て凍似しにるを見聞せする。年産制全島を通じて約 2. 900 南牧、主とし中以下の建物に使用

せらる 。

(丹 ) 兵{f¥l J陣明石地方 原土は殆ど畑 、問の庇 .1: を世! ネi期を利用して採摘 し土携に !['j 離

し置きて使用す生こと‘ 時としては之に少量 の砂を混和し官民土を行ふもの少し。1 窯の牧容

量は約 1. 000 牧前後とす燃料は怯新 70 1'[ 、石決 1200 斤、焼成時間 ] 0 時間 、 更に開放す

る誼の時n日は各地共大差 なしD 燃成温度は 81i 0 度。

焼/ J ¥し総数 1000 枚として其の内 i 等品約 700 枚 2 等品 200 枚 3 等品 100 枚位とし使用

し得さ' るも の も若干生子。色探は銀色なれ共表面組雑なるも の多〈概して永績せする。硬度

比較・杓高〈内部は次白色なり 。吸水貴] ! ) . ! ) % ｾ ｾ 策 に到しでは京阪 ｩｪｾＱＱ 聞に於て凍破しにる

物 を所々に散見するを以て安全とは云ひ難しO 年戸rー約 31i 01-広枚 、主として 中程度の建築物

に使 rrJせ らる 。

(-10 )  明石市内大蹴谷. 山 岡方商に於て製迂iせらる ..，，1i は特に大戴谷物と稽し. 品質前



求よりは徐程良好なれ! 点土は川 より符Wli し殆ど寸二土となして使用す。 二L練の際少量の1i少

を混和し且六部分塗ニ1-. {t 鳴す。 1 窯のI依存量 800 枚以下、燃料は松薪 150 賞、 石茨 1000

斤焼成時間約 10 時間、焼成i毘!瓦卒均 800 度内外、i焼/:H総 数 800 枚の内 1 :等品目。o枚 2 等

品 ＲＰＰ 枚 Ｓ 等 ｲｾ Ｇｬ 10() 牧ーとしイ夏用し得 5 る物少し。色深は銀白色にして表商卒市・なれ共時と

しては微細1なる亀裂の勲本する事あり 。卦= し!京二1-.の1' 1: 質に依るものにして使 'n上何等差支

なきものとす。此色禅の銀白色は相官; 永織す、硬質にし1 内部は次 色。吸7} ( .ln: J :) % 装 集

に到しては幾分強しと雌も京11反i，i'I'IWに於ても地慣する事あり保殺し刻l しo ｾ ｉ Ｇ Ｎ ｪ 本 制約 ＶＮＷＰ 政

枚。主として中流以上の建物に使用せらる。

(  5  )  愛知l懸碧海郡地方( 三M) 原土は大部分山 より採掘し他に間: l : f J 1の底ご[てをも 使用す

るもの有り 。本 地 } J に於て製涼される瓦は下等品はす立物より上等品は拙土製iti 吹純1:'; :1に瓦

るを以て 一 定し難しと鮒も殆とー生 ー Ｑ Ｚ の ｦｲｾＺｾ とし ｴ Ｇｴ土を行ふ 。 Ｑ Ｒ ｅ の牧容長は Ｙ ＰＰ fりう王 11011

枚、是に要する燃料は松新 100 l ' じ石炭 1000 斤 より 11 00斤イ，'r. 迄 、焼攻時間 10時間‘ 更に附枕

する迄ＧＲ Ｔ 時間、焼成湘Ａ支 Ｘ Ｈ Ｐ 度乃 ｾ 900 度 、 焼Hl し総数 J OOO 伎とし普通 r日にて I 等 Jil l

800 校 2 等品 150 枚 3 等品 50 枚にし使 J1J 不可能なるも の殆ど 無し、色津は銀色にして表

商粗なり 、 永続せ十 ｯ ｬｩｗ 度 ｾｫ なれども比較強硬なる音 ＱＱ なり 。 内部次禁色 、 吸水量 ＱＺＩＥ 。

装集に針しでは越分弱〈 、下等品には歪相官;多〈主として 、中等程度或は以下の匙物に使

mせ らる。

三 fnf 地方. l $. の I汽特に尾州産或は尾川、; 特製と栴せ らる〉 ものは尾張地方のfli 和d

'

i るf，'i :l: を?

混入して製し7こるものにして品質全ての結に於て前者より良好. 色津は銀白色にして相官;

永続し 、 吸水容 ＱＴＮＲＥ Ｎ 質 ｾｘ 符 ＧＮＺＱ こして使 し内部は夜色と す ｯ 幾分耐寒的なりと糾せられ

居れども温暖なる大阪市内に於て既に凍破せるものめり共の他推して知るべく寒気に針し

ては不充分なりとす O 主として中流程度の性宅建築に採用せ らる。

年産額は前後者を? 通じて約 33. 000. 000 枚。

( 6 )  滋 賀i際近 ll :八的地方 本地方1烹の瓦は阪ni' l' 地方に使用せ られ? こるは極めて少な し

と附 ｉｾ も全園的に 耐 寒瓦として著名なるを以て葱に採錯す。 ｊ ｊ 京ゴＺは琵琶 湖 岸一帯より産 ｦｈ し

年ケ年牧市'蔵して後使用する物は良喜子なり 。生二1:の俊とし殆ど塗ご1-: {t 行ふは稀なり 。 l 窯

の牧森数約 800 枚、燃料は松薪 1 0 0 n、 石 決 1000 斤枕焼成時間 7 時乃至 8 時間更に /"1' ，入

口焚口をc: 日放する迄約 2 日問、焼成温度 SOO 度乃至 950 度と 僻すれ共詳かならざるが虫fI し

焼.'"11し1肢の内 I等品 4()0 校、 2 等品 200 牧 、3 等品 11) 0 枚 、使用不能のもの 50 枚f立を tKす

色搾は鈍き銀色のもの普通にして持続性無〈茸上関裁も徐 1) 良好な らす、慣は幾分組なれ

共相官? 硬く内部は次黒色とす 。

吸水不 14. R %  I耐 )1 的には他の主要生産地の瓦 より優れり o 但し極寒地 15に於ては保持の

限り にあらヤ。本地方産は耐寒的なる筑時として制上等の建築物に使用せ らるる事有れ共
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特別 に製誼し1= る物 の外は先づ中流或はそれ 以下の建物に使 用 さる、年奈 ]500000- 1600

000 1-X。

(  7  )  京都大仰 j京土は 山或は1L1) .より採持tl し也も に使用するもの叉はキヶ年乃至 1 ヶ年

刊 貯蔵して後使則するもあり て多〈 生土製 とす 。

1喰ご|てをせき' るものM;1j.り 、l 突の牧学長量は約 800 牧を+f州立とし72ーが燃料松薪 60 rr 、石 炭

1(l(l O 斤似・焼成時1 l I 1E' - 9 時間 、各 口剖 .} } i 放する迄 -!O ｮ Ｎ Ｇｩ ｍｊ Ｍ Ｑ 、 焼Ｉｩｊ，ｴ ｲ ｦ， ｩ ｬＡ友 ｒｒｏＩ 主 乃 五 ｾｏｏ )主

焼 出 し総数日00 牧の 1̂] 1等 1日500 牧 2 ｾ存品 ＲＰ Ｐ ＱＭＧ＼Ｚ残りは Ｓ 等 ｉｐ ｬ とし使 ｈｊ 不能の 物 殆ど時な

り。上等品は銀色にして相首永縮性 を有し . ｪｦＭｾ少＼ j(: 上 げ7こる開放は先づ良好の部 とすn

岐点本 Ifi .3 % 装紙には多少尉し 、1¥' j北科度 の物に才ーとして使 J1J すの 本旅地 に於げる 44日IJ

上等品!! jJ ち拙イ: 製は金問燃焼」じ中の阪良 品lこして 、tor: *'1は i1:1¥-I: &び粉-1:. を促手11 して製す。

燃料は制上等に存りでは位若者のみとし 、焼 成ILi 皮 900 山口、」士、 l ごとの内優良!日は丹00、

40円. j ' 5{なり 。色搾は美麗なる銀白色 lこして永久に持続し、質*s主将Jにして内部は次白色 、硬

質 に し て 歪 少 し 31上関裁最も良企了とす 、l吸水量 13，8 % コ

惑気にまJ して強き方なれ共京阪前Il l 1 r J に於ても花開に保持するを得子 、本rplは11'(; 絡不服 な

るが放に高級なる建物 にのみ使用せらる 。

4ドF華街は前後者を通じて約 ] _2() (¥. 000 牧内外とす 口

O' U  1:焼成制度に就きでは各地方共湘度計を設備しにるもの殆ど無〈臨時に l¥原工業試

験JI J f 等より調査せられ? こるものなり J ，

総じて奴焼瓦には総鴨的に| 町];Jlミの物 ij. <淡路及び近i ｉ Ｚ Ｏ｜ｾ Ｈ の 旅瓦をｼ徐きでは 、 氷雨 、 明

石 、同 大首長谷 、 三 川 、 尾州品 、 京都大倒産ｾｾ何れも同 Ｍ ｦＧｲＧＩ立 の ｦ￱ ｩＭＡ水 ｊ 主にして 、 制泉 地 方の

l 部臨焼瓦が比較的に強きは 、多少の張、狂等 を刷' .. E・せ子 、謀反にすi して.意思8{ f 置き 、所

謂 焼過 ぎのIJ .度迄焼成する紡処 ij. ，) Ｐ 近時瓦の ＱｩＮ 土 問裁を非常に ｬｩ ｬ ｬｾ Ｇ し〈花意せらるるに烹

りしを以 て. 焼 奈 、狂 、? 自孫 1う等の多〈生ーするを屯l れ不得-，1-.1:笠分t完成不充分の物 を?生十る

にｾ Ｇ Ｉ［是 主 宰が主主主正に辿過して ｩｾｻ 械を米＿こす結果となれる物にして 、 ノ トーつは Ｗｴ￭Ｚ 色 のＺｲＮｦ ｪ 筑 進

歩 の 結果多少燃料を ＿ 節約しでも美盟なる銀色を皇せしむるにＣｾし事も ー Ｉ京閃ならんか 。

叉同ーの窯の裡にでも其最下居は最も高IEi 度なるを以て此の溢にて焼成 し1= る瓦は 上 唐

新み の物より l民' I ' [ にしてぷ気 に強し. 但し渡分jE多きを免れす。

J i. の耐ぷ! 支が十:' f tにJ r! 大 な る附係を有ーすることは . 起 を焼 J&: 7毘度比較的低〈且つ軟質に

して吸水 ＭＺｮＺ 多き淡路漆瓦 の Ｒ 民 主主 に弧きに依りて ｾＺｉｉ るを件 ベ し起Ｚを ＳＵ するに本 Ｑ 日 ｉ にして今

ノかしく原 十ーのiltrl 火皮を高めて高trL度にて焼成しイ凶質と1 : t し、l吸水率¥{ f 低下せしめ且査 、焼

狂 ひな し 各瓦の 仕 上、ｊＱｉｦｾ方を入念に話して 、 茨阻なる銀ド ｼ 色の鑓色する等の事 ＱＡＡ ｾ きに

至 れば. 相 k 理想、 lこ近き 物 を得べきか。



之に反し泉南燦の瓦は原土最も優良にして且製法も巧なるを以て 、只原料を人工的に改

良する等の方法に依りて製品を耐寒的な ら しむる方法なきゃ 、越者は目下赴に就きて研究

l トl にして必す・近き将ぅ!<: に於て H的を達成 し得ベき 相首・の成Xl を有す 。

狛瓦の製造は比較的容易なるにより全国諸lE共然 if 見ることめり、陥って其製品も叉匝

k ( こ其品質一・犠な らざるは勿論 なりとす O

最後に 現在全閣に於て製産せ らるる瓦の数置は最近制 作せ られにる数字無きを以 て疋雌

を保し難てと民 ｉｾ も過 去 の 製産 ｬｅ より推定して少なくとも ｉ ケ［ド Ｗ ， Ｎ ＰＮＰ Ｐ Ｐ ， ＰＰＰ 伎 を 下 ら さＧるべ

しと f言守口

第 4 章 簡 草 な る 品 質 徐 査 の 方 法

認底に工業試験場或は専門家の予をお1さ守して現場に 於て谷易に行ひ得らるる簡単なる

方法を刈記せんとす D 産地の分 l切なる瓦は此方法にて大 111告共の目的伝達し得ベしD

2u  1.  I母線! に依 る{余有法J ｉ ｊ 、さ き会槌 等 金持ちて Ａ ｉ ｾ ｾ 打すれば清 ｦＧＨＩ ｝ なる金属。性 の 快 音を＿

殻し些 の 日青 を も瑳せざるを披上とし Ｎ地 裂淑 ｦ ，Ｇ ｈＡ｛ｾ < 充分焼き締りたる品とす o 焼成充分

な ら す・ ｦ 也 裂 等のイ ｾＮる 物 は必す・湖 Ｑ 千を＿設す 。 但し音響は乾燥せると水分を吸 ｩ Ａ，Ｈせるとに依り

て首を異にするそ以て此の駄に休ぷを要す 。

ＲＮｦｾ＠ 2. r-M} 伏の絡' i l U ＩＱ ヲ ｊ ｉｊ｜ｊｅ しくｪｊ ￆ ，ｦＡｬ ｾ < 各瓦の寸法一角に 揃 ひ1こるを最 ととすれ ども 、

桜 ｩ 自 ｩ ｬ 貨なる瓦はＥも角、普通 ｊｬｬ にありでは幾分 の 査をｾれす 、 只共 の 程度 の 如何 はｪＧｩＺ 1二後

間隙の多 〈生ぜ5 るを以て過賞なりとす。誌に於て瓦，]" 1;工の手腕技術が云f寄せらるる に至

るも のなり。

2.fP.  1ai I! 裂暇庄の有無」 瓦を也接手に取りて見る外昔響に依りてｾ， ｊｪ 定す 。

第 4， I色津」 瓦全面が一様に銀色に光滞: を有 すを最上とし . 焼度の不足品 は鈍〈 、主尽

く 、 且つ梢色 の ＡｬＡ ｲ の 如 ｬ き色彩 ｾＧｾＱｾ ぴ ｦ こるも の めり 。 窯 の 上府にて焼成したるも の は 煤惇 Ｎ 掛

りて黙きを 以て 一 見し てえを知るを件 。 怜ｾｊＩＩ ｩｬｩ 少なき税良しと鮒も全然 Ｑ 照きも の は婦と ｍｩ

なり 。

ｾぅ Ｕ Ｎ I表凶iの平1m友」 瓦の表I酎は卒滑にして凸I"i なきを最 1-，とすれ共制土の如何に依

りて 一定し難 し、{ylJ へば三河湾 、京都産等の瓦は表面卒汁J なれとも 、米十1-1産明石康等の瓦

は殻分梨 目の虫!日F表凶{ を侍せり 、f:l:i7.kの流下、 経色等には |伶11系なく D 手に取りし場合は手寝

具あれ共屋根干li: 上げ後l限界泌き に至れば何等相違なきに 35: るも の とす 。

第 6目 「瓦のI政割 iii に依りて」 瓦 ｩｦ 金槌其 の 他 にて割る際に硬 軟 の 判然するは ｾ ｊ 論にし

て、叉( 政( ! y: 商に依 りて焼 f，支の醍度 、粘土質の統粗 if9; J 1 るを得ベし。質織統なるものは脱 し

てl炭水世少〈 。吸' 1 ' < 速度も濯し . 但 し土質の如何は疎地 に依 るものなるを以て 、むしろ其

の破剖聞に依 りて問l境、益出となれる部分の有無を見るを)Jr 要とす。市j して質倒符なるも

のは佐 k にして焼成温度の不足に依 りて中心部迄焼げの通 らぬも のめり 、斯の如き物は其

の ｉｾ ｩ ｬ 分のみ多少色合を具にするを以て容易に見分け得 ら る、此火熱 の 不足は多〈凍般 の 原
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国となるものなり。

第 7. 1吸水量検脊」 吸水量 の検夜は窯元に於て窯/: 1¥し直後瓦の冷却を待ちて赴を水中

に浸し、時聞を計りて' ) 1き上げ、 前後者の重量の差を求める方法最も良ろしけれども斯〈

の如き は至難なるを以て赴に似 1=る方法 を執る の外な しO

而して瓦は各摩地品共水中に浸して共の依品 目4 日開放世 し飽 l' 11!伏態に達する時はイIIJ れも

大差なき吸水率となるものなり 口此故に吸7k の按急: 迅速を l 眼とするの必要なきゃに思考

せらる。例へば今11立に淡路 2 等品を取りて水中 に浸しui ちに 'jl 上げる l昨は瞬 時にして表面

に附着し? こる水分は内部に浸透し終るに反し泉州 1 等 r日なる場合には 少な く共数分 を経る

迄浸透せす且つ大部分は流下し了る結果 を生子。文、単に l i. の衣1mに. 尚下 しに 7k溺の場合

には前者は忽 ち放牧するに封し後者は凶寺水ヨミと成り? こる他吸収せす¥ 全面iに喰り鎖げて

漸〈吸牧す、而して水分放i比の場合に於ては l没収の際に於けるが !m<  j } _ 早速の差甚Tごしカ' ら

さ' るを通例とす、放水率の多寡は土' f ' tに閥係す る底極めて大にして且鹿唆温度に依りて左

右せらる 。

客街中最下居は最も高地なるを以て此の部の瓦は吸水率少〈上居(街路なるに随ひて次第

に榊加 ｬ す、叉光 Ｑ 撃に於ても下唐 の 物は ｾＱ も良〈上居に至るに陥ひて光律少きを通Ａ列 ｪ とす 。

納桝き程度lこ依りても遮主に大なる斧: 有し是に依りて j十商機IR1のぷ商は表凶{よりも吸7k

j A やかなり。

第 5 章 種 類 並 に 用 途

現今使用せらる〉瓦の担額は多種多様にして - k 分類洋認すること困純なれ共32: {e大別

して本1i -瓦及簡裕司ー瓦とす o

本葺とは凹厨を上にせる卒瓦 「牝 l [ ) {e軒先より上方 に向って 1 ｊｬ ｊ に卦 ＺＢｦｩＺ ね 丸瓦 ｦ ヰ ＱｾＱ ｌＮ＾

を民 の 問Ａ慌に ｩｫ せ ｦ こるＺｬＧＩＺ方にして、多〈耐 Ｑ Ｇ 位 、仙 寺 、 ゴＺ蔵専に泡 工 せ ら れ 、 Ｎｦｻｾ には普通 Ｑ ，［ ［

ｾｾｉ ｉｬ ｕＺ 宅等にも散見す又地占によりて一般的に本茸 の 行はる〉成あり 。 近時洋風建築に盛に

使用せらるｾ rスパ ェツシユタイル」は此の- H と云ふベし。

大き さ寸法に依 りて納物. 5 分物、 長屋物 . ノl、丸平に 大別 し. 刷物は伐瓦の阿部に日

分物は 64 躍に 、長屋物は 72 慌に、ノトメL卒は 100 枚!#J J に各 k 相営する寸法とす O

話'1

'

届士、俳寺其の他の大建築物に在りでは其の原似の太小に!l U; じて瓦の寸法を規定するを

以て一定し難し、共大なるも のにありでは卒瓦の長さ i 尺 5 寸、巾 1 Ｉｾ＠ 3 寸に及ぶ物あり J

f ド1[. の 「干i 足J {主ii ・上後)-，j ; 中間に於て 1 伎の割問する事ありても昨j 漏の!心無き様nすを

要し . 例持基すれは二千の: 長さ 9 寸の物なれば干{:/.t 3 寸九分 . 1 尺の物なれば 4 寸の干iJ 止と篤

すが虫nし。

ts' ill 告瓦立とは一般に使用されつ〉ある桟瓦立にして、瓦 (i 大きさに依りて 1-12J 、1 -1. 9人

「ω」、 r 6 川、 172J 、180{文物」 、r- 100枚物」、 1120牧物 J 等 め り。 j共宅に4各干 lリ1'1ドi にi封t討t する jゴ汁' )品品非:i:ソj

瓦の牧 数 3を? 示せるも のなれ共 . 柏餅に依りでは幾分寸法の市iii 少せる物 ib ｾ＠ 0  f，¥J M!IJ 、より見



る11寺は水量部を切落し?こる 物 ( 切溶) 、iJ' リぎ? こる物 ( 間取〕 、尾部張図に づ|主lt 引 付し1こる物

(号 |掛借入桟の形にも普通の卒桟の外に桟の丸 き物( 丸桟) 、尖れる物( 錆桟) あり 、谷を特

に深〈製し? こる物を谷深瓦と栴し、切込みを深くして茸足を短縮し? こる物を深切込桟瓦と

百ふ。

洋瓦屋恨に使用せらる〉蝋燭段、伊太利式伎瓦 (S型) 等は此の一種 と見なすべき物とす。

他1-'<の名陪及使用箇所

( 本瓦葺の部 )

o  (' 

卒瓦 、凹面を上にして ii: <  1i. にして凹面即ち表.笥なり 、本瓦茸に於ては屋根の主慢と成

る瓦なり普通水垂部に於て少し狭めあり 。

o  "  "  

卒 唐 草 卒 瓦 の軒先に使I ' IJ する物にして7k宅部に高さ 1 寸 5 分乃至 3 寸以上にも及ぶ橡

聞を附し是に唐草模様を入れ? こるもの . 特じて無地の物或は其の他の模様を入れ? こる 物 を

もうTf 通卒唐草と栴せ らる〉に至れり 。像簡は鎌のl肢を局せるが故に俗に「卒かま」とも云ふ 。

本品は軒先に使用する のみな ら十入母屋- ' <;恨のt時瓦及び棟の主にも使用す 。

。。

丸瓦 卒筋と平筋と の ｾ ｬｮ に伏せる瓦にして、桟瓦 の 桟 の 役司を属す 、 其 の 形宇闘に近〈

竹 を二つに割り? こるがt(fl し。 ま' - .fi' j - ，<鈍角に角一; 長り? こるものを? 使用せるを散見すれ共j釘〈

o  0  0  :) 

の如き物は致め特別注文に依る物に してni 丸或は角丸と隅するものなり。

五色 往昔は昨 l [ と郁し? こる物、丸瓦の'Ii:l 先に使用す。正面の鏡に巴の紋様を附しにる物

多かりしを以て巴瓦と云ふも現布に於ては石持、叉は出玉と成り 7こる物をも巴瓦と 11乎ベり

丸巴の一種として妻の部の掛瓦に使用する掛さ 。械の聾に使用する聾巴あり 。後設す O

泊え 反り屋根及び府政風の安に使用する特殊なる 丸瓦にして 、妻 勾配の落ち方に依 り

て 1 寸より 長 き妻 (破風) の場合 lこは 1 尺に及ぶ垂れをー側に附し7こるもの 、是に依り卒

瓦上下の喰遠ひを覆ふ用t ' 篤す。

品自 妻の掛瓦に使用する巳にして 。紋篠入りにては妻の勾配に依りて紋様ばとして

は斜に 、地上より見fこる場合は垂直となる様。特に反り屋根、唐破風i . f l りの場合には各 1

*'(.: ): に斜度を異にする場合もある様。要するに茸上げ後全部一様に垂直となる様製作す。

非 色 俗 に 長 義 色 と 稿 す . 世風の合掌し? こる所に使用す 、他の巴と 相違せる所は其の柄

即 ち丸の部は普通三よりも更に丸〈深き物にして共の深さは屋根勾配に比例j す。

柔 色 棟 の 聾 に 使 用 す 、正面鏡の部は丸 巴と同形同寸法なれ共。長さは丸巴より短きを

通例とす 。長主必要無事故なり 。

最キ卒唐草の下敷と僑す瓦なり 、但し襲の卒唐草の 下には使用せ今 、卒瓦を横巾を少

し〈蹟〈し 、半分に横に切断し7こる形J伏の物。本品本来の目的は軒 下より見上げにる場合

に軒先、妻先の11裏を健裁良〈費ーに見せんが翁の装飾的使命を主眼とす。

三う毛 掛瓦 に使用す 、平唐草の次に重ね . 左右有り 、各iJ.! tl 徐 に 5 分乃至 l 寸の高さの

桟を 附 し 、 雨 水 の ｩ 慌に漏るＧＭｴＧ 防 ぎ 、 Ｗ ｫ 垂部に流す ｭ ｴＧｾ す 、 上 等 品に ありでは後尾 ｾｾ ｲ Ｕ に

2 5  11) (  
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も伎を附し. 且つ反封側に鈎を設げ 、以て掛巴の安定を良好ならしめ ? こる物 あり。

。。

靭瓦 特匝使用品にして 、水量多事箇所に使 J-IJ す、共の)13)伏は例へば鹿取の如〈左右後

部に桟を附す 、主として谷或は l叉り毘娘 、起り 屋似の勾配綬き JiJi' に使用す 、話'I'm止、仙寺の

。。。

向 奔の妻の部と本家との入隅 の ＱＱ 日にＱ，欽使 川す るｴｪｉ ｾ ｊ あり。 前に丑を附し 、 「初防車」と 云ふ。
o  0  D  n  0  0  

面 戸 瓦 棟 際の商戸に使用する瓦にして 、本j ')J IJ の物は共の月三JV¥に依りて lι t 雨戸」と

帰す 。

。。

附巴 屋根の 出隅に使月j する巴瓦なり 。

。0

; t ・十 棟 を? 築〈瓦にして 、3'): 上げfこる後は共の ftll jr師を現はすのみと す、JI手!Iki:j 'j -'<方 )1手に

。。 。

して両側面を特に l享l味を射さ しめ 1= るを I!享の・し」と併し 、更に )ft < 見せんが昂側 己主に ]

。" 0 。

寸乃至 2 寸の霊をjl r. 1しにるを「大商のし」と云 ふ。

"  0  ( )  

倫 ｩ 主ひ 、 号 Ｒ 斗と民 牛 と の 聞に ｾｉｴ ｬ こ七 ｊｔ 或は ￮ｊ ￬ の ￭ｭ < 械に悦係金附 する筋に使用す 、此の

一種に 青海波怯皮支を現はさしむる物等あり 。

議企 使月j 目的は前者同様にして 、凶 仏 ノトなる物は経 l 寸より大なるも のは 3 寸程度

となす 、牲昔は荊の紋様を? 附し? こる物多かりしに{ 衣りて荊にの名あり 、現今にては無地 或

は共の他の横様を附し? こる物をも菊口と恥せり 。

n  0  0  0  ( ' 。

冠振瓦 或は Inm振瓦」とも占ーし 棟 の段上部に伏せる l Cにして 、形j伏lこ依り て伏問、

丸 、 紐 椛保 、 京 ｲ 白Ｎ ニ ＱＺＺ魁Ｎ将 供問 、 等回顧名 ｈ ｾ 多 りれど も之 を 線、隠して冠係正と併す 。
。。

鳥会 棋の突端 、鬼瓦の上 に伏11日( 冠娠瓦 j の- ;';11 を附じの)13 として突出せしめ7こる 瓦

にして 、 正面 鏡の部は 、 不 ￭ｾ Ｂｩ ｊ 或は極 ｫ の紋様を Ｑ［ Ｈ ， Ｑ す 。
o  c  

鬼瓦棟 の 雨 端Ｎ民 牛 の 成み＿こる断面を＿箆 ひ ［ｲｾ す 川 智 ｦｴ す Ｍｔ Ｚｩｬｬの 飾り瓦にして 、 昔はＡ斑

除 りの意味を以て' 出怒十IJ をI見せる鬼簡を附し?こり 、克も奈良) u. の虫fI < 笑彦fi の も有 b 、現今

にて は 共 の極額逃亡多しと ｾｦｴ も 、 ｽ ｵＮ ｲ 師 の 物は陥にして古寺 家尾等 に桟存せる のみ にて 、 法 Ｚ

水、 若葉の模様の物多し。

。。。

獅子口 正しくは「紫'd.2 11 J と郁せ らるとも云ふ、現今重に付11寺 . ｾＧｉ Ｇ ｬ ｬｴｴ の 棟に伎 ＩＧｉ ｪ せ ら
。。。

るる鬼瓦の一種にして上部の「維の谷」は普通 3 簡とす。

わ O

M，j 尾 根i飾瓦の一種、Jl 3) 伏は沓)1予なれ 古代建築物の方f I 3屋以 の大椋の端に使flJ す。

天上の魚、尾 ｛ｲ ｾＮに象り Ｗ こるも の と 言ひ 、 或 は鴎は海 Ｑ Ｚ ｬ ｬ の［ 魚、とも 言ふ。 共に火災を防ぐ立に

本づ〈も の と郁せ らる。

。

銑 鴎尾と同様棟百11瓦の一種 、肢は御仁IJ の怪魚、と 云ふ。 使用に首りて鴎 j 長と相違する

底は鴎尾は 主として 方形毘 Ｑｦｾ に使ｬｬｊせられ且ｾの 下に は 鬼 瓦を置かさＧるに反し 、 蹴は方形

入母屋何 れの椋にも使用し且つ必十鬼瓦の上 に世〈事とす、 但 し例外もあるべし。

。。。

鬼 龍 子 冠 振 瓦の上 に設りにる怪奇なる鳥獣の)1予を校し? こる飾にして支那建築に多しO

。o 0  c 。

此の外飾線には水棟、 芸1m棟等あ れ共近年施行せられにるを聞かす、古事建物 に1U1 々存

するのみ とす。



簡 略 五 葺 の 部

品先 本瓦葺に於げる卒瓦けL瓦の二校を話す瓦にして俗に桟瓦 と云ふもの是なり 。

東京、名古屋地方にては目板、( 疋し くは女板と 書くべきか) 、京都地方にては 「ナラベJ

と栴す D

形I U¥は既に記し? こる古n< 極 k ありと日! 凶其の大部分を占めるは卒桟切落とす。

。。。

品毛主 唐草模様を入れ?こる霊を有する軒先五にして、無地なるも のを「無地鎌」と栴す

色前長主 唐草と唐草と の合せ目を隠 さんが震に共の部分に巴形の技棋 の 鏡 ( 船 を 附

。。

し1= るもの縛じて無地の「石持J 共の他の物も総僻して巴附唐草と 11乎ぶに至れり 。

三jkj ら 軒 先 瓦の霊の 下端一直線となれるもの にして、誕の低 きものを特に直軒 日 付

。。

平瓦 妻を卒地調とする場合使用す。本瓦茸の卒瓦と同様の物なれども時として上等品

。。

には茸上鰹裁を良 好ならしめんが篤に 特に厚 みを 増す物あり、「妥 ｉｊ 卒 」 と栴す 口 阪 ｾｩＧ ｬＧ 地 方に

ては地勿の部のみそ 2 筋乃至 3 筋本瓦葺となす を通例とす。此の王まさ方は他地方には砂し

。。

丸瓦 f 本瓦葺の項及 と記事参! ! ( ! )

品え 丸瓦に鍔邸付し?こるものにして 、本瓦茸には士蹴の外玲と・使用せれ丸瓦接 f の

漆喰を篤す代用とす o

o  0  0 0 0  0  v  

袖瓦 「ヒレ瓦」 或は 「箕甲」とも揺し左右あり 。

( '  ("0 ( )  0  

此の軒先に使用 する物を「親楠」 或は「親f(i J とす 、妻に使用し水切れ鴨裁を良〈する

目的の物なり o Ｊ ｉｊｾｉ は極餌多〈 、簡 略瓦葺に使用するのみならすづ τ 蹴等の本 ｬＱ 茸にも 使 ｭ

すD 地瓦と共に茸〈如 1< 製し? こる物を 11h品払」と稿し涯の寸法に依 りて 2 寸詑より大な

るは 4 寸君p 寸霊に及 ぶ物 あり。 本 lC茸に使fけする物は卒瓦の茸足寸法に合せ 2 寸 5 分刻

みより 4 寸妥IJ み等極 k とす本品の埴否は屋根地調の部の美観を左右す。

。。。

品 長 歯 戸 長 棟 際の面戸瓦にして上等なる建築の外対ど使mせ れ 俗 に 「 鰹 商 戸 J とも

。。。

郁し本瓦葺に於 げる 「盤面戸」瓦と匝別す。

。。

会品主 屋根の谷の部に使用する瓦tこして 、屋根商に剖り 付 りて特に製する物を「本谷

長」と栴 し、普逗犀根に大P暗合する如 〈銭し次の瓦の水需部を経分切取りて茸上げる女n<  

ペ 戸

し1= る既製品{ f ｉ 京谷」と栴す。本瓦茸の谷瓦は卒瓦の Ｗｫｾ 部を斜に切断し一文字の証 ｴ を＿

是に附し、メL瓦には同じく斜に切断し? ニるも のlこ7 分程度の牟闘の 鏡 ( 芭つを附すれば走

にて充分用を達するを得ペし口

色長 「金主 l とも書 し 切妻屋根にして妻に掛瓦ぞ使用する場合妻 と軒先の隅に陥巴

を 附す 。共の次に据へる五にして 、 話 Ｇ Ｑ Ｑ 殿 、 ￭ｾ ， ｾ草Ｚの向奔の屋棋の左右に使用せられ＿こるもの

最も多し。

本瓦葺、 i官l略茸の発別な < fii Jれに も使用せ られる。 此の外線rfJ 瓦は全て 雨者共通とす。

而して j'j1illl 告瓦主主に在りても一部分本瓦} ) : e 僑 し1=る屋侭少からす¥即ち入母屋の要- 或は切

妻の妻に其の例多し 、悲し本瓦茸の方班重にして憧裁良りればなるべ しD

2 7  X I I  
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第 六 章 特 殊 瓦 の 部

。。。

目板瓦 偏卒なる板紙の高折用瓦にして 、大阪にては rll 8 寸長さ 1 尺 2 寸及 4 寸を骨組

とし 、 ＺＺＺｊＨ 瓦と重合すべき棋の形 ｊｉ 人は卒伐Ｈ角陪Ｉ丸校の Ｒ ｈｩあり 、 Ｗ ＮＱ｜霊古 ， ｩｬ に ｾＺ￦ 附し＿こる
。0 0 0 (: 0 0 0 。

を「霊附目板J と恥し、「切捺し目板」よりも高債なりとす。

京都地方にては rll 9 寸にして長さ 1 尺 3 寸及 1 Ｉｾ＠ 5 寸とす桟は卒段、メL挫の外政 制使 あ

り。

。。

敷 瓦 玄関 ‘ 士問 、軒 下、橡 側、廊下等に使用す 、共寸法は種 k にして注文に依りて是

を定む。

敷寄屋等の外官会り需要なしo

o  0  0  (') 

ｾ ， ｴＺ地張瓦 偏卒なる正方月三の板瓦にして 、問問に孔あり i nこて打も 付 り閉地 となす 。 句

。o 0  0 。

IJ 梨瓦 1  tii は武家原敷等の「ナマコ」引に使川せ られ1=れども] 克今にては共用甚? ご附 なり

。。。

「ヒネリ 」桟瓦の切込みｾＡ｜ｾ < 且つ長 きも のな り、以前 は高射に使mされにれども現今は

稀なり 。

第 フ 章 色 瓦 の 部

。o 0  0_  (') 

色瓦は是を大別して素焼及び施手111;擦の二種に匝分せらる。

素焼とは粘士を共の佳境きて粘土中に含有せる酸化銑の局赤色を旦せしなる物にして .

。。

「臨焼 J も叉此の一 極 と見なす べき ものな り口

施 ｾｉｨ 焼とは向磁絡と同ー の理 に依りて表面にＡｦ ｬ ｢ ｾｾ : a 施して焼き? こるものにして極寒地方

に多かりしが、近年洋風建築の哨力11に仲ひ色瓦の需要哨大してより所々に蕨せらるるに歪

れり。然りと間Ｈも 、 それ等の物は Ｑ 耐火性 ｦＨ けつを使月 ｪ しての 、 ｲｾ ｩＧ Ｚ ｩ｜Ｇ ｬ 本焼に非 らさＧ るが故に極寒

地方の主n< 充分焼成調度 を高 くする能 lます¥即ち高視にて焼 〈場令は粘土の '1'1:1'( 上勉裂 、

母11b、 : a来1: して佼川不可能となる、色彩は手rh繋の租訂! に依 りて美麗なるものめりと 蛾も

耐寒度は低きを通例とす 。

。0 0 0 。

赤 色 素 焼 瓦 焼 成 方 法 は 煉 五 と 同 様 と す

焼締りてOi 質の物は歪多〈 、焼 不A の物は行俄良 りれども軟〈放水中: 大 なり jtJi < の如 き

物 は寒気に弱し ｄ 総じて 主 ＡｻＺｴＳｾ 亦 瓦 は 乾燥し＿二るｼ 際は淡 紅色なれ共 ｼ 放水すれば浪ｫｊＺ色を呈す

三 河 地方に多〈産すと ｾｬｕ ｾ も近 ＱＱ 引ＺＨｾ 焼に ｬ ｬｊ Ｇｾ 倒されんとする の感 Ｗ 吹き ｦｪｂ はす ｯ
。0 0 0 。

赤褐 色 惚 焼 焼 成 方 法は素焼と p-ff ど問機なれ共ね'j k jF:j 熱にてJ止後に常りて焚 口より附を

投入して焼成す 。三河地方に於りる 一平世誌の例に依れば、一窯の牧平手数がJ 2. 000 枚とし

燃料は松薪 50 賞 、石 炭 3. 000 斤内外とし 、最初薪にて「アブリ焚」問時間石援にて本焚き

19 時間 、最後に問焼約 1 時間 、更に開放する迄の所川 l時間約 60 時間とす。是に使用する

服は閥東臨窯業用車普性腕にして約 100 斤を要す。焼出線路( 2000 枚として 1 等ril ，800 枚 、

Ｒ 等 品 ＵＰＰ 牧 、 Ｓ 等 ｉｦｲ ｾ 300 枚乃至 400 校を出 し、残りは使用不可能のもの とすD

焼成1.ffit 度約 1100 度内外、本品は粘土の素質 と焼成温度及悶の丑 、窯街中の佐世に依り て



硬軟色津に大差を生じ、焼成充分なる物は色良し硬質なれども 、然 ちぎる物は色mi. ¥質

概して軟かく吸水量も次第に増加lす。良質の物は寒気に弧け れども、下等品は凍破す 。

石見本; 廃赤瓦 本地方産の原土は庭に依 りて塁手有れ共概して粘力、耐火力共に強〈本麗

瓦としては最上の物なれども焼上り品は査多し。素地に施率dlして焼〈所謂一度焼とす。

窯は 10 室内外の登 り窯、此の牧容数約 10. 000 枚にして、 燃料は殆ど松薪のみとし、約

3.500貨を要す 、焼成時間 96 時間。更に開放する迄に 48 時間。焼成温度1 . 300 度。壌出し

総数 10. 000 枚の内1等品 2. 000 枚、 2 等品 2.500 枚 、3 等品 4.000 枚 、4 等品1 . 000 枚、使

用不可能のもの 500 枚位を 出す 。

手!U饗は八束郡来待村より産ーする石粉を主とし他に土夜、木次等を混じ? こるものにして、

色彩は 芳、初色主にして、 共の他は註文に依りて製す口年産?の 4. 500. 000 枚とす。本l日は硬

質にして凍傷の恐 無 し 1 - '.l 等は共色揃へ良ろ しりれども 3 - 4 等は黒色の物 を交ゆ るを

普通とす。

概して歪多〈 葺方には充分の注意を要す。

際島! 際西僚地方の瓦も同系統の物にて 、製法 、品質等殆ど同一なり とす 。

主長品元金走 京阪ijilll 地方に於て近時使用さるるに至りし施f!h本燥す、瓦は石川販の 1 部

に産する物にして、他は大部分本携黒色正にして、 石川腕及繭井燃の一部には鼠色瓦を 多

少産す共に素焼となしにる上吏 lこ施制して再び焼成す。窯は王まり窯にして 5 - 6 室、最上

方に徐熱を利用して焼〈 素焼室を設け ?こり。

牧容数約 3. 000 枚 、燃料は石茨 1. 50 0 - 1. 600 庁、 松薪 9001':t 、焼成時間 48 時問、更に

開放する迄に 48 時間とす 。焼成温度約1 . 300 度 、焼出線、数 3. 000 枚として其の内 l 等品

2..')00 枚、 2 等品 3110 枚 、3 等品 200 枚使用不可能の物も若干生子。

制禦は主として附近より産する土壌石粉にして 。之に酸化錦、マンガン 、等を配す。

幅井将、鼠色瓦は年産額約 1.500. 000 枚、石川腕赤瓦は約 30. 000. 000 黒瓦は約 8. 000. 000

枚、富山臓の黒瓦は約 6. 000. 000 枚、新潟懸約 4.000.000 枚あり 。其色合は各地混交し居

りて必す' しも割然と 匝別せ られ居るにあら する、大韓主として産する色合の匿分とす。

主として[ 四九盤楼瓦」にして、他の盤の物は「六回盤」 の外は多〈註文に依りて特に製

造す。

色彩も近年縁 、 黄色系統の物をも産するに至りしが未 ＱｾＧ 小量にして Ｑ 部分のみなり。
0 : > 0 0 0 0 0 0 ゎ 0 0 0 0 0 0 0 0

本地方産の瓦は其質硬く凍傷の愛なし。

阪紳地方に移出せらる 〉は大部分赤瓦に して主として洋風建築物に使用せ らる。

っ o "  0 。

瀬戸陶総瓦 尾張園瀬戸市及共の附近に産する柏葉本農瓦にして 、原土は粗製陶総と同

質とす陸上後の瓦の素地は白色なるを以て任意の色彩を附することを得。且陶器産地とし

ての闘係上. 紬事号、焼成に封する技術進歩せるを以て色瓦中最高の物とす コ素地に施制し

て焼〈本燃なり。

2 9 削
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窯は立窯にして 1+1入口 1 筒焚口 S 何を有す、此の牧森数棚積み と郁して下居にT h 誌 の掛

らさ' る様、怜湖、を附せざる虫n¥、積む方法にて約3.000枚燃'nは不i茨のみ にて約 7. 000 斤な り

燃成時間 40 時11¥1 、更に開放する迄約 3 日間 、燃成m度 1. 400 度内 外とす . ｾｾＱＱ ＱＱ し総数

3000 枚として此の内 l 等 品 2000 枚 、2 等品 700 枚、3 等品 300 枚内外を 出し . 使用 不可

能の物も若干生十る事 あり o ｾ ｉｨ 築は 各種各様 ｬ の 色彩 の瓦を製 する を 以て品 ｈ 民会 する の嬰なし

本地方の色瓦は自IJ 始後日付Ij ' ; 常きを以て一地方全憾として の製産量は多からする、且つ色彩の

闘係上殆と Ｇ ｾｅ 文 品 のみを 製 ｩｩｅ し年産額約 ＵＰＰＮＰＰＰ 枚とす ｊ

原土は共質粘澗にしてしかも 耐火粘土に近き耐火性 を有する を以て高執を以て焼成する

。0 0 0 0  0 0 0  Q  0  0  v  0 0 0 。タ。

闘係 上 硬質にして絶 ｾｦ 凍傷 の 虞なし手 ＱＱＱ 築は 良好なるを以て 美凶な れ歪 は 色瓦としては

割合に齢し、i波耐'1' 地方にては主として洋風建築に 1:.1:用せら る、幾分市{} 'l な !り O

右の外三河の 1 部、共の他焼焼瓦主要生産地に は 1 ;: t 2 ｾ ｾ の 色 瓦Ｈ 施 ｾｉｨ 焼 Ｉを製 造 する

工場ありと聞H. 未亡研究充分ならす¥ 各 種の色彩 を任意に tl Hごす物 少 し 火熱に 弱 き!京

土を使用する関係上 、 多 〈は楽焼き類似 の 物にしてｼ 波前 ＧＱＧ ＯＱ日に於ても 泉気の聞 き ｲｾ￭ にては山

政し 、 或は時 日 の経 過と 共に色 ｪ 撃消滅して賓 色 せるを間々散見する ｾ ｨ あり ｯｩｌＺ 等 のｼ勿 にで

も2 度躍と僑し? こる物は相首寒気に強きを通例とす。

第 8 章 一 般 施 工 法 並 に 注 意 す べ き 結

( 立地) 立土は瓦の安定上多きを可とす。但 し現代に於ては上等建築を除きて 一般に充

分なる茸土を使用する事極めて砂し、悲し手間賃、材料 を節約する をJ ; J、て最も 大なる理 [11

とし、一面叉幾分耐24構池上の考慮に原因す 、技瓦3'1:のうヰ通住宅は11反;p'l l地方に於ては 1J l  

15 貫乃至 25 貫机の練土に切誌を混じ1= るも のを使用し、i J i T先瓦は 20 蒋銅線繋ぎ、地主L

は大阪府下 lこでは釘打ち 、兵庫! 降下 tこ於ては銅線 2 僚 の トンボ繋ぎとす。共に茸ニ1: 少::i ::な

るを以て瓦の安定悪〈 、野地の粗悪なると相イ突って地の起伏、不換を米し 、I十j漏りと迄に

は至 ら十とも甚し〈不鰭裁と なれる屋線多し、カHふるに大阪府下に於ては釘打もの場合、

経済上 、亜 鉛鍍餓釘を使 ｭ するを以てｽｉＺ上後直に ｬ 必触を米 ｦ こし数年な ら すして館主 ｊ の ＢｾＴ 倒Ａ

)J 彰脹に依りて. 釘穴より 瓦の破壊し? こるも の所 k に散見する慮なり。 . EL前述の如1¥上等建

築は別として普通住宅 の 野地に使 ｭ する 板 は甚 Ｑｾ Ｇ ｭｾｊｬ なるを ｴｊ 、 て釘 の 利〈 事極めて少な 〈

結局有害無益なる場合甚1: 多し 、此の猷駄を有nふ需には野地板は必す・ 4 分以上のj手み の物

を使用し、且成る可〈重 ｬ 時 ｊｾ 打つ事を要す。猫耐長時ぜ ｊ 二上及屋駅保存上より見る時は ｪ Ａ 掛

桟瓦茸を最上とす 、但し本瓦を?以て茸上げる場合に於ては 必す瓦の昔り足寸法に合せてノl、

舞或は共の他の桟を打ち附り各瓦 1 枚毎に是に掛止する様なす事)Jl 要 な れ 斯 〈 せ ざ る 時

は結局引掛能瓦を使用し? こる憤値なきに至る 、本瓦茸に於ては平瓦の下の平土と丸瓦を伏

せる可き丸土とは必す・聯耕せしむる様、例へば約物の場合には卒瓦 と横の卒瓦士 の間隔は

最狭部に於て少〈共 1 寸 :;e要す。市して後に左官の行ふ丸伏漆喰は瓦茸 と同時に丸茸 きの



際是{ f 属す方有利なりとすム

( 軒先) 軒先瓦は五六盤以上の物は殆ど 2 ケ所繋ぎとなせども 、それ以下の瓦にては現.

今 i ケ所の穴よ り1 僚若しくは 2 僚の銅触を以て紫ぎ止な 、時日の経過と共に葺き方の粗

拓j なるものは漸次突出して全〈脱落するに至る事あり。右の如き事無〈とも最も :危般にし

て肝要なる箇所故 l 僚 2 僚の銅線繋ぎにては不安定にるを菟れす¥是は是非共軒先瓦の後

尾に 引掛践を附するか. 或は高松式昭和瓦の釘1< 軒先に打ち附vt1こるノj、舞( 五楼〉に掛止

すれば 、只 それのみにて絶望討に前方に突出せさ' る様工夫する必要を痛感す . 此の臨に就き

現今入念に施工せられ? こる一例に軒先瓦のみ 3 寸乃至 4 寸長〈製し( それ? ごり切込み部を

深〈し) 以て院小舞より突出せる育1; を比例j的に少な〈し安定を計り? こる物あり . 相富良好

なる結月;! ーを得るものとす、本瓦茸に於けるメL巴の長 きも此の理に依る物なり、敷L j i 瓦は桟

瓦茸にては使用せざる方良し、尤も普通一般に はi徐り使用されfこるを聞かす¥本瓦茸には

殆どｻ変則せきＧる ｾ ｦｦＮ備なち ｄ

雀口には I 時雀口瓦なる物出現し? こる事ありしが良結果を得す・現今殆ど左官漆喰に依れ

( 萎の部) 阪)，ill l地方にて多〈卒安IJ み自主籾とす 、葺足( 刻み寸法) は上等にて2寸乃至3寸下

等物にて 4 寸似迄も {r)1ぴ?こる物あり 、共の次に通常 2 筋の丸を逐ふ( 風 切丸〕丸に素丸と

i' 7} { f 附し? こる 紐 丸 と 有 仁 他 に 袖 瓦 を 使mし風切丸を置き? こる物及び筏附有1，瓦の みにて茸

上げ Ｗ こる物もあり而して後者は何れも京都地方に多し 、 屋線商 何れ の部分も ｊｊ ｦｾ なれ共 必 ｾ

に妻の瓦は肢も破損し易き物なるを? 以て上等建物には卒刻みにでも可なれ共中等以下の物

にはｽＡＡｩ｜Ｇ切丸を世かする桟附袖瓦仕舞と詩す方 、 犀 ｴ｛ｾ 保存上並に経梢上良好な らんか と思考す

本瓦茸に於げる1 J j 111祉 、1，11閣等の妻の部はイIIJ れも掛瓦なるを以て特に注意すべき事なし。

只掛巴に鍛の瓦釘を使用する事及び制l丸瓦の有fJの設の寸法は過大になり勝なるを以て注意

を裂す土政の妻には棒漆喰となしにるも のと妥IJ み有1，瓦 を? 使用し? こるものと有れ宜利上長

短分ち難げれど刻み袖瓦葺と篤す場合は幾分高慣となるを菟れす・。

。。っ

( 棟の部) 東京方面にては紐のしを使用するを好み 、阪示1[1地方にては多< r素炭斗」に

。。。

して積立側面は塗り? こる虫rt < 荷ーなるを良しとす D 但し米京方面にては殆ど。「割炭斗」と

。。 。

して使用するに反し阪前1[ 1地方にては下肌アホリ共「丸炭キ」の依とし上積立てに割製牛と

すD 多〈は土也を?茸〈と同犠の煉土{ f 以て築立て 、共の上を腐振伏せとす。腐振瓦として使

c  0 0 ( ' ¥ 0  

f I J する物は東京方面にては「大江戸腐振」と吊する外侮 6 寸内外の太き紐丸叉は箱形脱振

多〈 、京都方商にては普通の紐丸( 筏 5 寸内外) 或は「京箱J と僻する特殊の箱形腐擬

多し。ｼ波利 ｬ 地方は伏間Ｈ余或は襖Ｉ伏せ大部分を ｉ ｾ め、単に腐振と云へば此の ｴＧｾ 間瓦を示す

程なり。

兵庫県ｾ下にては練度斗は下より銅線にて千鳥形に縛り附り 、 大阪京都地方にては築立の

悼とし府振のみ銅線繋ぎ とす。

3 .:t X l k  
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紐炭よトを使用する は外観韓裁の外屋根保存上府ぽ11方止等の質際的利益は素民 牛 と何等遜

色 な きも のなり 、茸 . 土は肢も結果の良好なるは漆喰或は南盟漆 l食を使用す る事と す。

阪神 地 方に 於 げる民 斗 の積 方 は習ｴｬＧｴ 上、上下 左右共符着せしめ 、 目 地 ｾ 置 か す 。特に 上

等建築に夜 りでは炭斗 切り と憎 して 雨端 乞切 り揃へ 、積 立ての際 . 更 に上下の間|掠な さ様

筏着せしむ る結果 、水分の乾燥 !改}¥X湿 し tt に冬季、寒気に迦過して凍結破損を来 ?こす事

多しO 名古屋地方或は其他の地方の如 〈各民牛の聞は 2 分乃至 3 分の目 地 主?置 き、j;J.、て風

の流通を良 〈し、水分を? 含むを避りる 方凍傷のj真砂 〈且つ築立て7こる鵠裁も惑から す、殊

に民三トの所要枚数 も少〈て済むを以て 一家三得と稿す べし。

大なる 建築物 にして大面裂斗を使用する際に棟葺ごとの乾燥を 濯 女持つfj Eはする共の儲順共

に築立てる場合1.:1: k 行はれ. 築立ての側面内 fj ! t l に孤; 伏を話して歪む事あり。斯か る場合に

は施工の初 めに古; りて割れ1・E等を 月j 意し是を一段宛積 とげ毎に上下の史 'l と1));1: ''1- との問に

挟 み 込 み て 以て柔軟なる ｔ ｩ ［ 土の崩れるを ｾｲｲｬｩ ふ 一 助と話 す 。

他地方 には砂りれども阪耐1
1地 方に特に多き物にして注産すべきは 入母屋屋線の大降り 棟

炭斗下の丸とす 、六回盤 技li3J: の場合に於いても七二盤 に使I - rJすべき 長原物丸瓦 を使用せ

り施工阻-r.J gなれば時と して雨漏 りの原因となるを以て丸瓦の立fI きは使川せき' るを良し とす

これ無〈と も何等外間上ー秀也あるものにあら十。

( 鬼板) は阪紳士也方 にては覆愉雲水附大部分を ，'i め他 は多 〈註文に依 るものとす。

是が 同 定 法と しては普通ｾ商の龍頭へ釧線を 一 通じて 繋ぎ Ａ と む。 日寺lこはi¥t 頭の附着不完全

に して此の部分離脱し 、鬼板を落下せしむる事あり 、故に大なる 物 にありでは以張内に餓

ボ ー ト を 入 れ是よりも銅線を引き ‘ 或は ｦｬ ， ｾ似を成る可〈目立 Ｗ こさ Ｇ る様外部より大廻しに掛

ける ものとし 、且つ種 々の金物 を使mす。

椋は屋j艮の装飾的生命 の大部分を左右する物なるを以て 10t'l 誌の度数 、高さ o )m; 探瓦の

形; 此鬼 仮の僕様 、形態大きさ 、他の部分 との均 iquは最 も注意を要す。

( 谷の部 〉 本瓦引に在りでは殆ど谷瓦を使用す c 枝瓦王'j: の谷瓦はI! 反前11
1地方に於ては相首

高級なる 建築にありても 特 に本谷瓦を使!日されにる物は極め て 少 し 只極入念に施工せら

ο c
。

れ? こる ー・小部分 に是を見る のみ にして 、京谷瓦の如 きも殆と'Ul i なり。多〈は「依き谷」と

僻 して只i容に谷の部分に首る瓦の水霊部をそれに合致せしむる如I < 斜に切り取り其の聞を

後より左官漆喰 をj 、j、て塗り立て済ーならしめにるものとすコ

斯〈の 虫ｦｉ ｾ場合には 大なる 物は兎も角 、 割り 付 けの者 Ｑ｜ 合にて極めてノ ｪ 、 さき 三 角形の瓦等

は茸上げ後暫時にして ｉｾｴ 孫し漏水 の 原因を昂す ｯ i'l: it，局の原因は それにも増して 、塗り立て

? こる漆喰 も時日の経過するに従ひて瓦と南lt枕 し、然も谷板( 銅板或は illi 鉛奴) とは下剤' に於

て宮 、 着せるを以て 、 雨 水 は瓦とｻ奈 Ｑ Ｑ 食と の 問 ｼ慌 に流れ込み漆 ｬ 食の簡にＺｬＺｊｬＺｾき止め ら れて此庇に

滞溜 す る結果漏水 を矯す。吾人は雨漏ーを検分 して谷の部の 漆喰 を取り 去 り?こる結果今迄の



漏水の止まりにるを度 k 経験せり ギ

然りとｾも瓦 ｻ､ 決き合せ＿こるｻ者にては甚 ｌＧ し〈美視を慣するを以て 、 谷の ｩ 茶 Ｑ 官ｾ属す場

合、には幾分手数なれ共. 瓦の7k 'iJ.E部 より 5- 6 分内部にするか . 或は 瓦茸の際 . 谷に古る

部分に瓦の7 k 垂より外に出でき' る綴詫意 しつ 〉漆l食を塗り世主 て上へ瓦 を1王寺、後に其の

部分の漆喰商を? 直すベ lノD 此の場介に於ても 1必す・8給食は 1[ ，より外商へ出でき' る様施工する

事肝要なり とす。但し右何 れも完査とは云ひ著I H最も良さ方法は本谷瓦 を特に製する事な

れ共 . 時日 の除! 係及経費の上 にて 1.1¥米難き場合は次善の方法として京谷瓦を使用 する事 な

り. 東京方面に ては中流以上の建物には大部分; ! J : ｾｻ変 則す 。

効果は本谷瓦と同践にして只fl 豊裁の上 に於て遊分劣るのみなり。

屋般の雨漏の 8 制位迄は谷よりなるを以て多少の高官1は後の修結貨を償ふて飴りありと

云ふぶ きなり。

( {lli 岡戸のれ1¥) 一自 Ｑ ｜ 入念なる 位 築 物に は泊 ｪ 戸 Ｑ ｛，を 使用し ｦ こるも の カ ｬｾ きにしも あらすＧ と雌

も、大部分は殆ど左官漆1喰を以て行ふを首過とす。 この施工粗雑なるも のは時日の経過に

従ひ て 幻 ｩｊｗｴ し 、 立 土 の路 ＯＱＺ｜せ る物多し ｄ 殊 ｬ こ「スパニツシユ」瓦型立等の 如〈棟 史 ＴＭ ｾ使用

せす 、地瓦の上に芭接属探伏せを局したる 犀恨に、茜Tごしきり至りでは 、腐振の外側面. と

同一面 lこ塗 り下げにるもの有り。斯かる物は切離する事最も早 〈且つ棟際は水量少きを以

て、雨漏の忠割合に無しと雌ト雨水は腐阪と漆 l食と の間隙よ り械のji: 土 lこ浸 法 し、商戸

漆 ＱＱ ｄ［ｾＮｪ ｬｲ 出し 、 共 の 制離を早め 、 更に此の部屋根 地 の ｬｅｦ 朽を来＿こさしむる事あり。故に漆

ｉ 食は必す・属振 の内 側間以内に ｾし 、 Ｑ］ とへ瓦と離れて隙を生十る事ありとも此の部より Ｗｫ

の浸入せき' る様崎工の要あり 0141: が昂には棟立土の rlJ を制! < 世きて側聞に漆喰を塗り、: f l ; .

の上に腐阪瓦 を' J ; . " 定せしむ" 即 ち後に於て話す可き漆l食を瓦j i : と同時に話すを最も得策と

す、入念 に行ふ場合には乾燥に先立ちて今一度手出しすれば最ーも良ろしか るべしと思考す。

結 E苦

本邦瓦は其色調に於て一部洋風建築家の好みに合せき' ると共に 、共立上げての重量将j大

なるの放を以て耐長構造の云1寄せらるる場合往 k にして 不適なりとせらるる こと あり。

然るに以上叙説するカ切n<  1.京土のm持 、配合 、着彩施fl[J 等現時の製陶業の智識を よ〈利

用レ注意して工夫生成する時は始んど任意の色訓J!ヲ;伏の物 を製産すること頗る易 -'<1こり 。

叉屋主主架構の如きも共方法J i ! : しきを得ば其上部の荷重の過大ならさ' る映り耐主主的安全を

保し得ベきにより之を?以て本邦瓦を排斥するの理L l Iなし、之に反して本邦瓦のJl: bJ 伏共五北

の方法等は可なり進歩し且つ如何なる屋j此の場合と雌も之に立正すること難事にあ らす、

従ひて瓦の生命と共存続的値は今後も更に減少するも のにあらぎるべし。

狛瓦の; w絡に防l しては既に制定せら れ? こるも のめ れど米ピ一般に採探せ らるる に至らす・

建築に「メ{ トル」法の採 搾 に よ れ 今 後 共 最 善 便 利の大さ制定を考ふ時のういるべきを信じ

認 に本舗を終る。

3 3  XI I  
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混凝土の醗合決定に闘する提案

災 害 強 度 委 員 舎

現在まで普通一般に行はれてｾ計二混蹟土配合法 の 無 定見なる ことは周知 の事 置であって

主主に改めて述ぶるまでもない。次に述べんとすることは現在修正案として提出せられつ、

ある混援土の配合決定方法は奮来のものに比して一段の進歩を示すものであることは認め

らる〉も 、向修正 の徐地のな いも のでないことは賓際工事に批って混凝土作業に従事し叉

質験そなしつ〉あるものにとっては明かに観取し得 らる〉ところである、依って本委員舎

に於てはこの観結より討議研究して結論を得? こいと努力して居る のであ る。次の稿は研究

討論が米Tご終結しないもので或は疑を挟む貼なさにあらざるも、此の期間中に起つに議論

の大部分を記載するものである。

要 約

現在提案せられつ〉ある混凝土の配合決定方法に闘する重なる貼を安約すれば多〈の

ものは弐の 4 鈷にあると考へらる、帥ち 1・ セメ ン トのネ閥O 2.  水セメント比

3. 混凝土のI故度 4. 養生期間中の温度

以 上の Ｔｾ 詰は何れも或る材齢に建せる混凝土の強度を決定する重要な Ｑ 康項であることは

勿論であって、以上の僚項中向れの一つをも除外して強度を論争ることは出来ないも ので

ある こと は明かである。以上の 4 項は他に比して徐りに重要なる黙であるがにめに共の他

のものは左程考ふる程のものでないとされておるやうであるが、現場にありて質際作業に

携りて調査研究を進むる場合に、現在推懇せられておる方法を以てしでもま Tごま? ご儲信し

得らる〉混凝土を製造し得られないことを鷲見する のであ る。即ち次の 3 黙はその主なる

ものである。

1， スランプテストによる軟度は混凝土の作業難易度に一致するや。

2， 滋祭養生ｾ如、硯して一定期間の後の強度を約束することが出来るや。

3. 混蹟二f : : 材料中に含有せらる〉有機物の分量、水質、促躍土材そのもの〉品質、混合

設備の良否、混合時間等の混撹土強度に影響する t条件が、如何に制限されでも誕

い方のもの〉み重復するやうな場合に . 是等の総括的影響を調子主せすして配合が

決定し得らる〉や。

等であ る。

混損土のウォーカピリテー… … 勿論混凝土のスランプ テス トによる軟度に. ある種の制



限をカHへてその混凝土の作業難易度に一致するやうに努力してはおるが、ス ランプテス ト

によ りて作業に劃する難易度を測定する こ e ll ，甚t.: 不確貰なも のであることは現場lこ於

て作業に携 るも の、等 し〈 認むるところである 、例へば調合 1:2:4 の混擬土で 15 センチの

スランプを有する混顔土と調合 1:2:3 の同一スラップの混凝土とを比較して見る時に、普

通の建築工事に於ては 、何れが取扱ひ 易しし、 かを考ふれば明瞭な事置である 、然るに 他の試

験方法によればこ の事官が直ちに明瞭となるも のもあ る此等の話1i より考へスランプテスト

によりでは混擬土作業のi)' iHf)J 皮含*111;' ¥"11迄測定することが問来ないといふことが自ら ;設l川さ

る〉ものである 、叉最大将度を得るやうな混蹟材のs J度は必す・しも最良のウォー カピリテ

ーを生するものでないことも張見し1!J -らる討 、従ってスランプテストはその方法の簡易さ

が現場に於り る軟度やウオ ーカピリ テーの測定する一つの便法として採用せらるのことカ:

現在に於ては誼首であるかも知れないが 、少〈とも始めの配合決定に首りでは 、他の方法に

よりて異質のウオ{ カピ リテー を決定せねば ならぬ。その と「エブラムス」氏の提唱しt: 主n

( 註〕

〈分荷 ｦｴ のしない、即ち Ｊｾ￮ 澗性を ＿失はぬ 範 囲に於りる真直のＷｫセメン ト比 を有する混凝土の

みがその gffd支を7象約し得るのであるから 、 その ilt 凝土の民宜のウオーカビ リテーを訓不正せ

すして その強度: : t ' I象約し得ないも のである ことが理解し得 らる 〉のである 、而 して現布ま

で研究せ られにこ の障の 総械中「レモルデングテス ト」ヵ: より正し〈その混説土の「ウオ ー

カピリテー 」を指示する ものである ことが認められるからして 、少くとも最初の混i疑土配

令決定にはこの試験方法を選ぶべきであると信子るものである。

( 許) エブラムス氏の「粘制度を失はさ' る範聞に於て混凝土の強度は水セメン ト比に比

例す」の法則は確かなものであるが 、 その中 ;Wi 澗度の測定は現在迄は 出来な かっ t: の

である、未t:' 完全とは云へないが. テ{ ・シー・パ ワー氏のレモルデングテス トはその

一部を解決し得るものとして批l:t するのである。

混援土の課策養生一一一混競ことの保策養生の重大なることは既に多〈の富験報告によりて

明か江事置であって 、特に建築榔iiE物の如〈そ の厚み荷〈且つ露出せられ? 二部分が多し

然も犬気 中の潟、度の高低によりて その必要な水分を奪ら る〉機含多きものにありでは 、営

然に そのi!.:{; 策養生期聞を決定し、然る後に そのi混凝土の配合を決定すべきものであること

伝説掠づけるものである 。然るに i必須2寄生 と最も重大なる闘係にある型枠取l徐期聞を草に

強度の方而即ち それ自身の重量に l耐へ 、更に工人や作業用具等の活荷主に耐へ得るや否ゃ

をのみ考慮せられ、副作存置期間の如き器集養生に大なる閥1系あるもの で考廠せ られき' る

が虫nきは大なる誤りであるとせねばならぬ。一間i[n疑土の強度は3lI- 通混蹟土打後 28 日の

材附のものを規準 として構造物を計i!討するも のであるから . 死活荷重に耐へ得るや否やに

閲せ子、 28 日目には7象定の弧度: : t ' i象約し得るも のでなければな らぬ筈である、然るに棋準

養生. としては 28 日/i日の探砂養生をなして強度を決定し、現場締法物のiJi 磁土配介は何等こ

の事紅ーを考慮せ十して勝手な型枠存置期を決定するが如きは不合理であるとせねばならぬ

35- -X Il _  
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是非とも得策養生の僚件となるべきその期間中の注水及ぴ型枠存置の期聞を定めて 、然る

後 lこ混探土打後 28 臼目には何れの』端査部分も議定の強度i : ' 約束し得るやうに、その配合を

決定せねばならぬと信十る。

1昆凝三iての現場係敢一一混擬材中に含有する有機物の分量、酸叉は臨基の分量 、泥棒の分

景 、混蹟材中に被覆物を有する粒を含有する分量 、軟かい粒叉は細長な及眉卒な粒を含有

する分景、悪い混合設備、短い混合時問、 i昆凝材の均度がその混凝土の結度にますして都合

の悪 い場合、 その 他 ＿昆鼠土の強度を減少せしむる因子となるべきものが甚 Ｑｾ 多いのである 、

叉偶まにはその強度を増加せーしむる作用をなすものもないではなし 、。此等の強度を減少せ

しむる因子となるべき材料や設備方法は 、多〈の場合その示方書によりて此等の材料の使

用、その作業方法及その設備等を禁止するか、1 I l 1J 限しておるのであるが、こ の因子となる

べきものが絶封に含有せぬ混蹟材をのみ使用し且制限せ られ? こる作業方法や設備を絶封に

狂はすことなしに混擬土を製造することは. 現在に於ては不可能の事柄である。何れの場

合にありても多し、か少いかの差はあるが . 幾分かの有害物を含有せないものはない、叉作

業方法や設備にしても棋準通りには行〈ものではない。然して幸に強度に影響する因子が

プラスとマイナス とあって相殺する場合ならば 、心配はないのであるが悪い方のものが少

しづ〉でも重復するやうなことがあれば、相官; に大なる結果を生す・ることになるものであ

ることは屡 k 賓験するところである。然も闘西の砂がよし、からとて関東へ持ち運んで行〈

ことは、経掛上からして出来ない相談であるから、どうしても材料は地方的の僚件に支配

せられ、設備や方法は工事の大小によりて左右せらる、ことが多いのである 、故にある知

られ? こる地方( 多〈の地方に於てその地方の産出材料を調査しであることは現在に於て一

寸ない、叉調査しであっても時期によりでは. 同一地方に於ても必ら今しも同ーの材料は

得られぬ) に於て工事を始めゃうとする場合には、是非共、線、括的に混蹟材料を検査し.

標準的な材料や作業方法に劃して幾何の差異4 あるかを比較研究しその差異をその地方的t条

件及作業方法に: I l I -f するーの「系教J e せねばならぬと信するものである。叉その工事に於け

る最良の結果を得るにめには示方書に決定せられ? こ配合も現場試験の結果によりでは蜜更

じなければならぬと 信子る。

斯〈の如〈以上の 3 要項は? ごとひセメントの特性、水セメント比及養生期間の温度等に

比してはそ の重要きが劣るにしても 、之れに 次で重要なものである こと は納得し得らる〉

を以 て、この要素を研究して i1 t 凝土の配合決定に参興せしむる時には更に確信し得る結果

を得るのである。

これと同時に向考へられなげればならぬは「安全率」の問題であるが、首然に鐙更せられ

なければならぬ時期に濯するであらうと強期せられるのであるコ安全容は一名無知識苓・で

あると或る人が述べておるがその通りで、確信し得らる、 iR競土が製造し得らる〉ならば

従って安全率もワ |下げられなければならぬ ことに なるのである . 而 して現在のやうに如何

なる隊件で製造せられ? こ混擬土も一容な許容強度にしか許きれないと言ふ不合理も早! 免改

訂せられなりればならぬであらう。



電 弧 鎗 接 に就 て の 部 分 報 告

災 害 強 度 委 員 曾

主主数年来営委員合は電弧錦接工法の建築界に所用す可きを92州 、鈴接業者或は錦接研究

家共の他 世際家の意見を聞き WJ: 理の研究と共に共の' 丘施の機運助長に相曽野力を初11って予lli

7このである。幸にして其の目的は一部達成せ られ闘西地方に於ても漸〈本年に至り共の機

熟 し、大 阪に在 bては最近の 5 大建築に鈴援を服用せられ、現に工事 中である こと は建築

界に大なるヱポツクを劃 され? こも の と云ひ得るもので建築技術の進歩瑳逮に大いに貢献す

る諸国占を見出 し得るもの と信す・るのである。

つい て電弧鈴接工法の統一的示方書を作製し1百際設計 lこ首り施工に首り 、或は監'降取締

に闘 しf{/ 意 す可き諸項目を制定せんと試み . 日本館接協ぞ? とl師絡を保ち目下審議中で成案

を得るに至ってゐなし、。雨後絶えすe研究を延t め以て目的伝達せんも の と努力するは勿論な

るも取敢へす' 今迄研究の注上に於いて参考とす可き概要を報背し、今 後の講究す可き諸; J J}i

の指針 とな さんとす 、従って本報告は示方に闘する 一試案にして巷間施工 されつ〉ある建

築物に封しての統計 、鈴接工 、並j術系枠 等の 試験結 *等は亦J行を見て記述せんとするも の

である。
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B.  Coated  ( 薬品塗布) 交流
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El ectrode は次の如き組成分百分率を有するものにるベし。
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ｾ＠ 5  Deposi t Mel al  の強度、

Wor ki ng  strengt h T ension  E longati ol1 

2- 1% 

l ! ) % 

10%  

Guage 

50 m m  
37 k g/口m m

36 11 
11 

33，9  11 

11 

ｾ＠ 6  Ki nd of Wel di nεs 

割
A.  Slot  weld  

ｾ＠B .  Pl ug wel d 

C  Fi llet  w e l d Fon  「一一弘

I. Si de I l  

ｶＭ ｾ ｴ 下、

立Jι，_. (山ム仙山山山肋叫叫z柑 仰ω々れ仙臥帥仇
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e  7  検査法の種類

A.  Met al  hardness test ( N 少なき程可)

B.  Magnetograph  rnethod 

c. X r ay  rnethod 

D.  Mi crosecope Test  

E .  S t rengt h test ( Shel f i ng.  Bendi ng.  Tensi le)  

F .  腐蝕法

G.  化 ｾ，成分分析試 験

H.  蒸気 又は 気 ＡｉＮｉ ｾ 透過試 験

以上は賓験室的の もの、

1. 電流計電 ｾｾ Ｍ ｉ 監 査法

J. 油 法 法 ( Sl og {f 詳し 、組l創f' ilJ りの上操作す)

K . 打 守 ｾト '  法 鎚 i 又は 2 本により 昔の清濁を検す、

鎚及び聴音器により 診在す 、L .  腰、 音 法

M. 腕 察 法 ｾ＠ 1 の性能試験より色別す、

N. 硬 度 鑑 別 法 鑓又は1]、鎚にて Deposit ernet al を傷を付け磁度を研する

ｾ＠ 8 . 設 計

A.  A lI owable st rength 

800 kg/ ocr n Cornpressi on 800 k g/口c m Tensi on 

580  k g/口crn Sheari ng 誌に S afety Ll ctor は 4.5 に以上とす 、

B. 設 計は出来得る ｾｬｾ り芭Ａ底力 の Ｑ 助 ＰＱ 日 ｆ 儲迭 を 考慮すべし Ｎ

この場合 T ensi on，Cornpn.  Shear 共

Uni t  stress f  =  F /  T  A  f  眠!盤、臨張 、聴現力 、

F  外盤、外張、外現力、

T  A  Throat  arca 

l出能率を受 〈る抗期不連続 フイレツト 館後に謝しては その間隔を? 次式により決定 すベ

し n =  ( J / QG)  x  ts. r・

J  Moment  of  inerti a  around by gi rder newt ral  axi s 

Q  Max .  cxt ernal  shear  

G  1st rnornent of  inerti a  fur  f l ange area  aruund by  gi rder N  - N  axi s 

t  Mi n.  wi dt h of  thro:.tt 

s  Effecti ve l engt h of  deposi t e  mctal 

r  Sheari ng st rength 

n  Pi t ch of i nterrnedi ate fillet wel d 



C. I nt ermcdi ate Fi l Jet wel d 叉は pl ug wel d のー がtch は 結 合材設小尿の l 判択 を以つ

て有効間隔の最大 とす、

但し . ＺｪＭ ￯ｴ ｾ 材 の単な る結合に劃しては 151持

抗張材の "  11 20.1持とす 、

D.  Gi rder f l ange の spl i ce 又は じーver pl at c の取付に針し鈴接線の距離は其奴厚の

251た以下とすべし、

Gi rder， ｃｯｬｵｭｮ 共 他 の 抗 雌 材 の 日 ｡ ｮｧ･ の ｊ ＡＱＭは錦接 線距離 ｾ Ｈ ｷ･ ｢ ー に嘗る ｲ の古 以

上とすべし、2 . { 文以上の Cover pl ate 又は Spl i ce を取付 ける場 合 も叉前項に準じ

館接線 距離 は 銀 厚の ＲＵＱＺｾＮ 以 ー 下とすべし 、

E  抗感材端の鈴接は共最大幅の J.!j 1:¥. の間 Cont i nuous weld とすべし、

F.  Fi l let wel d の脚 長は被結合材鼠ノj 、厚以1: : 1. 川t'{ 以下? こるぺし . 且つごTac k wel d を

除き Int cr medi at c wel d の cffecti ve l ength は脚長叉は最小旗厚の 4 倍以上 とし、

Cr，l ter ( 凹笥) の長 さは脚長に等し きも のとす 、

A 出 血盟F

f ←「、ぐ細工

G.  集成部材の接合は /J¥米得る 限り

Symmet r i cal  posi t i on を興ふ

ペし、且つ! 眼力械は axi al1y に

Eccentri c posi ti on を越 〈るベ

し、

Over  head  wel d も出来得る限り泣くべし、

H.  Sti ffener は bendi ng 制下ふ combi ned st 刊誌の生する E xt reme 日ber の駄に特

に設定し且つ計 ｊｉｾ 外 の安全を 保持せしむべし、

I  結 合的[ 所に 於て鉢妓商が lnl 味叉は鋭角 の講をなし鉛

材 の完全頃充しめTこはざる 場合は Y 型又は L 形に

削り取りて Butt 叉は F illet wel d の完全に 施工

し得る 様設計すベし 、

J .  結合材の鈴接聞の雨端は其材j写に等し〈飴分盛をな

すべし.

K.  T hroat  Ar ea の紋小問は常に被結合材のj豆より ノ!、なる〆くからす 、

且横断商は 2 等法 3 角形を形成せしむべし、

e  9 施 工

A.  Butt joi nt の形式は失の如き を標準とす、

被緩合材) J ' の厚 さ 6  m m未満 直 接

11 6- 1 2  /1 V 接

41 ｾｉｉ＠



) ( 1 1 4 2  

"  

"  

12 以 上

回 以 上

角度は 60- 90、 (75
0  

mean)  雨材片の間際

B. 盛方は 6 m m乃至 10m m迄は 1 回盛 以 上

11 "  15  
11 2  11 11 

16 "  25 
11 3  11 11 

ｾ標準とすべし、

"  

X 接

2 - 5m m とす、

1 回盛終り? こる時は直ちに「スラグ」及酸化物を掃除すべし.

C  電極棒の使 、B. ase mctal の!字、棒の砂動速度は Penctr ati on 及 Currcnt densi ty に

関係し 、 棒ｾｾ小にして飯 ｪ 手大なる時は分子ＧＩ I力による l汲牧作用大にして惨透する恐れ

あ 札一逆の場合は Deposi t met al の附着力を減じ weld の目的を主主せす・

棒簡は 2- 6 m m  程度) : 1_， 

飯厚は 8- 16m m  に1討し 4m m  D ia. 

1G 以上は υ m m  D ia. を標準とす、

似 し A mper e は飯) 享大となるに従ひ増加す、熔接に嬰する A mp. を共催低下する筋

寸こは棒径を増す要あり、且移動速度遅き時は Pentrati on 大となる 、従って電極俸の

太き 、移動速度、電流電庫、被援合材片の j享. 寸 法、配列、等を考慮して充分なる鉛

付込みと同時に母材の過熱せられざる様試験により決定すペし. Fi g.  2. 参 )!H

D.  被接合材の鎗接商は鈴接に先? ごちて錯 、塗料其他の附着物 を清帰すペし . 但し亜麻仁

油の薄屠は差支へなし、

E.  電弧の長さは成可〈短かきを可とし、棒端鎗融鋼油より大とすべからす・.

F.  錯接順序は材の熱野形を極度に小Tよる如1¥考慮すべし、

連続叉は不連続舘接に於ては一方より他方に順序 を迫ひ鈴接し . 数回盛の場合も此順

序方向を同ーとすべし、

順序方向を筒Lし1 箇所を過熱欣態になすべからす¥

Tac k  wcld の数多 〈して wel d をなす場合は熱鐙11手の筋仕上材は常に肱力を受〈る

事 となる 、But t wel d に於ては特に注意し Tac k wel d を以って位置を保 f43せす¥

雨接片の勾配により鯨接後費形及臆カの卒時tこか〉らさ' る様工夫をなすべし、

但し寸立に被接合材の鈴媛中相互移動性子る如事事なき様充分仮締をなすべきもの

とす、

被鋒接材が費庁長を生ぜ る時は之が矯正叉は再鋳接をな すべきも の とす、

e  1 0 養 生

作業中は風雨雲等に1討する防護並に遮光防火設備等充分にな すべし



?  1  1  Wel der 性能試験

A  試験)1は最も多〈使用せ らる〉材! 享の もの より選定し'gr 際に使用する電極棒を以つ

て現場工法に倣ひ製作す ベ し、即 ち鉛接居撤回路電流の強さ及び鈴接方法等は凡て現

場と一致せしむべ し、

試験は正及参考の二者とし特に指定な き限り雨者 に就き供ii A間 営製作す ベ し、 Base

met al は日 本標準規格の規定による品質以上とす 、

1. Penctra  ti on  test 

2. I mpuct  test  

3  Tensi on test 

4. Bendi ng test 

Bu1t ¥¥' elt1 ( 1  ｪ ｾ Ｑ の 供試 慢〉

マ

j吾

ふ

ロ . 25に T ensi on test の Guage は J . ES. No.  20 による、( NO. 1)

むiZJl.

竺ヨ

ハ、 Bendi ng test pi ece 厚 10 m m  rlJ 50  m m  ( 仕上にて)

I mpuct  test の Guage は 以下の如 し、

m

h

li

 

正問

1'O1 
ＨＱＲｭ ｮＱを Ｑ ＰＱｭ づ ｾ j'ilJ る〉

4 3  X ;11 
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F iIl et wel d 

l，{， ｾ＠ - ｾ 正
4S- '  Tt4串凡

(  F lat 

inn… も(
(  Ver! ical  

各 2 fl̂ 1づ λ とる 、

l μ ¥  ¥ 

! 必 匂 i  

But ( 日llet 共に Vert i cal は上部より 鉛接すベ し、

以上E 試験用、

参考用 、Fi l l ed wcld T ensi on test  

1ふr:"n 7eJt ・... j/，r/'ふ

斡伽

ノ.

供試憶は仕上前! のも の を共催貼出 し、然る後 But t wel d にあり では鈴接商を原飯 と

同一商に仕上げ F iIl et wel d にありでは鈴接面 を 45
0

に平滑にuリ上 ぐるも の とす 、

B.  Test i ng met hod 及 W orki ng strength 

イ、 感張、鹿盤 、臨興強は下の W orking strength 以上 を以って合格とす 、即 ち

感張匝F座 強卒均 36 k gj 口c m以上最低 32 kg/口c m以上

臨i現 強 卒 均 28 k g/口c m以上

ロ、 Bcndi ng test は常温屈曲試験 を以って鈴接箇所に 於て最少叙厚の 3 併を牟間

とする 闘に 90。に 屈曲し亀裂の生せ' ざ るを以って合格とす 、

ハ 、 Isot i mpuct  test は 0. 8 c m
Z

の W el di ng 乱rea に於て vVork done  2  meter  

k g/口c m を以って合格とす 、

ユ、 Pent rati on  testはE lectrede 4  mm， A mpere 110 土 5 を以って卒銀巾 40長120

厚10の上に 100m mj 80sec の速度で感付 をなし E lectrode の種類に闘 しPenc-

trati on の良否を決定す、

供試韓は盛付の方向に直角に奴 と共に械簡f し断聞 を瞬きピ クリン酸 1 % のア ル

コール溶液強引j により B ase met al の炭素黒色線の深さ 8m m以上なる時合格

とす。
( 7. 7. 6)  



潜 函 工 法

災 害 強 度 委 員 曾

現今都市の霊草炭は高層建築及地下俄道生容 の 毅淫を呼 び 此ｾ は機能上必然的に深い基 礎工事

を要し 、仮 設 工 事 にも 長 い 鍛 矢 板 を打込み 、又慰問な基礎工事の銭には 、東 京、大 阪 商 市 の，

絞 に 軟 弱 な 沖 税 局ー卜牟 の都 市 に於 て は長 尺 の杭 打 等 を必要とする 。従って施工 に際して 隣接家

厳に は 震動を 、 住民には 騒音 とｾ 動 とにより焦燥不安 の 念を奥へ 、 叉ＧｊＧ ｲ 際に中目蛍 の 彼 ｾｩ を建

物 に及ぼ す 銭 其 世代: に重苦す る係 宇多〈 、土木 建築 倒 係 者 の? すに苦 しむ 践とな って居 る 。 之 等

闘係者 は劉 策 に背 む しつ L 過 去 特に 10 幾 年 を 経 過 して来 た。

然るに近年に至 って、之 等;1宝;1';' :を幾分 緩 和 し 而 か も安争?に土J l l i 及 び71<肢 を防 止 し瓦 つ、完

会? な基礎 工 事 を1宝施せんとす る会から 、元 来特 に本多11に於 て は 、多 く橋 脚 僑 墓 工 事の様 な土

木 関 係 の水 中 エ j; JJ に採用 し来った 、浴 i耐工法 を 陸 上 位 築物に態用 したのが 、最 近 の十 合 央 服

応 、 伊藤茂向・ 応 、 松阪昼央 ￟ｒ 応大抵支 ｪ 苫及 び 、 動ｾ火災保 険大 阪支 底〈全 部大阪 市〉 の諸正 ｴｴｾ

の基礎工事であ る。

此 新 らし い 英 断 的 試 が 貴 重な研究資料を主tt 築 界 に提供し之 等 の検 討 は将 来の建 築 基 礎 の設

計 、縮工に霊すす る指針 ともなり符べ 〈、是 等 工 事 胸 係 者 の苦 心 に 深 甚の敬 意 を 表 し、以下潜

陶工法 に霊堂 し、本 協 舎 災 害 委 員 舎 に於て 1 ヶ年r: u研 究 した 蕗を 夫 奇 章 を分ち詳述報告 せ ん と

するも のであ る。

第 ! 章

第 1節 潜 函 工 法 の憲義と其種類

概

; ; &  

言問

一般構造物の全荷車を支持する基礎を大別すれば

1. 樹立横底基礎 ( 第 l 闘参}rru

2. 線地形

3. 布地形

( 第2闘参照)

( 第3闘参照〉

以上三種類を翠げ得るであろう 、而して此等の各基礎底面は

1. 構造自鰭の要求に依って掘繋しに後の最初の地盤に撮て直接共金荷量を支持させるか

或は

2. 構造自惜の要求に 依勺て抑撃しに後の最初の地探以下の或る深さの地盤に全荷重を支

持させるかの二方法に過ぎないであろう。

而して ( 2) は更に次の様に分類する事が出来る 。

( イ〉杭打地形

a) 既製の杭賓館を打込むも ので . 即 ち、木杭、鋭筋j昆擬土杭等の表面摩格カに主として ー

荷重ｾ支持させるもの 。

4 5、) (11
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｢ Ｉ 苦手孔後其内に杭宜鴨ｾ混凝土で充 ｊ 毘形成するもので特に之れに蛾筋を挿入する事も

ある。此方法は杭の表 l師摩擦力に掠るのみではなし「ペデスタル ・パイル」 の様に底部に

球根を作って、此民底部地盤の耐間支持力の冷カ11 を考ほするものもある。

(ロ ) 井筒地形 (¥¥'cll foundat ion)  

前述 の Ｈイ 〉の Ｈ｢Ｉ の 場合の穿孔の工法が大仕掛となって ， ＺＺｊＫ￭［Ｇ ｩｪ 内部 のニ ＱＺＺ ｾＱｊ ｩ￬Ｑ撃し ながら

井筒に荷重を加 ｬ へ 井筒を ｩ 尤下し目的地盤に達して後 、 Ｑ 昆凝土ｾ充 ｉ 員する基礎工法である 、

而して此工法は次の二種類に分かれる 事 となる。

]. Open caisson  ( オープン・ケイソン〉開口惜画工法と郁し、掘撃沈下に 1作曲内ffll に気

厭を利用しない方法で あ る 、 ｴｦｾ 4 闘に見る 、 シカゴ・オー プン ・ケイソン及びゴ ーパイルは

之に島するものである。

2， Pneumat i c c昌i sson ( ニューマチック ・ケ イソン〉然感淋画工法と mし策献を利用し

て作業する工法である 。

即 ち以上分類して各基礎並びに共工法を説明し1=桟に本論文に云ふ滞画工法とは附逝自

悼の要求に依って4目撃し1=後の最初 の地税以下の或深さ の堅 11千に構iiji 物の全荷重を支J iーさ

せんとする基礎に劃する一極の工法に過ぎない のである。 一般に 云ふ caisson ( 計画) は

多〈此の Pneumat i c cai sson を意味する様である。

叉潜画に就いて J acoby 及び D avi s 雨氏の言葉を借りて言へば 、即 ち「気感桝両とは

上部を密閉し ( Open cai sson では特閉せすっ下部を開放しに構造と言ひ得る 、即言葉を

代へて言へば倒にしに箱であって、共内には型転搾空気力; 充満して居て外部か らH‘ lの内にu

入せんとする. 71 < と泥土とを防ぐ震に 利用されて居るのである 、市 して此lHが基礎の肝要

な部分 を形成するも のである」とある。

此j替画に も更に衣の様な種類1のある事を付、11 らねばならぬ 、即 ち

1. Movabl e cai sson ( 可動幣曲)

潜画自憎が11園女に移動して 、潜画自鰭が基礎の一部分とならないものである 、品iffl 継の岸

壁工事は此工法を採用しにものである。

2. Fi xed cai sson ( 固定潜曲)

一般に云ふ潜曲と稿するものは之に属する 、即j梓画自憾が基礎の一部となるも ので、更に

潜画自膿の材料から普通衣の様に分類して居る 。

( イ) Wo o d  cai sson ( 木製)

( ロ) Concrete cai sson  ( 混凝土製)

( ハ) I ron cai sson ( 鍛製)

3. Ri ver cai sson ( 水中惜画) ( 第5闘参照 )

Land cai sson と共に Fi xed cai sson の内 に含まるるも ので 、進水、叉は釣下げの方法

で定位置に据へ、作業室はE展開と順次築造して洗下作業を行ふもの で、永代橋は進7K法に



依り 、揖斐川園道橋は釣下げ法に依って施工したものである 。

4， L and  caisson ( 陸上潜曲) ( 第 6 圃参照)

前述の桜に F ixed caisson の内に含まる 、即ち双口を直もに地面上に据へて築遣するも

ので7!<，中 の場合でも . 水深の浅い時は締切 、叉は築島の後 L and caisson として施工ぞ

錆し得る場合がある。

此外に土留工事と基礎工事 とを粂ねて居る caisson ｾ特に ｷ｡ ｕ caisson と言ふ事が

ある、伊藤高商庇の工事には之れを一部採用して居るｾ (第 7 闘参照)

以下 Pneumat ic ca: isson 工法に闘し詳論するに首り先づ之が特質として述べて置かね

ばならぬ事は衣の要鈷である。

別l ち、井筒地形に於ては土の耐庫支持力と表面摩擦力とを同時に考慮する事ーもあるが、

表面摩擦力を増加する篤には表面積を増えする必要がある。之れには自重の増加が仲ふ故

に支持力を上倍加する事は少ない結果となる 、叉凪; 部の耐磨支持力を精力Hする震には底面積

の噌加を必要し同時に掘慢の断面積々となり、結局自重の槍加となる のは表面摩擦カの場

合と同様である。併し‘ 祭事雪潜画工法に於ては所定の地盤に達し? こ後に底面積をのみ鏑大

する 司王が出来るので自重の増加殆ど無し支持面積を自 F11に増大する事となる. 共効果は

頗る賠1幸子であるのみならす¥含7 ! < ，居である場合には水平投影面上に上向に働〈浮力も叉著

し〈増大し全惜の結果として 、金支持力を増大する事となる。

現今迄の各園の施工法を徴しでも此有利な筑底法営資現し得る唯一の工法は此筑摩潜泊

工 法 ｾＮｪ片 し、ては他に無〈 、 叉此工法に操る時は前述の ｊ ｡｣ｯ ｢ ｹ lAぴ Da vis 雨氏の所謂基

礎の最も肝要な部分即支持底面の耐摩支持力を試験の上、混凝土を? 空気中に於て仕上げ得

て、信頼する基礎商を迅・ると同時に 、f件曲支持聞が粘土面なる場合にふ潜曲作業室内の

混接土討を行ふ際に落下、混凝土塊に掠って Ni 土商を崎固める結果となり支持力車位を憎

加する効県も決して/J 、さ〈はない司; c 等である。

。第2 節気塵潜函工法の沼草. 及其責例

f待曲の起りは西暦 1778 年に S mc cton と云ふ 人が“ D iv ing well "  と揺して ｾ［討を 倒に

伏せに様なものそ作って共 中に人が居て、水 中作業を思しにのが. 今日のf停泊の濫脇とも

云」、可きものであろうとされて居る 、而して最初に基礎工事に臨用 されにのは 18'19 年で .

共後欧米諸園に於ては橋梁の瑳逮と共に之れが橋事橋脚の基礎工事に阪府され 、共他 、地

下鍛工事等にも研究感用され. 急: 速に進歩し. 現今の如I < 橋脚橋語 、地下銭其他土木に闘

するもののみならす¥最近では建築工事の基礎にまで盛に肱用さるる様になっにのは潜画

工法が科書発に立脚して 、之れを巧妙に服用して之れに操て得らるる効果も少からす¥基礎

工法としては最ち安全で、且つ信頼し得る . 基礎を作り得る矯に外ならないと思ふ 3

従って過去に於て も共に象ぐる主要な橋梁に採1¥1されにのみなら子 、叉建築工事に於て

も、年 と共に建築界を除、ま した、米国の高居建築にも係用 されたものが少なくな いであろ

4 7 . l U1 
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う。米図 ニュー ヨーク市の 、マンハツタン ・コンパ ュー・ ビJL の様じ地下 2 階‘ 地 上 71 階の

高居 建築には O pcn cai sson が採用 されて居る。

諸 外 闘 の 宜 例

橋 名 Ifr Yr: 地

策工 より

橋の型式 主 筏 1m 潜尚底面積( 平方吠〉

竣工まで

プ ル ウ ク リ ン 橋 米 国 紐 育 1. 8 7 C- 1. 883 

サスベ y シ

1，595 択 10ニ' x 172' = 17，544 

ヨ y

"" > ' ハ ツ タ ン 橋 同 上 1. 901- 1' 909 同 」ニ 1，470 吹 78 x  144 =  11 '232 

アレキサンダ一 三 1)1: 橋 。1: 園巴里 1. 898ー1. 9∞三 欽 桜 橋 107.5 Ill .  110 x  145 =  15，850 

デ ラウ ェ ヤ 一 川 橋 1. 922 γo x  143  == 10，o l0  

ケ F ミ
ツ ク 橋

カ ナ ダ
1. 905- 1 .918 カy チレパー 1.8∞l只 55 x  180 = 9，900 

ケペツ ク

メト ロ ポ リ ス 橋 1914 6O} x I IO} =6，655 

フ オ ス 橋 事主 図 1. 683ー1.59J カンチレバー ＱＮ Ｗ ＱＺＩ ｾ＠

此外 、 最近竣工してｩＡＡＺ界 ｕｾ ーの以橋として誇る米園紐育市キルパンタル扶橋の女 ｮ きもー

何間 1，652 択 1 ＱＱ ｾ ＱＧ の荷重を支払ーする橋脚に 此 気感淋画工法を係用して居 る。

叉本邦に於ても l明治の末期頃、凶出港の) ( . 壁基礎工事及び Ip鳥緑江の橋脚工事に保用しに

後、 久し〈共列を見なかっ fニカヘ陥j 東大淀災後の帝 都の復興に際して. 復興局土木部は英

断を以て隅悶川永 代橋の橋脚工事に之れを係 ｆｉｊ し而も之 が設計 、 青 ｼ 君 、 機械 Ａｬｾ 入並 に施工

監併をも一切 、米 国 F oundati on compJ ny に委帰して米固に於りる最新の進歩しに施

工法を本ヂ11に体へ ‘ 本邦土木工事の進運に貢献する虞となっ1=。之れが一期 ，!i1Jに今日まで

経験の乏しい局 ‘ 殆ど刷 られなかっ七 、此策担緊1作曲工. 法は漸〈各地に於ても採閉さるるに

至つにものである 、本邦に於げる土木l伶j係の質例を翠げにものが弐の表である。

本 邦 に 於 け る 世 例 此外、東京隅悶川の白顎

橋 名 所 在 地

鴨 {fk 江 鍛 橋 制 !Y、d唱島総江

君t 代 橋 東 京、隅悶川

T長 州 備 同 .t  

木曾川娘道 僑 愛知服、木管川

J言邑 前 橋 東 京、問問川

持斐川鍛造橋 愛知県果 、 Ａ ｉｾ 斐川

ｾｭ＠ 代 橋 新潟勝、信渋 川

ZE E  3  妻 橋 耳L 〕jt 、附閃川

十 三 大 橋 大 阪、淀 川

:j IF斐111 凶道俗 愛 知 f訴

木曾川園道橋 同 」τ

竣工の11o
水 市 F

の深さ

1. 911 5 1  

1. 925 

1. 925 

1.9'26  78 

1.926 ｾＵ＠

1. 927 78 

1. 927 

1. 9  0  

1. '130  80 

1.93 1  83 

1. 932  83 

ｩ 性 ｬ￵ｦｾ lif. 面積

( z 手方吠〉

626 

1. 6C0  

1. 600 

1. 021  

4. 05つ

1. 021  

3520  

1596 

823 

823 

橋は Opcn caisson を採!'!j

して居る( 第八闘参出) 建築

の基礎にも本邦に於ては始

め共必要を認めす¥ 此の祭

賞 ｾ ￬ 替画工法を採用するに至

らなかっ? こが、近年は高層

建 築の世現と共に其必要を

認めながら経験の乏しい震

と経擁的見地から米? ご最近

に至るまで採用しなかっに

ものである 、併 し、 O pcn

caisson の極めて! 日!日1なも のが大 正十年前11
1
戸市の明治海運ピルの基礎に服用され 、共 後 、

Pneurnat i c caisson も東京電 位株 式合枇鶴見張屯所の「グ ーピン」基礎に採用されにのが



建築に防! 係あるも のでは最初と思はれる。然るに最近に至り大阪市に於て盛に採用さるる

に至つにのは一般の注意を引き . 伊藤高商 I占の W all cai ssori は就中注目 され‘ 之等の経

瀦的償値は最も検討に慣するものと 思はれる。

今、 建築に採用されに貨例を翠ぐれば次の微なものがある。

主E築 名 郡 Jfr ; ( r: 地 竣工事責苦手 建物 の 階ｾ
地 表 よ り の

官民 主

十 合 央 HI i 応 大 阪 市 昭和l ヒ年

地 上 8階

70尺

伊 藤 茂 樹 応 同 上 同 上

地 上 7階

50尺

松坂層大阪応 同
上 同

上ー

地 上 7階 75尺

動産火災ピル 同 上. 同 上

第3 節 潜 函 の 構 造

潜 画一 単位の構造は第 Ｕ 聞及び ｾ Ｑ Ｖ 闘雨Ａ品 ｼ で見る燥に

a)  Cut t i ng edge Ｈ双 口又は切忍Ｉ第 Ｙ 圃参ＡＡＨＺｾ

b)  W orki ng c hamber  ( 作業室)

c)  Ri b ( 躯韓)

d) 機械部分

以上 4 つの部分から形成されて居る。

潜 画 断 商

会部 開形 直 係 6. 6尺

{外中 枝 問 形 直 径 14.0角 と10.0角

桂 l 郊 WaIl caisson 

会宮11問 形 直 径6.6尺と 5.5尺

a)  Cutti ng  edge はj詩画佳下部 を形成するもので 、可成、 自然沈下全矯き しむる 緩慢

形断固をなすのが普通である 、即第 91剖に見る棋なものがJ.t:代表的型である . 而して A lA

ぴ B 型が最も一般的の ものであろう、 C 型は下端が木材である矯に、混凝土を保護するに

充分でな し D 及び E 型は尖端「シャ ープ」な筋に 、安全を欠ぎ 、一般に部忍の型は切忍

がｾし下げる土量の少ない潟 Ｎ ff: jl 撃と地下とが非常に接近する事を致期せねばならぬ。

b)  Wor ki ng chl mber  ( 作業室〕現今治ど鍛筋混凝土構造で J acoby 及び Davi s 雨

氏 の言ふ 倒 にし＿二箱である Ｎ ｾ搾杢気に 依 っ て 、 ＷＮＱ＼と 泥 二 ｦＺと の侵 入 を 防止 しつ〉 掘盤 作業

を属す室で 、九l 口に依って 凶闘を因んで居る 、天井高は 6 尺 .iii 後が普通で 、作業に 充分な

高さを必要とする。天井には 人或は掘撃 し1: 土砂の通路の l; 宅管が媛観されて居る。

c )  Ri b ( 井筒躯韓)

作業主主から 上部の構造でt停泊の主鯉を属す部分である、官官越の様に惜曲は自然! )七下 を原

J!lj とする から設計の首初に! 怪力の見地からのみでな〈 、自然沈下に必要な自重を考慮せね

ばな らぬ場合もある 、即ち今 日の建築基礎は多〈潜曲最底部の地盤の耐庫支持力に のみ撮

るのが普通であるから自然、井筒躯韓の自重は少なし施工に際して此の荷重の 不足 が設

計の欠鈷となって居る事は注怠せねばならぬ。

d) 機械部分

沈下に必要な機械部分で air lock  ( 無間) air sha氏 ( 気管叉は竪管) 並びに送気設備
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から 成 って居 る、而 して

A )  Ai r  l ock を用途から分類すれば

イ) 材料開 ( Materi a! lock)  

ロ ) 人 間 ( Man lock)  

ハ ) 雨者設用の も の ( 本邦に於ては之れを? 使mす)

又形以及び構造より分類すれば

イ) Ａ諮型Ｈ第 ＱＰ 闘参 ｈ ｾｾ )  

ロ) 横型( 第 11 t詣l参照)

ハ) Ai r I ock と A ir shaft との中心力: 一致するものと 、一致しないもの( 第 12 闘

と第 13 嗣参J!H)

ニ) !1iJ l撃土砂排 出)-"J I パケッ ト」の lock から 山 るも の と、出 ない もの( 第 14 t酋l参!! の

B ) 気管叉は時管 ( Air sha代)

人叉は材料の出入の筋に A ir lock と W orki ng chョmbcr とを辿絡する通路である 、

通常豆! 壌形で 、作業員は此の内に設備さる〉梯子で昇降するもので 、S haft --- 単位は長さ

10尺 を 通則 とし、之れが連結には 「ゴム・パッキングJ ｾ＠ A ir ti ght に「ボ ールト」締め

とする。

第4 節 Pneuml l i c Cl i sson と Open Cai sson との比較得失

主主 ｉ Ａｾｩ 待 画 工法の優秀な ｬｩ ｨ ｆ 買は第 一 節にも述べ ｦ こが ｏｰ ｣ ｮ caisson  も亦之れに次ぐ有利

な科事的施工法 である 。

雨者の長短雨ffr を列恕するに嘗り Pncumat i c caisson の惟) i l . 者とされて居る 、ワ アー

デル博士は水面以下 30 吹乃至 100 吠位迄は最占の方法であるが、之れを i采用するに最も時:

筈となるのは共機域的設備に多〈の費用を要すると同頭して次の様に列撃して居る。

A ) 長 所

イ) 工事者が地工中に遭遇 する障害防を迅速に、且つ最も安i貨に取除き得る f語、技術者が

統 制 を行ひ . 偏曲 、移動等の憂を最小程度に止めしむる事。

ロ) 設計の主旨から . 基礎底商が僑仰の綴な場合、碇銚を必要とする場合も . 極めて容易

なる事。

ハ〉 作業 家内で混凝土を益集中に凝閉させる矯完全な基礎混i J 話土商を作り得る司手。

等以上を禦げて居る 、叉 J acoby 及ぴ D avi s 雨氏は史に技術者が五感を以て直接道具で

各 地 居を検脊しＩｾ礎商 の 耐歴試験を行ひ得るおを主告げて居る 、 ｾｦＱ此 の 外に

1. 地質に舷じて所望の程度に蹟底作業を行ひ得る事。

2. 附近 の地盤を慣ふ事が比較的少ない。

3. 軟居の場合に作業室内 の孫下促縦士.で地盤 制 川1; 1める 作月1となる。

等々準げ得る であろう。



B ) 短所

前述の長所に封して短所の存するは止むを得ぬ事である、ワアーデ JL 防士は次の犠に短

所として穆げて居る。即ち

イ) 高官、{ な機峨工費を要する事及び之等の運迭授、修繕費を要する事。

ロ) Ｑｾｾｾ さ集中の努銀の高い事。

ハ) 作業人に3討する危険性の多い事。

エ) 作業室内の慨搾安気の虹上力に打勝つ震に蝕分の荷重を要し且つ策問主? 出入する矯に

地 質良好で ｾｩ［ ， ｾ害 物 の ＱＡＡｾ し、時は沈下長は ｏ ｰ･ｮ cai sson に比較 して劣る事a

ホ) 沈下深度は 115 吹以内とされる需 Open caisson に比較して趨用の範囲の狭い事。

而j して之 lこ劃する Opcn cai sson の長短雨所は要するに前述のものの反封性のもの . 或

は封階的のものである 、以上 を要約すれば Pneumatic cai sson は下に 115 吠位迄の聞に

喫紫があって 、之に構遺物 の全荷重を支持させるに泊詰-な工法である。叉地中にま石 、丸

太等の思設物める場合にも遡堂で地慌中に餓成作業主?必要とする複合は唯一無二の工法で

あるが何れの場合にも Opc n cai sson に比較 して工費は幾分高倒となる事{ f 1象期せねば

ならぬ。 併し. 此の工究の黙は地盤中 の僚件の良否に左右されて Open caisson は非常

な芹異を生子るま誌に、 Pneumat i c cai sson との工費の比較は甚1:: 閤難である 。 ワア ーデ

ル|苛士の評定する所に擦れば失の標準が得られて居る。

即 ち、集駆桝画工法は確賞優良な基礎

を得る代りに工貨に於ては常に高債でーあ

るとの結論に主主するが最近益 k 改良され

多少、此鳥!l が緩和されつ〉あるは悦ぶ可

き傾向である。

現 者 路 欣 況

何等の阿r;! 子なき地質

可 な り 良 い 地 質

途中 に 降ｾＺ多い地質

叙E区潜陶工法

第 2 章 潜 画 工 法 の 井 筒 躯 健 設 計 要 項

第 1節井筒躯檀構造に封する安全率

之れが安全率の内等は自ら 2 種額となる 、!![J ち

1 . 下部構造躯憾の内力に封する安全家

関 口 潜 陶 工 法

主1  

.;--ま

2. 土叉は地盤の綜合抵抗能力が構匙物全憶から京る最大荷. w ; に射して持つ安全家

此内 ( 1) に封しては郷関の設討を? なす際に起り得ペき線、ての力の内 、最大のカに封して使

用材料の際力を規定以下に牧むれば充分である 。

( 2) に針しては土叉は地盤の綜合抵抗力 の正確な 判断を必要とする . 1jl' し. 之は甚Tご閤

難な問題で 、井筒躯鱒の寸法及び之れが沈下の深さを最ー! 長都地盤の耐邸宅支持ブj 以外の抵抗

力にも有 ｮ ｬ｜カさせるｾに決定する事は従来遊 ＱＺＺ 非科第的に取扱はれて来＿こ傾向が ある。

基礎盤が優良な場合には共耐庫支持カにのみ信組して 、安全容を持つ様に設計すれば、

51 x" 
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取考しなか っ仁 、表面摩榛力と浮力は安全容を一清増加 する事 t なる。併し斯る場合、耐

ｾ支持力以外の抵抗力は沈下作業には反って降客となる事は注意を要する事である。

之れに 反して基礎盤が軟弱な粘土居の獄な 場合には底面の耐1W支持 JJ のみでは到底金術

霊を支持し難〈、表面摩擦力と粘着力及び含水の浮カ等 をも取考 して半ふ じて、 金荷w. : と

綜合抵抗力とが卒術する様な設計となる のは不本意ながら lトーむを得ない場合もある 。之に

封しては常時的でない、地震力等水平カに劃するこ芸大的荷予ーが始めから全荷重の内に含ま

れ居れば必す・しも排すべき 設計ーとは思はれぬであろう。

第2 節土の抵抗力の種類と浮力

潜曲設計に於て、利用される諸抵抗力 は即 ち

1. 井筒下部構越の在土中垂直投影聞に上向に働〈土の耐臨支持プJ o

2. チ|ニ筒下部構起! ; の垂直商に働く土の粘着力。

日. 在土中 のチ| ニ筒下部情活の需芭投i静岡に上向き に{ 動〈土桜中 の合7kの浮力。

等以上の諸力で ある。

即 ちt U二( 2) 及 ( 3) の抵抗力 は Caisson 沈下] 税中は沈下には牙IIHi J : となるカであっ て

之れに劃して荷重を特に加lへ る必要が生するの である 。市 して是等の抵抗要素に直接関係

のあ る一般土I裳のカ. I t ! 的研究は古くか ら研究 されて予1<:1こが 、元来土壌共も のの本質が複雑

で一様でな 〈、 共百ｊｬ￟ ｩ も多〈 、市 も之 Ｑ ｺＺ Ｑｬ在する含水 量に操って詳し く性 質を ￰ｾ にする幸 山

県となり、 今 日に至るも未L

O

之等の性質を充分取り 入れ、 土の抵抗諸カを算出する 一般式

を誘導するまでに至 らぬは甚七遺憾である 。

今日迄土l眠7J 及び之れが支持力 の3草式 として憤〈 一般に親しまる〉ものに 、古〈は「 ラ

ンキン 」式 と「ク ーロン」式とがあり、比較的新 らしい ものに 、Boussi nesq 式はあるが 、

Ranki ne 氏 及び Coulomb 氏は土を 一種の:l: ii 憾と見倣し、ネ!j に R anki ne 氏の知事は土

l献は地表に卒行に働〈ものと椴定し、誌に論械を置 いて出張誘導し? こ算式でーある魚 、乾燥

し1=砂の様な土l ' l lこは比較的責| 際に近い結巣が得らる〉が、自然土中に深〈基礎する場合

のJ ' j ¥e掠力. 支持ブJ 等の計算は土質が前述の犠に複$IPi る矯質際と 一致 しない結果となる o

1 1 t - し算式が簡明で 、取倣ひに便利な然一般に慌〈使用されて居る式である。

今 日迄潜両 T 法に於て共土質に油合すると 思はるる数イ砲を用ひて 、支持力、 J" 1察力全両

氏の式か ら1存出 し?こ値は浅い所では在際の値よりすくなし深〈なるに従ひ貧際の値より

大となり 、従って此二式から井筒躯鵠の深さを決定すれば過度の井怖 となり、 R anki ne 式

に於て甚しいと経験されて出る様である 。之を要するに、 R anki ne 及び Coul o mb 式及

び Boussinesq 式も 深 さと支持ブJ 及び土献の強度は 正比例 して直線的に増加す る司王を表

はして居るが質ｼ僚は合 ＷＩＧＨ 土中 の 抵抗力は共傑きと共に土 の 合Ｗｫ ｾ ＺｪｩＺに 艶 化を来し 、 共局 ｬ こ私 ＱＱ

土 叉は含 Ｗ ＩＧＨ 土 の金 ｦｦ 告 の 性質に蟹化を 予 ｉ＼ｩ し Ｎ結果と して抵抗力の鐙化が出線的でない ｾｦ 賓と

な る。



叉最近研究の一部を護表し仁、 Ter zoaghi 博士は土の性質の 力感的研究に光明を興へ.

同博士の研究に鰍れば同一土質中に於ては共の中の飽和合水量は摩ブJ ( 叉は其の j 二にある

!p. :}i j: 、即 ち換言すれば地底の深さ) の培加 に掠って著し 〈費化するもので最初は荷重の増

力 ＱＱ と 共に急Ｚ制に鑓化するが或易ｾＨ叉は或る深さ 〉 に至れば漸次其の減度経漫に質 化 する事が

提唱されて居るが併し 、 之等は未＿ごｊ［￬ｾＺ式的に こ ＱＺＭＮの支持力及土厚ブ ｪ 等の計算に役立つ底まで

到主主 しないのは遺憾である。

質際的に土の抵抗力を最も庚〈研究しに人として推薦されて居る、 CorthelI 博士が質

例 を各圏各地 に於て集めたものの内から砂及び粘土並びに之等の混合簡 に附するものを抜

慈しTこものが次の表である( 土木雑誌昭和 3 年 8 月批柳生義郎氏による) 此表は 、土質が共

存在する深度によりて支持力強度 ( 安全強度である話、多少の安全率を含む) も鑓化する

事を示して居る。

叉同氏の研究に操ると粘土叉は合7 k 砂の性質の質化は夫等閑悼の諸種の物理的性質. 特

に表面J張力に依って著し〈襲化

ｾ受〈る事となって居る。

ｦ 古 ｉ 共要製 ｾ￮ をＺＧＢＡｾｾまぐれば 即 ち

1. 土砂叉は粘土の粘着性、

2 収納(1叉は膨眠 、

3. 透水性 、

4. 砂 と粘土の物理的性質の .

相 達、

5. 砂叉は粘土の陣擦ブJ .

ゴー. 質

iilt 砂

納 砂

7在日砂、砂利混り

砂浜り ｲｾￎ :1 .. 

l i i I ! 賓の紡土

l'!' 税暦] J { び沈泥

望正 暦

岩 府

基礎庭部の官民ぃ場合

耐E区支持力持!L'

基 礎 支底 郊 の浅 い 場 合

iJoH区 持 力 性/ r./

7，α)() 

9，0∞ 6，0) 0 

11，α)() 8，α】D

7，0∞ 5，α)() 

15，(∞ 9，α)() 

5，α)() 3，0∞ 

18，α)() 14，0∞ 

40，α)() 40. ∞o  

以上の充分 な理解で粘土居 中に基礎石? 持つ定築物が年月の経過と 共に多少の沈下 刻'1，ふJ l f

の止なを得ない事が了解出来ると 思はれる。

0 土の耐摩支持ブ j

土の耐l摩支持プJ . 即 ち升ニ筒下前 i隣iiSの在土中ゴffi 直投影商に 上向 に働〈土の支持ブJ は土の

抵抗能力中最も主要なる もので、 特に建築物 の基礎 に惜両 を採用す る稼な場合には殆 ど此

抵抗力に金荷重を支持させる設計 となって居る 、併し一般橋梁等に於て地強制財団な場合に

は前述の様に他 の抵抗力に依 る事となる 、 而 して土のit¥ff 居者支持ブJ を求 なる算式には次の

R anki ne 及び Coul omb の雨式がある 。

a.  Ranki ne 式

l + si n o  
耐l献支持ブJ b = (wん+ q)τ士吉正面

b.  CouJ omb 式

耐庫支持力 。=( 7vh +ρ Cos ' 型

{CV ( cos 仇 ) ーもICsin o  si nCO+ 仇 ) J } '

5 3  XI I  
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認に w = 土の. w: さ者Ift
3

ゑ= 土の121 さ 代.

タ= 7k の京さのi血
j献荷重強度

o=土の息角

121
，，= こiてと控( 石、煉瓦積) との聞の息角

此外に資験に持つ仁 、Cor thcll 博てiての表 ( 前項参)I (i ) をも参考とする事がIH来るが決定

的には試験に撮るべきも のである。

。 表面昨捺ブj

表町時捺カは士 l献に原悶する 11は明な* 貨で、土成と井筒艇i鴨聞と の降格f系蚊と土! 献と

の桐乗杭で表はさる べきである。 即J j [ . 式的に之を求むるに は次 に禦ぐる紋なも のがある。

a. R anki ne
式

土 叩 度 ~ん+ タ〉出 認

巾 1 択に劃する 全土駅カ度

ｐ ー ｾＨｷ ｨ Ｂ Ｋ タバヨゴ
I1  J  J 択に劃する金1 ' 1撚力皮

ｆ］ すＨ紛糾 ｱｨＩ と Ｚ ｾＡ ｮ ｾ ｴ ｡ ｮ 。
l +sin o  

主主に tan 0 は土と壁( 石 、煉瓦i
むII等 との11日のM撚 係 数 約 ; となる〉

b. C oul omb 式

P = (wh +
タ) "

. ，. .  

cos "  o  

ν ( cos szU+{ " ¥! ( COS 仇 ) +ν Csin 戸sin( 仇斗 戸) J }
包

Cos

， 

o  
P = -!X

( Wか十タゑ)

V( c os 仇 ) + {ν ( cos 戸. ) +v Csi n が
sin( 抗+ 約J }'

F = ま( wh' +タみ)

Cos
包

p6._
， •. • . _ .  t an 0  

V( c os 仇 ) 十{y ( cos 仇 ) + VCsin 戸si nCOu+ が) J } "

c. B oussinesq ょt

h _ ( π φ ¥Cos o  ｣ｯｳＨ ￸ Ｋｾ ［ ｣ｯｳ Ｈ ｲＭ α 〕

P = -!. wh

包× - . . ¥4  2  /  ｣ｯｳ Ｈ 戸 Ｍ￰ Ｉ ｣ｯｳ ｾｌ 士 ｲｬ Ｉ

一
cos

さ

α

ｾｾＭ Ｈ 庁戸 ｜ ｃｯｳ o  cos( 戸+ d)cosCr ーα)

F =ls w h' x

一" ¥ 4  2  /  cos i Q5 - o' ) COSl r+α -)  
.t an 0  

COS" α  

誌に
α は壁商のfげi引拘

T は地表の傾斜角

。π ψ

= 4一一言一ーター
α

cp は土と土との聞の摩擦角



以上の三者の式は士. 摩強度を論掠として透導しにもので 、即土型軽強度が深さと共に直線

的に増加する事となる 、故に線表商摩擦抵抗力は深 さ主共に弛物線的に増加する結果とな

る。

叉 表 商 摩 擦 力 がこ1-: の 合IK量 の影響を受〈る事は疑の無い事 変 で . 合 水 量は深さ と共に減

ヨp

番鋭 首幸画 の刻 沈 下 法 賞 ilIi したゴ. 質 表面#/勝口擦' 力 I水位以下 のFE1| 1瞥両f立底(面ロ積') 

さ ( 単位' ! l O 箪

鏑 鍛 関口 ?替風 砂 利、 粘 土 240 60 125 

2  
/1 

"  
砂、 粘 土 250 75  225 

3  11 /1 

砂
/1 

6つ 125  

4  
鎌 鏑a

/1 

秒、 粘 j 二 285 Ｑ ｾＰ＠ 1，(氾コ

5  翰 t奴
/1 

砂、 粘土、 砂利
3∞ 1∞ 125 

6  
/1 /1 

砂 325 ω  1/ 

7  
/1 

1/ 

沈 習志 35J  印 11 

B  銅 銭 製
/1 

沈1尼、 砂、 粘土 375 55 190 

9  
鋭 滋

fI 

沈泥、泥土 、粘 土 390 75 
l∞ 

10 
木 主語

fI 

砂 450 30 1，300 

11 
主将餓製

fI 

沈 泥、 料i ゴ二
fI 

90 7J O 

12 11 fI 

粘土、 秒、 粘土
fI fI 

1，2OJ  

13 
fI 11 

泥 j 二、 砂
/1 

65 1，30:; 

14 11 11 

粘 土
11 

75  1，5∞ 

15 
餓 製

/1 

砂 、 砂 利 、 結 j 二 480 65 20J  

16 
鍛 餓

/1 

給 ゴτ 5::xJ 60 125 

17  錦 織 製
/1 /1 

7∞ 65  1，3∞ 

18 
(/ 

/1 

砂、 泥 土 205 40 75 

19 
(/ 

主主1M潜函 :fi lj 土 250 35 80J  

20 
(/ 

11 

結 土、 砂 275 60 150  

21 
木 製

11 

沈泥、 砂、 粘 七 310 74  2. 550 

22 11 11 

砂、 砂利、 粘土 350 
1∞ 1，200 

23 11 11 

iT.. 玉石、 結上 4∞ 48 1，925 

24 11 11 

砂、 砂利、 粘土
/1 

95 4，5∞ 

25 
木 主主

11 
砂、 砂利、 粘土 425 55 1，3∞ 

26 銅 銭 製
11 

砂、 玉 石 450 68 2，7CO 

27 
木 主主

11 

沈泥、砂利、紡土 5∞ 75  1，8∞ 

2昌
長銃製回i筒

11 

砂 525 組 l，axl  

29 
木 z£"aj巴L  

11 11 

540 75 l，i∞ 

30  11 11 

砂、 総 土 600 11 

1，4CO 

31 11 11 

砂、 砂利、 村土 650 RO 2∞o  

32 
/1 11  

砂
11 

90 1，700 

33  11 /1 

秒、 玉 石 660 101  2，l CO 

34  
/1 /1 

沈泥、 砂、 粘 Ｑ ｾ 9∞ 45 1，7'∞ 

55 )(.11 
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少する事は 、Ter zaghi 博士の質験に擦って明になり 、従って 、表商摩擦力の強 l立ち深さ

と共に弛物線的に増加する結果となり 、即前二者の訟と T ..:r Zl ghi 博士の訟とは一致す る

叉一般にチ|ニ何沈下作業に於ても 、此性質が経験さる〉と云はれて居るが、。i二し赴等の事も

計 算 I"J には算“仕i困難で在強的に決定すべきものである J

此表面陪擦の値に附しては各専門家の発表するものは一致せ子 、J acoby 及 Oavi s 雨

氏の値は 250 ;;1口1 乃至 800 幹/口 I の聞にあり 、玉石の様な場合は 1，0 ，) 0 #1口の値を何する

と云は れて居る 、叉同ーの地 :f1( に於て深さと共 lご増)J I1する事[ はマツキンレイ橋の経験で 、

ｻｏｾ 尺の 深 さで ＳＰＰ 事Ｏ 口 ｴ の も のが ＷＰ J央の深さでは 600 持/ 口' 即二倍となって居る。

叉 J acoby 及び D avi s 岡氏が Open caissol1 と Pneum主ti c  c  aissol1 の場合とを高

別 して1ためにものが前頁の表である。 ( 土木雑誌 1I !?r;f 11 3 年 8 )=J 蹴 柳 生 義 郎 氏 に よ る )

0 也童TJ

土の粘着力は其強度不明雌で且つ比較的少量で . 表商摩擦力と合算して取考されるのが

普通で 、橋台橋脚の機な場合に考へらるべき性質の ものと思はれる。叉前述の 践に淋i泊沈

下作業には沈 下を邪魔する抵抗力である。

デルザギ ー博士は 、粘着ブj の' 丘鰭は防土中に含まるる水分の表商j長力等の作用に起因す

るも のであるとして居る コ市 して共の含水量は深さと共に鑓化減少するも のであるから 、

粘芯- カの増加!の割合は深 さと共に減少する 4i Ff . となる。

併し' 白験が; J d ご不定分な属、結" 命に達して居ない様で ある。今三氏 の質検しに !肱胞を卦ま

ぐれば次の綴 になって肘る。

f最小 1.-17  #/口，

J ， L eygue 氏 j

{最 大 18.45  #/ c/ ( 水分ある土)

! 最小

， Fr ont ard氏{

{ 最 大

{最小

.  Bell 氏 {

{最大

0 浮力

395 若/ 0'

488 静/ 0'

22，4  #/ ロ'

178. 0  #/ 0'  

液程中に全然浮遊する物憾に劃して之に働〈浮 J J は、共物憾の排冷する液悼の重さに相

等しい事は「アルキメ ーデ ス」の 原 理で明な司王 ｳ ぼ である ι 而 して 水底下 の 地中に Ｑｾ <主1)1.主 す

る基礎に i1tJ J <浮ブJ は全然浮遊する物悼の場合とは其訟を異. にして地中深〈沈むと共に共の

地質に肱じて含有さる "' 7]( の量が漸次に減少する事は前述の様であるから 、浮力も漸次減

少する のが事質である 。然る に、「ア ルキメーデス」の原理も換 己す れば、各深度に於て共

月Jr に存在する水平投影I国I : - J こ上向に働〈其の深さ の7k眼力 ;i 宇プJ とし働〈現象に過ぎない。

即 ち併 ｬ 翁瓶暗に附する ｩ 亨 Ｚ ブ ｊ も此の現象に掠るもので、チ ｩ 仰が Ｗ｝Ｈ 商上まで同 一断 町 ｊｲｾ の場令

は7]( 11-1及び水底地唐の上 部の含水量 の多 い部分に水平投影田iの無し、常に浮ブJ の働〈場所な

く 、 合 ｊ｝Ｈ 苛の少ない最下部に四時力 、即 ーら 浮ブ ｪ の ｩ 動〈水平 ｊ 支 ｊｾ 泊 ｩ が イ ｆ 在する 曹 となる。従つ



で其単位面積に働( 摩力、即ちr - f . 力は水面からの深さに相官する! 髭力より遥かに t1、きいも

のである。

此の傾向は共の土質の透水度の小なるもの程大で、轍筏な粘士. 厨は浮力減少し、粗大な

砂唐叉は玉石等の中では此減少殆ど皆無で 1 0 0 %の浮力が地中 の最底面に働〈事 となる 。

此の浮力の働〈程度を如1寅に示すも のは Pneumatic cai sson の作業室 中に用 ふる邸搾益

集の艦力であるが Uf'し. 賓際には作業上の安全から 、共!監力は其深さに於げる 71¥. 1監より幾

分高 Ｏ ｌｉ 与の祭 ｦｍｾ 用ふる震に記録に症をるものよれ割Ｇ Ｉ Iして貨浮カとせねばなるま い。叉設計

の首初 、浮力を推定するには地質見本に操って織に 判断す る外に油官; の方法はあ るまし、 。

第 3 筒 井 筒 躯 檀 の 断 面 形

チ↓二筒躯樫の断面形は固形と長方形とを基準として之等の聞に種 k 鑓11予し? こものが一般の

断面形となって居る。 即 ち

1. ｾ ｉ 月 五 2. 楕固形 3. 長方形 の三種が主なるものである。

之等の断面jl診を比較研究するには次の三つの見地からするが使利である ο 即 ーら

(イ 〕 躯偲断商内に稜生する[ ( 担ブJ の見地か ら

( ロ〕 施工上の見 地から

( ハ 〕 ニ1 : : の抵抗能力を; 増す掛から見て

( イ) ｾ臨筋商 ｊ 内に護生する臨力 、 自 ＱＱ ち強度及 び 材料経椅上より見て Ｎ 井筒躯鵠に内Ｉ｟ ｾ＠

発生せしめる外力 、即地 中で} j 二筒躯慨が主fI (111なる外プJ を受〈るかを究明せねばならね。四国

同ーの地質で地表に幸子しい高低の訟の虫! い、; 場合には任意の深 さに於ては井筒は 四周から 均

一強度 の ｡ｾ 力を受〈るも の と見るべきである ｯ n' ri して共監ブJ は水の無い場合は土盤のみで

水のあ る時は水型軽と土墜と の騨合噴き力が外 ブJ となる 。即ち常時此聯合墜ブJ ; を受くると同時

に上部からＳｦ＼ｩる 丑 直荷重を支持し得て、始 め て、井筒躯韓として の 機能ｾ全ふするのであ

る。此外 、地 出 の 場合には地ｾに依る水平 プ ｊ を、叉餓道橋では ｂ ｲ ｡ｫｩ ｮｧ Forceに依る水平

ブJ をも受 〈る 司王 も亦! 在ブJ として考泌す べ きも のであ る。

大随以上の外 ブJ の聯I介NJ{ ブJ で断l自i を次定すべきも ので是等の雌 J J の内で最も影響の大な

るも のは設l主力と水平感ブJ とである c 特に躯憾の断商j 診が大きくなる時は71¥卒慶プJ の影響

力 Ｔ 大になり 、 断 ｉ 商 Ｉ Ｑ 予を壁鵠で仕 切る ＴＮＱＧＭもある。 ｯｲｾＸ 凶 、 ｾｐＵ 幽参ＩＡ｜ｴＩ

a) 先づ凶問から均一強度に受くる摩ブj に封して 3 種の断面形の受〈る NJ¥ブJ は

1 ) 凶Mに於ては. J;ji Ｍ Ａｉ ｦｴＨプ ｊ で、断簡内に同 一 強度の舷贋 ブ ｊ ｾ 生すＧるのみで 、 母 ｲｴ ￠ を生

じないから倒めて有利 である。十合、松阪屋は 図形で ある。

:l ) 長方形に於ては 、原 ) Ｉに械で生十る管 ＱＱ｢ 率 に正負雨践 の も の を生じ臨 ［ｬｾ Ｎ ｍ ｻ 摩雨様

の ＱｦｦｦＺ Ｑ ｊ［ を 生子、即 ち 旬 ｼ 出 ｾ受くる ｾ ｬ 係 上、 強度の大きな断 ｉ 剖 ｾ要し 、従って同 一 材

料を周ひて作る時は l兎IJ I去に 比較して不経摘となる。( 伊藤間附府は正方形)

日) 楕凪j Jj は長短 嗣軸長のよじに操って或はl伝j長) J と舷墜ブJ の雨l弘) J ; を生する事となる、

57 xl l  
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共経済的債値は凶に近い程有利である o

b) 垂直荷重に劃しては

断面の最小径と井筒躯憾 の高 さと の よじが極端でない限り 、 普通急 ｾｊｪ 混擬土短佐として取

扱って も差支へなきも の と思はる〉が 、イI1Jれの軸に劃しでも同一篠件にある 、凶形及び正

方形が有利なのは明かである。

C) 地震等の水平ブJ に謝しては

1) 闘形は何れの方向より簡j坊を受〈るも同一l在ブj を生十

2) 長方形 l

t は長軸の方向にプJ を受〈る時は強〈 、短軸の方向に受〈る時は弱し. 削ち

3) 楕幽形j

共強度は荷ーでな い 従 っ てi財輔自を基準として設計する事となり不経済となる事

は免れなし、。

( ロ) 施工上の見地から

近時井筒揖健 の 材料として木材 、 煉 Ｑ ｦＮ等の時代は過ぎて、胎ど鍛 ｾｊｪ ｩＮｴ ｴ 巌土の時代となっ

て居る。混凝土は施工に首つては 、共の形、単純で直紘的なもの程. 型枠及び鋭邸j の組立

等容易で経済的である。又井筒沈'下の際には今 日迄の経験上 、正方形叉は長方形のものは垂

直に流下し易いと 主張され. 且つ沈下の必要保1
t
l:である荷重の黙でも、阪カの見地から決

定されに 固形は自 重不足の局 、長方形が有利と主張されて居る 。ー憶に施工上からは長方

形が有利と主張されて居る犠である。併し、井筒沈下が比較的迅i l i ¥で、』匝韓混綴土に充分

艇化 日 蚊ｻｦ典へ難い時は躯鰭に＾＾ＱＱ｜ Ｑ 長ブ ｊ の 生する事が危 ，ｾ余 であるから 、 か〉る場合には闘 Ｑ 診

又は拍: 闘J診を採用すべきでゐる 。

( ハ) 土の抵抗能力を増す見地から

軟弱な地中に建造さる〉井筒は其支持能力が第一の使命であるから . 何よりも之れを第

一義的に考慮せねばならぬ。

普通の場合、相官良好な地盤の時の土の抵抗能力は耐摩支持ブJ が第ーであるから 、一定

の周縁長を有する断凶i中、凶形が最大包戴幽

する時は 岡形sを?係月刷j すペきである。 ( 第 16 闘の周総長と断凶税との闘係表参)!(t)

特に一定の幅で外部に繊底する時、共の抵抗能率の大な る事・が有利である 、且つ舷ブJ の

融から見ても比較的に剤i い壁で強大な強度を有する局、自重も比較的少なし躯弱な地居

に封して猶更有利な4条件となる。

国形に次ぐも のは持闘形で長方形が最も不利である。

又耐懸支持力貧弱で摩擦ブJ の却って強大な矯、之れを低抗能力中 の第 1 位に推す場合に

は一定包菰面積に劃して最大周総長 を有するものは長方形であるが前述の様に謄ブj の性質

上の不利から自重{ f 増し. 果して幾何の利弘li があるか頗る疑問で 、結局は凶形が最も有利

な43長に思、はれる。



之 を要す るに以上 の三見地 より 比較して 、梢浩肉輔の強度及び土の抵抗能力の見地か白

は問形が有利 と見られ、施工の見地からは長 方形が有利と云ふ結論に到達するが之等は地

方的特殊僚件 に煉って支配さる〉ものが多し最後の良否は之等を綜合して決定すべきは

嘗然の事である。

以上述べ? こEEはチl二筒躯館設計に劃する要項に過ぎないが、之等要項を其士. 質、工費、荷

主主等各僚件に按配して設計すれば充分であると思考す。

第 j 7  ｉ ，ｾ， ｜ ｉ は十合呉服庇の惜曲を示す。 Ｒｩ 写 ｪ ｓ 1;1 

第 3 章 旋 工 計 劃

第 1節 塵 搾 空 気 と 潜 画 作 業

潜曲内部にて掘撃竹喋をなす場合には初 Ｗｋ ｾ 防 Ｑ Ｑ 二 する矯 めに其の Ｗ ｋ 献に封肱する噴き搾室

策を絶えす淋l幅内に充満せしめねばならない。

潜曲内 の渇水防止の 1: め之に封l医する理論集l献は大凡水深 23 尺に劃して毎卒方吋 10 封

皮の! 眠ブJ eちる益集を必要とするものである。

第 l 表 前曲内 の陣ブJ eちる益集 中にては大集 中に於けるカ: 如〈 長 時間

無燃 ( j時 牛 方

水 深 Hナl'こ付at 皮〕

23尺 10 

30尺 13  

34尺 14，7  *  

40尺 17 

50尺 21 

w尺 34 

l∞ 尺 43 

の従業を不可能ならしむるものにして第 20 闘は現在迄吾闘の

労働者に釘 して研究せられ? こる過賞なる作業時聞を示すもので

ある。

之に就て「ニュ ーヨ { ク州」の虫f I きは法律を以て定め 、我岡鈍

道省も之が規定を? 設りてゐる、此表中高代橋工事に於ては無理艇

のf! f 草場合には割合に股にして無感高事場合に綾な るが如 き感

がある 、永代橋工事に於ては 24 封度迄 1 日8 時間とし、防j区i

後 ｬ 気 ｾｉ 土 Ｗ Ｑ＼ 柱 ＳＴ 尺 に 蛍る 紘木曾川、 押斐川鍛橋工事に於ても 24 封度以下では特殊の場

合を除き殆んど榊曲病J限病者の護生を見 なかっ1: 旨の報告が めつに。故に 23 封度迄の潜

両 内に於ては始めに韓絡強守ＧｆＮｾ行ひ卒 ｉ 昨よく節制せしめて惜曲病に劃し て 桐首の橡防方法

内気ｌｬｬ ｾ ￭Ｚ ｴｾ＠ I  1"1入隊| 時間

18 封度以下 4.0 時間

22 
11 

3.5  /1 

26 
/1 

3. 0 /1 

30 
/1 

2. 5 /1 

33  
/1 

2. 0 /1 

37 
11 

1. 5  /1 

42 
/1 

1.0  /1 

49 
11 

O.i 5  /1 

省ｾ 2 表

休疋! 時間 貫主 2 1ii 1入歯時間

0.5 時間l 3 5 時間

1.0  /1 3 5  /1 

2. 0 /1 3.0  /1 

2. 5 /1 

2. 0 /1 

1. 5 /1 

1. 0 /1 

0. 75 /1 

l 日努働時r :u

7.5 時間

7. 0 /1 

6. 0 /1 

5. 0 /1 

4. 0 /1 

3. 0 /1 

2. 0 11 

1. 5  /1 

を行ふと

きは 8 時

間作業 1

委夜 3 交

代市IJ を採

用するも

来支はな

L、。

共の他

' 69 知 1
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米関に於げる報告を綜合して日 本人の鰐質に射する前尚内献とり? 働時間の悌1係 を規定じに

第2表の虫fIき 渠もある 。

但し誌に入 両 時聞 とは ｩ 特 両内へ入る ｦ 号 、 安芸 問にｾ を 踏 み 入れし｛Ｑ ， Ｑ より ｈｊ ､ 砲 の矯 ｩ 橘 内作業

を中1とする迄を云ふ 1: ものである。

共の他厭搾宰策のig度、i必度等も保健ーI"JiTII.a: も要するも ので作業宗には寒暖計ー、i身、度計

等ｾ設 へて高金を期す可きで ある。

第 2 節 空気塵搾設備と動力の決定

f体画工事に於ては構曲基礎の 1 基乃至数基を同時に沈下させる のであって全悼の基礎を

工程により油嘗に分割して順次沈降サしむるのである 、先づ同時作業すべ き潜曲に必要な

る使用空策の容量は普通次の二つの方法の執れか大なる方に よって決定される。

(  1) 作業員の保健上必要なる容量

( 2) ヱヤーロ ツ夕 、エヤー シャ フト、 双口と地慌の性質による 25気の消失を考へ1: 時

の容量

上記の方法の内前者につ いて は所要景を最小限 30 立方米/1零時と限定して居る聞もあ

るが、普通 43 立方米/ 毎時 即 ち毎分 25 Ｇｊ ｅ 方吠ｾとれば安全である 。

後者については種 k 複雑なる燦件が混入 して〈るので絶特疋雌とは云へないが 、参考の

1: め Bronneck の式を事げ ると

( 1) 砂及砂交り喋居の地質で鍛製又は木製の潜曲の場合 但し G く:¥0 平方米

V = {  0.1叩 + 10 U.h) +3 S + PU}(l勺 長)

( 2) 向 上 但 し Gs; 30 卒方米

'n. " 1" ' / /"' " t  "t A  7 7  ， ｾＧ＠ I  i.TTlr.. I  H  ¥ 
V  ］ ｾ＠ 0.17( G+ 1 0  U.h) +pUH 1+一一一 )

l - '- - ，- ，- - _...， .， _  J ¥- '  10.33'  

( 3) 砂及砂交り喋居の地質で銀筋 コン クリ{ ト の潜曲の場 合 但 し 5 く30 卒方米

V=(O. 67 F +3  S +/1U)( l + .!{ー
1 八 10.03)  

( 4) 向 上 但 し 5 ξ 30 卒方米

V =(0.67  F + pU)( 1+ー引
¥V" " ， • r - ' ' - '  Ｏ｜ｾ Ｎ＠ 10.33 /  

上式に於て ρ の値は 1- 3 ｾとるものとす。砂交り粘土或は粘土質の時の式は上記の

それぞれの場合について ρ =0 となし? こる式を用ふるも の とす。

向詑暁はヨたの通りである 。

Y … … 毎時供給 さる べ き昼策の大祭献に於げる容積 ( 立方米)

5 ・…・・潜両作業室のf正面積 ( 平方米)

lU... … 向 上 周縁の長 さ ( 米)



'lf" ・H ・向上高さ ( 米 )

H .… 水面下双口 の深 さ ( 米)

P ・M ・- 作業室内部壁画 ( 平方米)

S … … ヱヤーロ ックの例数

ノ ト 誌に次の様な幣ｩＢｾ基礎の場合に例を＿とりて計算する も の とせば

潜 尚 の ｊ ｉ ヲ ｪ 伏 … Ｇ Ｂ・ ｈ ・Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮ Ｎ・ ｈ ・ Ｍ ・ ・ 引二向型傾向 ＮＲｾ 長方形 ｝Ｐ 吠 ｸＶｾ

( C 1 ， c. ， c ，) ( c"  c，) 

同時に沈下すべき潜IIIf，q数… ・・・井筒塑 3 ケ 所 長 方 形 3 ケ 所 計 S ケ所

沈下の深さ. . .・H ・- … … H ・H ・. . 現地繋ffii より 64 ｾ＠

主要地質 .... ・H ・.. ... .・H ・.. .・ H ・- 粘土及砂

両内作業人員一...・H ・.. . ..・ H ・-井筒型 1 人 長方形 2 人

一入賞り所要安祭主: は毎分 25 立方吠 とし、同時作業人員については

潜曲夫 9 人 監 Ｇ ｬ ｾ ｾ 者共 他 Ｒ 人 計 11 人

金所要宰気量は ( 25x l l = 275) 即 ち毎分 275 立方吠となる

次に 策問の開閉による逃集長を参考に算出すれば

策問の大 さ… … 高 8 択 概 4.5 吠 芥 量 127 立方りて

ホース… ... .・H ・- 長 100 吠 俺 4 吋 存荒 8. 4 立方1火

計・…. . . .・ H ・- …容量i: 1o5. 4 立方吹

バケツ ト昇 降のにめの策問開閉同教を 130 r' lとすれば 11 分1: i : ( こ開閉し潜両夫は三交代

制にて作 業するを以て共出入同数は

構 l亀夫のHI入… .. .・H ・. ....・ H ・..… … … ] 2 阿

lri 作者の出入…. . . ・H ・.... .・ H ・. . …ぃ…・日同

計 一 日首り ....・ H ・... .. .・H ・.... ・H ・. ...18 同

故に構両夫及l蛇1位古，作者によりて策 11問1命問h月lは 8印0 分問j侍手に I問) 用目閉せらる. イ依火て同主型' ! 潜両川問力が;し一一. 分間

に要する逃策量は策l厭膜i宵苛. 卒方吋 2却0 封度の 場合には1

(  1  1  ¥ 

135.4 x  6 x  ｬＮ ｾ 十 一 Ｉ ］ ＸＴ DR'  
、11 '  801 ノ、

両内長大気は何卒方O;j ・20 封度と 似定し此の最大気 中に於げる決策世に換算すれば

20+14 

84x 一一一一一= 204 り( :1

14 

即 ち約陥分 204 ＾＾ ｾ方択と なる 、 放に賓際所要決策 Ｍ ｲＮｾ Ｚ は作業員数により て 計算・せる空気中Ｚ

( 275 J l . 方吹) に 安全ネ 3.8 - : t ' 乗じて得 1= る ] 045 立方択を以てす、従て J OO馬力掛エヤ{ コ

ンプレツザ ー 2f ? を却刊l 1 i すれば十分である 。

6J  XI I  
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更に高一故障の場合を汚慮して同型 の もの Ｑ 介を ｾ ｬ 象備として設備せば安全なる べ し 、 但

し同エヤ ーコ ンプレツサ { の益集摩搾高は l 台にて毎分 528 立方吹である。

第 3 節潜函内の掘撃作業人員の決定

前第 2 節と同じ場合金例にとりて説明すれば

1  ) 井筒型潜両 ( 深さ 13 尺乃烹 24 尺より始む) 使用パケッ トの森最は内何 1. 5 )ミ深さ 2

尺のもの即ち 3.5 立方尺 とす 。

パケットー賓夜の平均昇降同教を求むれば

イ) パ ケット の停止時間

満両夫の出入 に要する卒均時間 ( lfi 分 x 12) …. ...・ H ・.180 分

間 中間休憩時間 ( 30 分 x 3 人) ...・ H ・... ..・ H ・... ..・ H ・-・ 90 分

ＱｲＮ ｦ ｾ 腎者の 問入に 要する ｬ 時間 Ｈ Ｑ Ｕ 分 ｸＶ 同 Ｉ …ＮＮＮ・ ｈ ・ＮＮ… Ｙ Ｐ 分

言十 360 分 即 6 時間

ロ) パ ケッ トの卒均昇降を 10 分間に 1 回と仮定すれば 1 時間に 6 回となり全作業時間 18

時間. 即 ち一宮・夜にては 108 聞の昇降となる。

ハ) 掘撃土砂 1 立坪蛍り昇降回数

/216 x  1.25、

掘撃土砂の靖容容を 2 5 % とすればl - - V ｾＺ γ ー Ｉ約 ＷＷ 同となる 。

即 ちパ ケッ ト約 77 回にて土砂 1 立坪を搬出し得る哩である 。

.-:. ) ー霊夜の土砂掘撃量. ...・ H ・...・1. 3 立坪

ホ) ー聾: 夜にて( / 1 両の沈下する深さを求むれば 、(fJi 繭の底面積は 0. 838 坪なる故 ‘ 一室: 夜

1. 3  

に沈下する深さは正蕊8 = 1. 55 問 = 9.3 尺となる 、 準備友故障等 を漁期して 一笠夜の沈下

深さを計算上可能深さの約 3 5 % とすれば平均一 日の沈下す る深さは 3.3 )ミとなる 。

へ〉 一基一日沈下の所要人員

潜両夫. . . ・ H ・. . ……' "・ H ・.. 3人

グーヂテン ダー…. . . ・ H ・.. 2人

ロックテレダ ー…' " ・ H ・.. 4人

ウインチ蓮鞠手... .・ H ・.... 2人

其他諸掛. . . . ・ H ・...・ H ・-…・・ 2人 計…・・・…・ ・……. . . .・H ・-… 13人

ＲＩ 長方形潜画 Ｈ 深ｾ 13 尺乃至 24 尺より始む) 使用ノ〈ケッ トの 存 量 内 保 1. 5 尺 深 さ 2.fi

尺… 4. 4 立方尺、パケッ ト_ .j!1: 夜の卒均昇降回1止を求むれば

イ) パケッ トの平均 昇降 を7 分間に 1 回 と暇定すれば 。時間に 8.6 同と な れ 全作業の時

間 18 時間即ち一宮夜にては約 155 回の昇降となる。

ロ Ｉ掘撃土砂 Ｑ 立坪首りのパ ケ ッ ト の昇降回数は掘撃土砂の増容家主ｾ 255ちとすれば

216  x  1.25  

4. 4 一 即 ち約60回と なる 、即 ちパケッ ト約60同にて土砂 1立坪を搬出 し得る 事 となる。

ハ〕 一宮: 夜土砂抑撃量・ H ・H ・-… ・2.ぅ立坪

ニ) 一翼: 夜にて f符両の沈下する深さ営求むれば桝曲の} 高商積は 2.27 I師坪なる故、一豊夜に



沈 下す る深さは約 ＶＮ Ｖ 尺となる 、 準備及故障等 ｾｬ 象期して ー輩 夜沈下深さを計 算 Ｚ 上 可 能

探さの約 3 5 % とすれば卒均一 日に沈下す る深さは 2.3 尺 となる コ

ホ) 一基一日沈下の所要人員

if 由夫… ...・ H ・.. … .. .・H ・.. 3人

ゲージテンダ { … … … … 2人

共他諸掛・ …. . . ・ H ・. . …… 2人

第 4 節潜画面工事に必要なる諸設備

第 2 節の場合と同じ例を? とりて説明すれば

ロックテレダ ー・・……… 4人

ウインチ運鱒予…. . . ・H ・.. 2入

計… … …・ ……. . .・ H ・.. … 1il 人

( 1) 借由工事用としては策問筏 4.5 尺 長 8 尺 8 箇及シ ャ フト住 3 )ミ 長 さ 10 尺の もの 25

簡を準備し. 策問は附l品ドア ーのtJN閉容易にして漏気少な き優良機を矧ゐる。

(2)  ｾ策 ｬ 窓 枠 設備 としてインガ ー ソルラント合枇製 ＱＰＰ 馬ブ ｊ モー ター掛前世式ピス トン型

のヱ ーヤコンプレツサ ーを3 葺及冷却裕並にヱャ ーレシ ーパー各 1 基を隣地に設世する

同基礎はコンク リート 打とし賠]陸j は溝射として法・動の体婚を防ぎ j 二家は天井にシ ート を

張り内部壁には セロテックス類、を張 日lt めて防音方法を施すも の とす 。

活気は特に漏莱なき棋に注意ｾ拶 Ｑ ｜ ひ錨管ｾ担設し地下道 の ｅＱＮ 世より現場敷 地 内に配管

し向敷地内 9 ケ所に グー ヂ室を設げてチ ャツキ ヴアル ブ及ゲ ーヂ等を取イ・H もの とす o

( 3) コンク リー ト打設備は道路面と同 ーの高 さに桟橋を取設りコーリング型 10 - 5 ミキ

サ ー Ｑ 華ｾ据付け 、コ ンクリ ー トは主としてパケットを周ひ、カＧイデリツクによりて必

要の個所に運搬す 、fnj ミキサ ーに近事榊l砲に劃してはカ ー トを使用し打込みをな すも の

とす。

( 4) 雑機織及器具

本工 事の 地質は ｾ 硬なるを以てヱヤース ペ ー ダ ー Ｘ 挺を準備す 、 ｦ 材附加 ｼ 荷重刷 と して は

重' E}L僚 250 噸を胤怠しチエインプロックによりて荷重し潜向の沈下を容易ならしむる、

向表凶j摩擦抵抗 を減する 1=めに 7k nrt必J) 羽ポンプを準備するも のとす。

備考 本工事に使用する主主主機械の能力は次の通りである 〉

本工事の; 最大益集使 fJ:J i立… … … .. ....・ H ・- ・毎分 1045 立方吠

本設備の最大室策縮!単盆 -… ・… … … … f手洗 1584 立方吠

本工事の一 日に打つべき コンクリート の故大量 … … 8 立坪

本設備によるミキサー の最大能力… ・...・ H ・H ・H ・- … 14 立坪

本工事にて同時に沈" f せしむる榊品数. . . . ..・ H ・H ・H ・.. 8 ケ所

(5) 参考の1= め大阪伊J依高除j '，人 の階的恭礎工事に使用しに機織ぷ備を倒げると弐の様なも

のである 。

6 3  XI I  
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官事 3  表

名 稔 製 造 含 量 土 形 以 2え 寸 法 数量 摘 要

エ ヤ ー コ : / 7' レツサー ウ オ ー シ Y 卜 y

( 定 置 式 2∞ 馬 力 低 麟

容: f i i 毎分 1360 立 方 択

I 護

同
ペンシノレ パ ニア { 横 置 式 l∞ 馬 1J 高 膝

谷 武 毎 分 470 立 方 吠

l 益

スチイ 7 レ ツ グ デ リ ツ タ
{ 木製 プ ーム 臼 尺 マ ス ト38尺

5 屯

2 基 捲 上 用

ウ ヰ
y  

チ
玉 十 製 A T 型 2 胴 2 選 同 Jtl 

ヒ ュ ウ ガ ル ポ シ プ 径 6 吋 1 蓬

同
径 4 吋 1 盗

ノぐ V  
ー

ォq・ 〉〆
7  

3  n;t l 選

ヱ レ ペ ー ｾ＠
一

イ ン ス レ ー 式 4/ - 7"  X  5' -- 6'1 X  75' - 0'1  l 基 附 属 品 共

、、‘  
キ サ

玉 子 式 14 切 練 l 護

勺 ヰ : / チ
王 子 2提 B 型 及 O じ型( 翠 )J 開〕 2 裏

ヱ ヤ ロ ツ ク
笹 6 I火 長 11 収 3 箇

可ヨr 三/ ロ ツ ク
笹 5 1只 長 8 I火 6 pナ

l 筒

ヱ ヤ ー シ ヤ 7 ト 径 4 灰 長 10 !!R 5 本

同
径 3 沢 長 10 吹

30本

土 場 パ ケ ツ ト 容 積 17 立 方 尺 2 箇

問
同 10 立 方 尺 6 筒

同
同 4 立 方 尺 2 箇

官Z 機

(雌 2∞ 附 2 0 0 V

l 蓬

エ ヤ ー コ y プ

動 50 サ イ クル
レツーサ 11J

同
明 11L 合

i高膝 lCO

60 サ イタノレ
l 選 同

同
日 iL 30 ｾＱｊ＠ 220 V  60 サイク 凡

2  ｾ長 デ ロ ックf 1 l

同
明 f包 合 15 馬力 l 選 ヱ レペ - 1j 1 ー用

同
同 10 馬力 1 護 ミ キ サ ー JH

同
同 10 馬力 i 選 パワ ー ポ ンフi fJ

同 芝 f甫 IS 馬力 2 墓
ホ.

Y  7 '  m 

同 時1 'i".i 合 7} 馬力 l 護

第 5 節 地質による沈下抵抗の想定

沈下抵抗を想定するには先づポ ー リングの記銘並びに採取土砂の標本に よりて研究し .

各府の厚滞及水分の合有量等を参酌してからこれらの地居と潜画との聞に起る表面摩擦抵

抗の沈下抵抗となるべきカ度を想定する ものである。

低記第 2 節の質例に よる井筒型 ( c け c
2
，c. ) 及長方形 ( c " C ，) 樽画基礎の場合の想定

表、重量表、摩擦抵抗表を参考に着陸げる と芸大表の 如〈なる。( 第4・5・6表) 此の場合金深さ

を通じてその摩擦抵抗告? 毎平方尺 200 封度と 定めて計算せるものである。

第 4 表は各地居に於ける丸L口下の支持力の想定であって最深部の地厨に於りる最大支持

力を毎平方尺 5 噸にとっ1: 。

第 Ｕ 表は上記の組定に劃する各蹴 の 借 ｪｱ の沈下重量を示しに も ので不定重量とはド 付 Ｍ［ｊｉｉＨｾￎ



重を力11へ? こ場合の最大重量を示しにもの で ある 。

第 6 表は各蹴の潜血の第 1 回目及第 4 回目沈下に首り て. 金 摩 燦 底抗を示し? こもので下

欄は Ｗｫｾｲｬｾ 付 、 両内 の揮 発墜及 克 ，ＯＮ ｮ 下をｾｾ肌撃して支持ブ ｊ を去り＿こる場合の想定沈下抵抗を＿示せ

るものである 。

第 21 憧l及? iP 2 闘は以上の表を闘表として示しにもので前者は ( C
3

) 披櫛! 喝の各種沈 ー下

重量及沈下抵抗 を凶l示せるもので第 22刷の方は各球淋i ! ' flI の沈下重量 と推定の沈下低抗と の

防 ｬ 係を闘示 ｶ･ｴ 施に営りｊＡＨｾ合するものとす。

ず¥1帯地工事に蛍りて沈下の際彊盟公傾斜せしむれば著し〈支持抵抗を士宮カ11 し沈下を困難

ならしむるものなれば常に車rn心の注意を排ひ傾斜せしめさ'る 綴に注意し . 若 し傾斜 せ るこ

とを稜見しにる時は直ちに楠正を行ひ 7こる後工事を進行せしむべきである。

第 6 節 潜 函 内 外 の 照 明

潜画内の! ! ( ¥I 閃はシャフトに取付け? こる瓦j折哲' { f 通じて配線し普通 50 ワット電球を坪営

り2 個の割合にて収付けば十分である 、 シャ フト及筑間内にも前記の配線より分11i . l i して気

第 4 表

:H ' f と支持1J 2土び十昔、幽側壁( 木又はコ : / 7 リート 〉の表 面 、摩 擦、 抵 抗想定 表

'f t  支持力 屯 よロ ｉ ｧ ｾ
合 7)( ;[注少きなJイト 合 * i 立 多 き 似 合

側l 考
の最 大 雄 総 抵 抗 のfU小隊j制止抗

ま弘

f中もH 子及ちt泥 2. ∞ 30J .00 Ｃｪ ロ ｉｾ 40. CO 韓/ロ '!R 本 工 事 には一部分よりな し

細 目 砂 3.∞ 350. 00 
fI 

30.∞ 
fI 

7古 目 砂 3.50  525.00 
fI 

35.∞ fI 
硬 く腹筋 せ ら れ た る も の

砂 交 り 粘 土 3. ∞ 425.( 0  
fI 

55. ( 0 
11 

硬 質 粘 土 5. ∞ 700. CO 
fI 

70.00 
fI 

本 工 事 の敷地盤直上 の土 質

現ｾ 5 表

各 首 主 潜 降l 沈 下 設 定 表

、
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重

定
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に
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ヂ
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は

周
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…

J

ア

ヤ

離

必

貼

は

-

便

秘

佼

全

の

の

イ

シ

距

が

の

裕

ゲ

と

電

を

完

も

外

ガ

灯

の

と

等

閉

に

る

内

線

は

る

画

製

一

首

こ

是

開

北

ハ

げ

両

極

ト

す

o

織

に

過

る

、

る

と

説

、

同

ツ

有

る

は

問

も

り

る

す

燈

に

る

釦

ケ

を

す

備

ケ ソ
y  

0 ， C.".  (ヲ3 C4  o. 

』直 位 重 危 10. 50 1050 27. 50 11. 00 25.<0  

E君 1!-
</)  

重 :f，l; 0. 80 0.80 0.80 0. 80 0.80 

主i II ，'，J  
μJ  Ｑｉｾ＠ 孟t 2. 00 2.00 2.00 2.00 2. ∞ 

木 製 j 二宮'1 ［Ｉ Ｑ 筒Ｑ｛ ｾ 批 3. 00 3. 00 8  i O 3. 00  5. 10  

附加荷重 の ため の 7}<. J1l :iiJ: 18.( 氾 18.00 5ヲ∞ 18.CO 44 ∞ 

附力日荷 重 の た め の 倣村主党 30. 00 30∞ 5O. uJ  30. 00 50.CO 

刻f I.CO I. CO 2. 00 1.∞ 2.00 

l!'il 定 1[;: :Ji1: 13. 50  13.50  31. 50 14.( わ 2ヲ.40

不 定 :ili 泣 51. 80 51. 80 118.5つ 51. 80 99.90 

言| 6530 65.30 15つ.00 65β CJ_I  129. 30 

6 5  X I .I 



X I.J 6 6  

第 6 表

，各 貌 潜 函 沈 下 康 燦 抵 抗 表

ケ ー ソ ン 番 鋭 C， ｃｾ＠ C .  C4  Cs  

グのプ ーム及パケットの

動きを完全に監視し得る

様に趨首の位置に投光器

及工場用ランプを取付け

更に外燈を指定の位置に

取付 る事を要す 、叉必要

に臨じては臨時燈をも増

設し作業 に必要なる部分

を完全に! 照明し夜間と雌

も作業員の通行、材料運

搬等に竜も支障なからし

むることが必要である 。

上 向 島(¥ l.ls 

22α コ 22∞ 78. 0J  ヌ2.00 4860 

第

11. 0)  
11.∞ 39.∞ 11 α 〕 29. 30 

表 面 勝 抜

64.∞ 64. 00 136∞ 67.00 114∞ 

32.00  32. 00 68. 00 34. 50 57. ∞ 

4  

? f l 口 支 持

28.∞ 28 α 〉 57 α 〕 280)  48. 00 

凶

114.∞ 114 α3 271α3 11 7.∞ 220. 00 

計

43.∞ 4300 107.
1

∞ 
45.50  86. 30 

上 向 銀 座

5.50 5. 50 19.50 5. 50 14.6つ

賀3 一

表 面 摩 擦

14.10 14. 10 30.00 16. 10  23. 50 

7. ∞ 7.∞ 15.∞ 8.∞ 12.00 

? f l 口 支 持

16. 80 16.80 34. 80 16.80 23. 80 

8. 40 8.40 17.40 8.40  14. 40 

回

36. 40 36.40  84. 30 38.40 6690 

音「
15.40  15.40  32. 40 16.40  26. 40 

備考 上側 は表面摩擦にして卒均 2∞#/o l ! R. とす

第 4 章施行賓施

第 1節 忍 ロ 据 付 作 業

構曲工事を開始せんと

するには先づ地盤ｾ敷均

第 4 回沈下作業にては上向主主E廷を 15 特/ ロn，]" と し、双 口 支 持

力 を5 屯/ ロ 吠 と して計算す 、

第 l 位l沈 下作業にて は上 向 気 墜 を3.75 #/ 0 11，]" とし、双 口 支

持 力 は 3 屯/ ロ 吹 と して計 算 す 、

し水平に敷板を張り詰め

Tこる後正確tこ潜函の位置を定め 、敷板上に員墨を引 き付け?こる 上に 鎖骨製双 口を組立て の

上固定す 、ヨたに内装型枠の支保工を組 ι てこれに型枠を取付け 、内部型枠工事の終了 を待

もて鋭筋 o組み、検査の上外装型枠を取付け? こる後初めてコンクリ ー ト打作業を行ふもの

である 、斯〈て規定の時日を経過しコンクリ ー トの硬化を待ち て順次 に型枠及敷板を取除

き? こる上再度そ の位置を検査修正する のである 。

第 2 節 織 婁

港気に必要なる線、ての準備工事であって大値衣の如きものである。

a  ヱヤー ロックi X ヱ ヤー シャフト ;取付

b  詮集並換無用パ イフ・及電線用のパ イプの取付

C  エヤー の逆流を防ぐべきフ ラッパ ー・ ヴアルヴの取付

δ  エヤ ーホースの取付

e  ヱヤ ー ロックに信枕用気筒、厚力計及ケ { プルガ イドの取付

f  ゲージ室の準備

g  シャフト内の電燈設備

第 3 節 送 集 開 始

作業室の混援土硬化するを持ちて支保工を外し土被及びJk 墜にて慶搾杢呆の漏らざる程



度にまで空堀を行へば準備線、ぺて完了せるものにして窓に於て初めて詮無開始の順序とな

るのである。此際特に策問、集管の取付及電燈tsl の引込み等の黙検をなし曲の内外に十分

の注意を拶sひっつ建策を開始するもの である 。

画内の7 k を排除する? こめに理論集度以上の摩搾益集を迭ら ねばならない、この際画の内

7k. の排除と同時に室策が忍口を通じて噴出することあるにより特に注意を要す 。作業室内

の水 を排除し作ると同時に宰気を理論策聴に低下 し直も l二期撃の作業主? 開始す るもの とす

第 4 節 鎖筋組立作業と j毘凝土工事

作業室上部の側壁餓筋は強め池ｾ［の匝制部分ｻＮＺ＾［格子型に組合せ＿こるものを＿作り置 て 是を

「デリツク ・クレ{ ン」にて釣上げ て現場にて之等の稽 自のみ作業する方法簡便なり 、配 筋

を終り? こる部分迄 j昆凝土打を行ふも のにして 各幣画一 日約 4 尺沈下するものとすれば混i疑

土は五日の硬化日教を求むるも の として各井筒の「 コン ク リート 」は地面上又は水面上常

に 20 尺以上を保持する様作業を械翻する 必要がある r

第 5 節 掘 撃 ー沈下、擁底及び土棄作業

湿気を開始せば直ちに作業室内の繋頓を行ひ土砂の掘撃に着手す . 地質が砂及粘土 Tよる

場合は殆んどさを部「シ ョベル」を 用ひて行ふ事を得るが若し硬地居にして「ショベル」の使用

困難なる時は「ヱヤ ースぺ { ダー」を使用す 、淋 l晶夫は通常 2 町坪に 1 人の割合を以て配す

るを埴蛍とするが是に監傍及び指等の震に工夫 1 人をカ11へて常員 とする のである。桝l也内

の策駅は掘撃の進行 と地下問水の稜度により明駅す。従て淋曲第{ 勤時阿佐減じ、作業交代

1止を附加するは蛍然である 。

放に 1 日の所要桝画夫の教は最後の沈下深に到達する迄漸女に級敢的に培加する事とな

る。 Ｑ 持 ｬ 泊の沈下開始と共に潜 ｬ 耐をｾｗＺ立の正位置に導〈事肝要にして此の沈 下 は惜両軍司Ｚが

沈下m抗に打勝ちて初めて開始するものにして大偲衣の如き閥係がある。

沈下= 潜両重量〉周園摩擦+1穫祭上場カ+ 兎口支持力

、』ーーーーーーーーーーー- - - d  

沈ー下抵抗

政 lこ献策上蹴ブJ は作業室内に進入せんとする水の排除に要する摩搾空気の作用にして 、

此の駅搾杢策は双口高度 lこ従ひて必然に要求されるものなるを以て潜曲沈下の目的の矯に

之の気 噴 きを低 下せ しむるが如き 特 殊の場合 に ＱＶｾＡ し最も投意を要 するお ｬｩ である 、 治両の自重

力;t! : 下抵抗に打勝て極 めて順調なる微動的沈下 をなす場合は所511自然沈下と栴し最も理想

的の沈下方法に して附近地盤 を慣ふ こととか〈叉空気の損失も僅少で ある。

減l懸沈下と郁す るのは自重がノl、にして自然沈下出氷ぎる場合は理論集型軽以下に減摩して

沈下抵抗を減じて徐 k に沈下せしむる方法でこ の場合1'10業員は l幅内にありて作業を続ける

この方法に ありでは呆懸念理論集隊以'下に低下せしむる? こめに 作業室内に 多少の水、土砂

の浸入するは売れないから笹際上施工に於ては多大の不便を感するのが常である。

6 7
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叉自重不足の? こめに沈下不能の時急: 激に減墜をなして画に衝動を奥へて数秒間に沈下の

目的を主主する排気沈下の方法があるが. この場合附近の地盤を傷ふこと多〈且つ画の傾斜

を来? こすことがあるから、なる可 u監〈ペき方法である。

以上各種の沈下方法によるとも沈下不能の場合には「レ ール」其他の荷重を附加するか、

或は「ウォ ータージェット」を併用するか、更に「久チイ ームハンマー」で筒聖書を興へ沈下せ

しむる場合が住 k にしであるから首初の土質の調有、周囲摩擦の想定自重等の百十3討を十分

精慌になす事を要す。

Ｑ 特 ｦｬｩｬｾＱ 象定の深さ迄沈下せしめにる後更に交正口の下より外側に切鏑げて掠底作業を行ふ

場合には土質によりでは完全なる支保工を施すと共に双口の下に木材或はコンクリートの

支持盟主? 搬入して劇盟主? 多少増して抵抗能力に充分の徐裕あらしむべきである . 掘撃し? こ

る土砂はボト ムダンフ・パケットに盛り控管を通じて策問の扉の開閉に依仁? 替曲外に掛/ +¥

するも のにして再ぴ起重機を以て構外に蓮搬するを普通とす。

第 6 節 気聞の操作と信韓

気問は普通直係 4.5 尺- 6 尺、高さ 8 尺_ 11 尺 位の容積を有するもので上下 2 枚の扉を

交互に開閉し、扉の開聞の篇には左右各 1 人「パルプ」の開閉に 1 人を配員し「排出パケッ

ト」を遅滞な〈運時せしむる犠敏活に開閉する、 気 問 の操作に闘しては ｍｾＴ 闘及第 Ｕ 闘を

参照され? こし、聞に見るが如〈第 4 闘に於ては土砂の排出策問と人間の出入策問とが巨別

され第 5 困の如きは毘別されぎるも のである 。併し人聞の出入に劃しては急: 激減摩を殿禁

し所定時聞を以て詮祭或は排策せねばならない。此の際、大田告型軽ブJ 1 封度に劃して 1 分間

の割合を以てすれば安全である。

潜両作業室と外部( 主として策問の操作員) との通信連絡法は祭筒或は打繋音 lこよりて呼

癒するものにして複雑なる信続は之を避げねばならぬ。

揚げ方

止れ〈叉は止め)

却し方

高策費苦ーを迭れ

ドア{ の開閉

燈火消ゆ

燈火11: し

牛封度気圏至上げ

ｾ三封度集廊下げ

j告: 速の連績は注意を促すものにして即 ち「策を付け』叉は 『徐 k に』の意味を表すので

ある、宜際信蹴では 2 ツ宛切ってなされる信披 lこ封しでは必令1 M1言説をなす。



今一例を示せば( ・は信慨 。は阪信披)

u  0  0  0 0 0  0 。 。 。

、 注
意 」ー止 め -. _/

。0 0 0 。 。

L 一一一一一 ドアーの開閉一一一一一/ ' - - J 二 る - - '

以上は『選無 中止せよ 、画外に H¥るから扉を開V ' t j の意味を表し、両内に入 らんとして

策Illgに入り詮無 を始め?こるも耳が摘んで外に H¥1: い時の信慌を示しTこるも のである。

術以上の信践を以て不十分なる時は文書 を以て信披をする。

第 フ 節 沈下に件ふ外部作業

潜函の沈下を始むれば必要に感 じて遅滞なく上部下監足工事{ t > せねばならぬ 之には先づ

外装を組んで外板を張り付り 内部型枠餓筋と順次段取よく組立て混援土を打つ 、混凝土材

料は「コンク リート プラント 」の側に是を一時取り溜めて「ピン」の砂利、砂は計量器により

て計算ー投入すれば正確である 、材料が混合機上部にある「ホッパ ー」中に落ち込むと同時に

所定の「セメント 」と混合されて「コンクリ ー トタワ ー」の格上に捲主上げ流樋によりて幣両

内に於て成る可〈同一高度に捗る様配分する のである、外装の外板共の他は埋め込み只内

部型枠のみ最後気管外しの際にl I i t 除 くも の とす 。

第 8 節 地盤耐荷カ試験

地盤の耐荷 j ]試験は地盤 と作業天井と の聞に「プロック 」を積み重ね 、共の聞に 16 噸「プ

レツシヤ ーゲージ」を挿入し描宜減墜しゆきてf外IPIil の負何力を指針によりて讃むもので地

盤の襲位と頁荷カと の闘係によりて共の地盤の耐荷力を正確に算定することができるので

ある。

第 9 節 封塞コンクリート並に断気

f待曲の沈下完結せば作業室内に「コンクリート J { t >填充す 、即ち掘撃盈終の際は出来うる

限り負荷商簡を大ならしむる如〈掘り鎖げ作業室内壁地盤を清揮にし? こる後、「 コンク リ{

ト」 を「 シユ ー ト」より 策問の室内に浦し上部扉を閉 め? こる後 、下部扉を一時に聞けば「 コン

クリ ート 」の塊は其落差によりて速度を増す 、例へば落差 100 尺の場合

V = V2 g.ふ=も12 x 3 2.2 x 100 = 80 ft j sec 

の速度を以て支持盤に筒撃を興ふる放に支持盤刷局間むる事となる 、之が局軟弱なる地

盤中 にて支持力 を増し沈下 を防ヤ事の効果大となる。此の際、 普通の混凝土作業 と同様に

掻均し充分隅 k 超 j貫充する 様努力する を要す 、「コンクリ ー ト」が作業室天井に達しfこる頃

を計ひ、雨端に ある迭策管の「コ ック 」を聞き噴気せ しめ 、同管直下に「コンクリ ート 」を誘

引す 、既に「コンクリ ー トj 天井に 建せば全管の附兼は「コンクリ ー ト」の噴出となる ので之

を以て 完全 に最下部の思管を約半分担境充 し封器 コンクリート作業完了したる 事 となる .

封塞 コンクリート 作業終了後 . コンクリ ー トの硬化を期間として約 10 時間内外選無の 健
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放置し? こる後断策する が普通で ある、断書まを以て幣画工事は終了 し?こる故直に祭問並に策

管等の取除 きを行ふもの とす。

第 1 0 筒 i庇下測定及諸記録

双口据付 の際 、 部 曲 ｾＱｅ位置 に置 〈は勿論 、 ｪ 待 画外 接の 四 隅に 「ド ラフ イマ ー ク」と し て

4 米宛の目俸を付け 、沈下進捗に従ひて毎日高度を測定する t 共に共他中心高低の検測を

なさねばならない。

第 1 1 節 入函者の髄質検査と潜函病の議防

A  潜函病

園高 搾 杢策内にて作業するときは佐々にして所 ｦｩｭｾ 十曲病に Ｑｗ かる事砂〈ない 、 而して同病

の原因は大韓次の如し。

( 1) 策担軽の急激なる鑓化に依て起る 一種の外傷なる 、耳鼻疾患。

( 2) 関内に蛮生する策泡に依りて起る内科的疾患、即ち潜曲病なり。

之に針して人道的に充分の際急的設備を施すべきものであるコ即ち療養問 (H ospit al-

L ock ) を設置する外 、専門障を依喝して同病の治療に備ふるを要す。

桝 IP.函病の羽'dl 肢を禦ぐれば

( 1 ) 皮膚並びに皮下車IJ 純

( 2) ベ ンド

ＨＳＩ メ ニー レー Ｑｩￎｊ 民 Ｑｾ Ｇｆ

( 4 )  I ! l 詰脊髄抗j伏

( 5 ) 防li臓機能障時

B 鰭質検査

皮膚療痔f在、関紋、9:¥1怪異常

四肢側節其他惇柿

日夕章、耳邸 . 日開;r比

言語防:得、頭痛、件降、脊髄腕非

胸内苦問、岐噺、口j局、呼吸困難

入曲者は凡て蝿託専門閣によりて綿符なる身棺検在をして次に列記する疾患に :1:在れるも

の叉は其の疑あるものはj州通作業に不通首なるにより入画不可能である。

ＨイＩ耳鼻科の疾 ￆ［ｾ

臥氏管: 不遇 、鼓膜に於りる石荻化或は綴痕あるもの 、鼻カ11答児、議! 鹿' l tE等

(ロ } 内科的疾患

噺尿病、心臓病 、町li 結 段、肋膜炎、動脈硬化航、血四時 J 40 以上のもの 、!開策 、貧血等

f ハ) 桝目白病に直接附係な〈も入曲作業の結果疾患 を誘費す る民あるも の

ｾ ｉ ｊ 羽 ｦｴｩ ｩ ｬ向 Ｑ Ｑ 経疾忠 、 前 Ｑ Ｑ 経衰弱 、 Ｇｉ ｊ Ｇ 酸過多、 ｈｒ 病 、 Ａ支花的疾ＺＮＱ［ Ｇ Ｎ等

C  1; 象病方法

桝曲病の7象防法として諸設備の完備の必要であるは勿論 、気問( ヱヤーロック出入の際

の士 待感 、 減摩の規定を ｉ 市寸Ｚして滞 ｬ 泊病蛮生 の 原閃 Ｑ ｪＮる惜内気泡費生 の 諸 ｩ 床 ｩｬ ｬ Ｚｾ 了解 する事

が必要で ある。

入曲者の日常守るべき事項ぞ列記すれば次の虫nし。



( イ) 身韓t ' 持するに常に節度あらしめ過宝を恨ましな。

( ロ) 成るべく飲酒を慌み特に入雨前 8 時間以内には飲酒せしめする。

( ハ) 脂肪含有量高き者の飲酒を慎ましむ。

( : )  Ｒｾ 腹又は満腹にて入曲せしめすＧ 。

( ホ) 便通をよく整へしむ。

( へ) 睡眠を 7 時間以上とらしな。

( ト)ー 入画前には満働せしめ十直前 lこ1陪〈身( 盟各部の運動を行ひ傑呼吸をなし. 然る後作

業せしむ。

入画前に失の症j j ; たあるものは皆(fl !I の診察を受りJ ，t の判定に依るべきものとす。

( イ) 風邪の気味あるもの。

( ロ) 胃腸に傷害あると認めらるるもの。

( ハ) 特に疲努せりと認めらる〉もの G

( : ) 昂奮せるものo

( ホ) 宿醇せりと認めらる〉もの。

( へ) 肢量 、鼻汁、 11因l度、頭痛するも の。

( ト〕共他 身胞に多少なりとも異常を感す・るも の。

出曲直後にありでは次の事項 を宣行さす。

( イ) 出曲直後に入浴せしめ身轄を摩燦せしむ 。

( ロ) 入浴後は温き茶、コーヒ ー等を給興し約 i 時間休憩せしむ。

〔ハ) 出i均後 3 時間を経過せき' れば工事現場を退場せしめす' 0

凡 て潜曲夫には途中設病の; 侍のJ 1j 主主に稜見者をして敏速に現場事務所に通知を乞ふ旨

記 入 し? こる「カード」を所持せしむること必要なり 、

第 5 章 大阪市内に於ける賓例

大阪市内に於いて 、本工事を保刑して基礎工事を行われに建築物は 、次の 4 筒所であっ

て各 k 其特異性を充分に蛮探し、信領される基礎を構築され? こも の と云へやう 。

以下各別に共概要を記述す。

第 1 節 十合新築普通基礎工事

場 所 大 阪 市 南 直心粛橋筋

一般 施工 大倉土木株式合批

設 計 村 野 藤 吾 建 築 事 務 所

帯l泊 施 工 東 京j待両基礎工業祉

着 工 昭 和 7 年 2 月 竣工 昭和 7 年 6 月 潜 i泊笹 3. 5基

地階t ' 設りられる周囲地盤には 、一般に倣はれる銭矢板土留を施し、水平支伐と工を要せ

さ' る範囲内の深さに 、根切され? こる地盤面に於いて階自訟を築造された。

共大部は直筏 Ｗ 吠 ＶＱＱ 寸 、 長さ 約 ｦｩＶ 尺にして、躯簡は下方 ＱＶ 尺 Ｕ は鍛筋混凝土をｾ .J;I，、て迭
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られ、共上部は木ii!t井向側にて締法し. 作業室は其高さ 6 沢 、刃 口は幅 員 6 吋で ある。共

￘ｬ ｬｈ 副はｾｾＡＧｉ ｬ ｛ お ｼ に示しに。

治的沈下lふ 地 表 面下約t : 0 J ( の小磯 t見り砂屑に迷せしむ・る -nJ < 、青[.聾され? こものであっ

て 、 最初 Ｒｴｩ 基の射撃に清子し、約Ｇ Ｎ ｛ ｾヶ月にして ｩｬｬ 筑を行ひ沈 ｮ 並行中 、地 質共 他 の 閥 ｬ 系に

より 、沈下困難主主は桝泊の傾斜h15疋等に相官の 日放を要し、1: めに共肱基は相官l 泣ー延し仁

枝ーであるが、大日1 ¥は 12 日- - l 3日 にして終了され仁 、共後の ものは種々改良を刈lへ， 1 迎間

前後を以って 4 基~ δ 基を同時に沈下修了しにものである。

各階 l必U，沈ー下終了後 . 各々 時間f ; f : ; 31[ 品|に示し? こ虫n Ｈ 、 錨 ｮｪ￭ｩ 見 ｩ 提 ニＱ Ｚｾ の蹟大基 礎を設げ 、

基礎 を完成し?こも のである J

共 沈下工程及活気々感 をプロッ トしにものが第301，凶であって 、理 論 上の気l眠も同!酋|に添

へて、 其閥 係を l切らかにし1: 。

本工事に使用されに気問は約 6 fli，1で、筑間は内 !t 1{ 3  I!R、長さ 10 I沢のものをmひ 、盗事{略

縮機はウォ ー シン トン合枇製にして 200 ｈｐ ， 毎分 Ｑ ＶＰＰ 立 方ｾ尺の谷呈を有するもの Ｑ 基を

使月j され1: 。

第 2 節 伊藤高商庖新築i替函基礎工事

場 所大阪市 ｊ，ｪｾ匝本 Ｑ Ｑｉ｛ 4 丁目御:草' 筋 g武 百! ノj 、丘jボ建築事務所

一般 施工 株式合祉大林組 iH 崎地工 *京I作曲基礎工業11辻

着 工 昭和 7 年 1 月 竣 工 昭 和 7 年 7 月( 2ヶ月 休 II二)

1俗 画 主1: 33 基 Ｑ｜ ｪｾ 附対抗画 7 基

伊藤高商l占建築1.1 . 地階周回の内凶I及北 fJ !l Jの二方は 、鎖 矢i交に似てる土却を以ってし、他

の 二方 は本工法 の 利ｽｊｪによる監宇ＺｊＧ ｩｦｾｩ 喝を設けられてゐる 、 共施凶はＡＺ￭ ｾＳＲ 固に示す 釘 Ｑ ( 、鍛

Ｑ 笥 混 ｩ 挺土にて ｩｩＡｩ ら れ 作 業主は 、 ｉｐｩｩ［ ｴ ヨ Ｗ 吠 ＭＭＱ Ｓ 吹 、 長 さ Ｒ Ｘ 吠 ＭＭ ｾｗ 択に匹分されにＷｩＡ Ｑｾ に 、

l享約 ] ，5  I火の織 筋i毘i鋭土監を附随し、地下約 50 択の粗 目I沙jきに逮せしめ設置されにもので

あって 、此 の野間は地下l J I l ¥撃後、f :t 側蹴矢阪の土ffi に到して 、水平文{呆工が施され 、地 階

工事中のー1:切に利用 されにもので本法利貼の主 'J!J 1i. 一白1¥を，'i t J るも のであらう。

ｦ古ｉ 各階ｉＡＧｦｊｬ各 ｫ に千 ｊＭ き 、外 壁注の ｬ ，ｾ礎 Ｒ 基分も試りられてゐる。

沈下作業は 1 )':1 中旬より開始され? こが 、市 ff !l Jに於いて地下に出殺されてゐ 7こ石lri.fJ 'i に、

双口 の一端 が失ii;・k 此 の降客物除去に遭遇し 、産! ; なか らす拙滞し1: 棋様なるが . 1象定の

計 葺を鑓更 することなし進捗し ＱｾＱ この も共特長 の一つで 、 故障な〈匙渉し Ｗ こも のは 、 Ｑ

週間内外にて終了しにも のめり 、共 の 沈下工程表は ｕｾｚＹ 凶であるの

潜両佐は地盤町下約 ＳＵ 尺抑 ｩ 盤後に於いて 、 ｾ惚全部を ＿ 餓筋 ｩｦｴｩ Ｎｫ ｉＺＺにて ｩ 孟 られ Ｎ 出耐 Ｑ Ｐ

尺方形、- 14 ) ミ方)I' T にして 、高さイII} れも 15 )-cの ものであって 、 共沈下作業はが-) 4 日r: IJ にて

終了しＮ作 業室 内 の ｊ 昆鼠 二 ｌＺｬ 員充は ， ｕｾｬ 邸に於りると同様に施工されに 。

使用主主附は 3 1161，筑 間は直ぞ1¥3 択- 4 択のもの 35 本 、空気摩縮機はウオ ー シントン定置



式 200 H P 容量勾: 分 1360 立 b 吹 l 基及ペンシルパ ニア偵置 、100 H P 容量 470 立方択のも

の l 基である。

ー第 3 節 東京動産火災保険大阪支社潜函基礎工事

場 所 大 阪 市 東 匝 京 橋 3 r 目 設 計 伶 藤 グJー建築事務所

一般施工 大倉土木株式舎祉 潜 l泊施工 東京潜函基礎工業ffu:

着 工 昭 和 7 年 7 月 竣工 昭和17 年 10 月 潜曲 8 基

本工 事 に於げる潜 ｬ 歯はも地階全面積 ｾ 桂数本を ＿ 包有して Ｘ 仰のプロックに 匝聾し Ｎ共底

分されTこる ー潜 i泊に附随せる柱荷重( 工事完成後の) の重心と 、潜曲面積の重心とが一致

する機に計聾されにものであって 、共のプロックの一つは、第冶( J ' j の伊藤良; 商! おに於げる 、

壁付潜曲に類似し? こものであって、地下 25 尺の砂利混砂居に到達せしめられ? こり。

潜曲に附随せる錨筋混磁土柱は 、共ま〉地上に延びて建物を構造される結果、潜曲の水平

移動に充分の注意を梯われ . 僅か l 寸内外であっ? ニ コ尤も j栄さは前記各潜崎に比し、治か

に濃いものであるが 、順調に沈下作業が完了し? こも の と考へ られる 。

特に此の工事場附近の ｍ 川 に 、 蓋 枯ｾ 利 ｭ して之れに室気墜縮の機峨設備をな ー したるは

其れに依る震動を防止する上に 、非常なる好結J誌を穆げにもの と云へやう 。

第33闘は印 ーら共の一潜曲の略凶である。

第 4 節 大阪松坂屋新築替函基礎工事

場 所 大 阪 市 南 直 日本橋 3 丁目

一 般 施 工 竹 中 工 務 底

設 計 鈴 木IP良次建築事務所

潜曲砲工東京潜画基礎工業枇

着 工 昭 和 7 年 7 月 竣 工 ( 現在工事中) 潜函庄 71 基

使用せられに潜曲の形 ｊ 伏は 、 闘形 、 方形、 長 方形の Ｓ 種額ありＮ内閲庁長ｾ主とし共同告闘は

第 Ｖ 闘に示す古川 、 彊韓は全部館筋出凝土にて巡 られ Ｎ 潜崎住上部地盤厨に到る ｬｾｩｬ 分は 、

井筒側を設りす沈下し、地階工事期撃に従って 、共部分の気筒を除去せられ? こ。

叉作業室の面積を其上部より幾分蹟大せるは 、側壁摩擦を腕滅する 1= めf闘はされにも の

ならん。

構 l函は地表面に於いて築iiEせられ、沈下を行ひ . 最後に作業家下方に設けられ仁志披大

基礎は 、十合と同 慌の工法に撮るものである。此の敷地の地居は 、所謂堺筋新居に首仁

目的地盤? こるHl 白砂層に主主する? こめ . 階画の深さは不同にして 、 56尺 - 70 尺に及ぶも の

めり。

使用型軽縮機は 200 H P  Ｑ 基及途中に於いて 、 同容量のもの Ｑ 基を増設し 、 祭問は犬小川 ＱｾＱ

に依って作業を進められてゐるつ

7 3- X J.j 
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第 23 凶I 1)f燦 誠 商 庖 建 築 工 事に於 け る 「ウオ ーノι ヶ ー ソ :'-- J の問

訟 を 示 し た も の であっ て 中央 部 の + 印 は I シリ y ダー ケ

- >' :.-- J の位 置 を 示 す

ｾｾ＠ 24 凶 向上 機被 設 備の配置を 示したもの で ζ の場 合 f コ : . - -7・

レ ツ サ - J の設備は附 近 の別扱 地 に据 付けた ので本聞に

は現 はれ て ゐTよい

第 25 I副及第 26 圃 同 上 東 側 南 側 の f ウオ ールケ ー ソ :'-- J 沈

下関係国表である

第 27 園 同 上 東 側 「 ウオ ールケ ー ソ :'-- J の作業中の欣況 を示 す

第 28 幽 向上 南側の作業欣況を示 したも の である
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こ の 技 術 と 特 長 !

届 杢 闘の設計と施工は最 も 新らしき 、 品 ｩ 関与 ｅ をｾＱＡ｜ Jl J して古

さ 絞 験 と研 究 を 凝 らした 、母宅附湖特の設立! と施工は 、? 早済

的 に ｴｴｊｔｊ 的に良に皆さんの戸外休謎 ｦｦｲ としての御ｾＺＺ誌は先

安? に共骨'ii して居ます。

造 、 闘 樹 木 の 大 劇 場 を 有っ てれ樹木を多〈裁

がt して居ますから 、主要治 !;:ij ; j Yj "料たる 、樹 木 が 最

も安〈良い品が使へます従って池山m川がゆく

て先制ii した l i i1Kな証苦闘 を訟る事がu 1 米 るの で す

とのこ拍子揃 った 湖特の持術

と特長、 ζ の魅力 こそ は. .

駒i然他の越従を許しません。

「造園案内贈呈すJ

養樹園に生産さ

れる晶と販責晶

ｊｦＡｩｾｊｬＱ 樹 街 路並木

果 樹 首木 淑 j主樹 木

花子f 球 根 積 子
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4  

1  傷園・巴里アンリー・マルタシ街アパート

2  i' 勢固・巴里 シャシゼリゼー街・メーゾシ・ド・フラシス

3- 4 襖園 ・ウィーン・住宅圏際博覧曾

閤 際 新 建 築

E  

設 計 ミツユノエノL ・ノL ー ・ス ピ ツ Y 氏

設 計 ポ ワリ ユ ー ナ 氏

設 計 リー トベ ル ト + リユ ー ノレ サ 雨 民
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御 必 要 に 惚 じ 何 時 tこで も耐' 員をi J l ¥し

詳 細 l亡亘 0 御 要 求 事 項 を 御 説 明 '4j -，'.

ゲ ノ

。、ソ
フ 3蔓 5果 床



展 覧 合 場 入 口 ｬ 展覧合星生考 ｉｕ 品 ｲｾＩ

満十五年記念の各事業を記録して

本合自，)立十五年記念事 業 11 10 月から うた々致定 のjffi

奉 行 さ れ た が 11 月 l 日か ら 7 日迄之を特に本舎の詑

念辿問と して級々の他が行ばれた ゆでした 、μ11 ち「住 み

良い家の皮質合 J Iよ l 日 より 1.1 日迄南海高島民 に於て

I鑑築油{ ? ? 大消波舎 J LH 記念祝賀大合 JI 工2 日正午から

イ正にかけて大阪 ，lirl .
1

火: 公合公に於て「見挙合 J 1よ3 日か

ら7 日迄 の IlU、大阪払舞伐座 、総ケ E ・プミ美野雨博覧合

京椛御所 、イ'，llr向御所、45l 殺 邸 、飛禁問 、辰 馬 鍛 造 工 場

JJZ 日本ペイ Y ト工場: 宇の各 [fr を順次見撃 し、執れ も合

員の参加多段で盛大 に而か も無事に終了しま した以下

は簡 41ではあるが 各委員諸氏からの筆になる記録 を縦

め た ものである 、係リヨ島民耕民 1 ) 努を多謝す。

住み良い家の展覧曾概要

本 itJ，合が昭和 3 1，ニ の秋 第 11旦1/) ill 築知識普及炭質舎

を心ｚＺｾ橋大丸百貨府にｬｊ ｩｊ HUして 、主I t 築界 1コ現! t k を汎く

肩上舎に紹介し、ill 築知識 の普及を闘って肩上合大衆に呼

びかけ て 以来 、 そ の 反詳 の 大 な るに鑑み 、 ｾＮ，Ｎ 2  [ 凶は貸

家主It 築展覧合 、i:!1 3 回は高! ? 人と住宅展覧舎と位l をlli ね

て内容も充1主洗練されて大成功裏 に縫縦せら れ て来た

のであるが 、 昨 年Ｚ よ 合 ｪ Ｎｵ ＩＩｾ 総合もあり休合したのであ

った。然る に 本 ＱＱｾ は 本協合創立洲 ＱＵ 'j:: に中目前ず るの

で、記念事業と してやE 々計ili をす A めた 心である が、

その事 業 D ー っと して昨年体合 した皮質合 が力nへら れ

た のである。

従 来 ノコ i展覧合 1 ｾ 年中行 ｬ ｴｾ ＯＩＭ Ｎ っと して 殆とＧ令合員 、

全職員 ノコ 勢力 を集 Ij J してゐたノJ であるが、 本年は 15

年記念事業と して 展 覧oの外住宅博覧合 2 ケ所、講演

合 、問書出版、祝賀合 、工 場 見 皐 等 が殆 ど同 時 に行 は

れる筑 1: 、 その街に' 6i・る委員も職員も 1J を他 に殺がれ

てゐた にも係ら ず、幸 に舎1あの ;¥'1; Ｎｾｨ＠ );見 11111 ゾ' ) f ! ll )ri(，と委員

職員の努力 によ っ て立汲な 成 制 を着陸げ fリーたのであ った

1; i' 1長野舎 lよ7 月に聞かれた第 1 !'!]準日1! 委 員 舎 で合 名

を一般大 衆 に ＰＧ｝Ｇ びかけるｾに ｬ 之 、 柔かく線〈ものをと

/) 見地方、ら「住みrぃ、家ノ') 1足首合」と命名さ れたの であ

る。 合 場 l土丁度 10 月 10 日か ら南海大美野佳i 凶 都市に

Dl J かれた本合主催。住宅博覧合 の第 2 令場と云ふ様な

意味で、幸に新裟成った南海 ピノι の 高山屋百貨庖の了

併を得て 、 日目5' /) Ｕ 階 が借り受けられる ｚ ｾ にな ったの

である ι 次いで計重賞地委員合 によ っで、合場事。賞、

展覧合概姿、王象i草、f.1i門 、委員並にそ の捻高等を 決 定

して清々 11
1
¥世11せられ 、 10 月末日 に令 く成り 11 月 l 日

開舎 の運びとなったのであ る。

本 l展覧合 は計貨 の概要 に基 い て次の 4 郊に分ちて 貨

施せ られた のである。

1 総務部

2 貨物出 li ft 部

3  m材- 出品部

4 参考出品古1i

以下各部 の計 賞 、h 組i /) J!j.; 況 を簡ril に記 して見ゃう υ

総 務 部

首 mi 委 員 には 商品展 t 合 J15とする 闘[ 永上 、協 合 委 員

ノJ 外泊i品魁支間入、1m物f¥ji ::l 乏を向・1-よし 、目、務 、令討 、

工i: 停 を学: る Z)れこし た。

宜 停は協合 15 年記念事業2主体f . 1i で 1・[J 品IJ した: 主体ピ

? 約 6 ｲａｾ 欠 が 、 合舟 ｊ ｩｬ 直前 にｾｩ｜ｬ￭問 ｉ 反次 ｊ ， ｾｩ に 依Ａ倒 し て 市

内外 に配られ 、叉言i 品展で作成せら れ たポス タ ーは市

85 xl l  



展 覧 合 主 主 材 出 品
同 1三

内各五 ｦｲ ｾ こ 掲げられて 、 炭箆合 の主 旨を高翻 し た ので あ 員藤引 jl，トlて邸など の湾 民ゃ恒1表が127h-に陳列 されて あ

ったの る。 市役 所 tH ｴ ｲ［ｾ｜＠ v ' ) 大阪市下水道官I-jft の大闘面と模型 は

主幹J'こ各部委 員の熱誠と高 lキ屋の班f Wある後援 とによ 目下市 にて計ill l宝施せるもので 、市 民 の衛生と草野接 な

て準 備令 〈成り 、第 l 日たる 11 月 l 日l長' i ' . t 合の防j 舎式 闘係 があり機を待たもの と し御覧者の闘 を引 いた 。

を行 った ので ある。首日 は曾長官ザiめ役員 、展覧合委員出 又獅滋に於い ては 世界大戦後一時 に多くの住宅 を必

品 者、高島屋jUl J役 員 等 で 合 場たる高 島民 7 階サロンで 要 としたので科率的に 考慮を抑 はれ て生れたのが集合

盛 大 に日11 かれた のである 。 住宅であ るが、 その一つ 「ダ ーマシユトツクジ ー ドノレ

それ以来曾期 約 2 辺 問 、多数の淑E記者 を迎へ 、委 員 ング J の模型、平而岡 、童話員、諸統計が陳列された 。

は 午前 、午後 、夜 と 三 交 代 して 合 場 に詰 め或; 土説明に :J ¥': 闘でも 不良住宅の己主夏 、住宅政策の獲感な時に 、UJ.，

或 は 事務 に、級覧者を して 遺織な く本舎 の;怠の存する 合 が とのｾＱＧＱ Ｇｉｍｬｩ ぃ衣料を公開 し た惑 は 誠 に 時宜 に 通 せ る

所在知ら しめたの であるの 企 てピあって 、不良住宅を位み良い住宅とするに際し

参考出品部 て、一 般大衆もか L る住宅 のある事を 知り 、専門家は

合場入口 には tt物出品部 の海身1¥、土l'井材木 j苫出品 の その言I-mの大要を知り 、又 i事政家に は位宅政策に到す

各 都 木 材 に巧 に 組 合 はせ た門柱 が鐙 てら れ 、本展覧曾 る手段を 暗示 し、事業家 の企業 の 目標ともなった事を

に通 しい思付きで人目を号|ν 、た。 その ーとの{ 主 みJ主ν、家 私 に喜 んでゐる次第である。

の展覧舎 の看 板のあゐ 門 をく ピると其} j J j ーが霊長考出品部 建材出 品ms

の似i列であ る。 官｜ Ｍ ｬＧ［， ｓ は財界不 況 の 折柄そ の 成記 Ｇ Ｑｾｮ 何 と 心配させられ

z参曇考出品? 古苅部t司邪1官l は主と して本4年F皮 協合で募集 した懸 f負i

よ袋島{位主E宅包1滋込古.選 悩倒l案 li即1可叩f J ち「イ位主み此い 2家長の設言引l 悩凶lJ iをを 陳列する 角餅f(千ある 出品申込によつ て、汲1惣期q羽l止以i 上のR成覧記紡Tを牧めた の

Z本lれ》μlに亡した のであ る。 先 づ大奨野閃 闘榔市 {位圭宅設言計1-1随闘畠到l、 である 。

1'1: 際に建つ る住宅設計図 、総ケ丘保健住宅設計凶 、 メ 出品物 は主Il: 築 制料日[1ち 木 材、石材 、合 図 材、陶 磁製

ート ノιJ去に よる小住宅設計図等を整然と陳列せら れ た 品、政物 、塗 料、壁材 料 を始 め衛生器具、成 房 照 明 器

のである 。 流石数百の感募闘案から選定されたも のだ 具告す［に到るまで約 ＴＰ 商庖が 夫 々 Ｇ ｾｾｶ 、場 ｅｦｲ を 巧 ｾこ 利用

け に皆特徴を持った優秀 のものば かリで める 。 熱 心な して 陳 列 し、能率的 な装 飾 を 施 して箪体 してゐる 。 背

御 覧 者、母量生 :々 がプテ y をス ケッチ してゐるのもある。 住 み_tt v、家在廷よる材料 で あ り、住 みuぃ家の設備用品

又 は夫婦連れの淑覧者一つの設計図の前で主主に計21E を であるから 、家を総てる人 々の 孤には非常な腕 心、を 以

雑l らしてゐるのも見える。 て凡られてゐるので あ る。専 門家 1'::: 材料 、総 共等の 比

又正面の盗而に「生iミみJllい 家 と は ! ｊ として ｖｩｾ館 、 術 絞研究をな し、一 般 大iRkは熱心に武明野をスケッチし

Ｑ 三 、 ｻ［ｴｾ安 、 能率的な ｦ 主 み 此い 家 の 必 ｾｈ 糾 ｬＧ を十 ケ依氾 たリ 、器只a の{ 火川 I.t. 苧値段 H iJ いた日して ゐ るのも見

げてイ主 み良い 霧〈在高調してみる。 へる。謎々本さに| 句」、ので暖房器具 l土石J 成併究さ れ た

ＧｩＺｾ 部のＭ ￭ｌ ｾ ｊ ｲ こ ｬ よ 関西土 地株式 合 枇 出 川 ｬ の大美野 ｬ 王 Ｑ 闘 様である 。 :!t k包比 虎に資約 済 の赤 札 も 見 へる。蓋し首

都市模型の 出品があ っ て、住宅博覧合第 2 合場として 部 の出品 は大成功であった。

の意味が現 はれてゐる 。 貨物出 品部

衛生的建築 の必要保件たる採光に闘する研究ゃ、 合 貨物出品と しては本 年 は中流住宅の l 戸主殆ど完令

民 11 86 



ｬｊ ｪｾ 冗･Ｍ ｴｴ 物 ￭ｬ 汁［ ＯＡ Ｎ ｌＺｾ ，＠ Ｈ パｾＡ及 、 Ｑ Ｕ 針〕 同友 ｌ 選別 、 会ＱｩｾＩ

十こ必 リあげたので ある o l7I i も興、 L れ たWz地 としては

杭 3 1WI 、に長 さ 1) 1mの制IJ ミい もので 、乙れ に よ く問'ti' (

せ ら れ た 信 {士 、8!! t妻、 /li i ｮｮ 、 食 ＱＺ Ｚ ＺＧ ・ 、 く Ａ ＿ 続 、 ｾｅｦｲ 、 裕Ｇ手 ｜

便 所 に 到 るまで先制i して 居 1) 、乱1』品I ' j ，' f t 令な住' 七と し「

Ili JにイT」、ものであ った 。

誌 には 橋本 泌 ｦｾｾ Ｑ［Ｑ［ t!-! Ｑ ＧＱＱ Ｑ
， の古 ￭ｪ 泌がある 。 杉 ，ｬ ｾ 木 の 日 本

式 路闘 に 新 し い様式 ι 焼結ゃ 日時計 があ っ て 、 出Ｎｾｾ 鵡 地Ｚ

慌 に治: を部、迎 して ゐ る!Ik:l 誠 にな どやかなものである

前 民主 から入れ は ａｊｪ るいモ ザイ ツク タ イ ル夜 りの玄 ｾｊ

ニU lfJ がある o ff4'Ii¥J のお にi:5: lli リ8 iJl ii 大 の 肱 接'手・7戸、心

地上 〈内e;z，:せ られた点子 的 ヲー!l: 'j'b在住' 七の 8f!，接l i ¥J ら

しν i 寄付さを児せ て ゐ る。 ζ れ に 隣 っ て 6 帖大の J.t 'l ::' ・

がある o t7J[ i7; J  ::t  白色 に格ら れ で 、 ｉｾｪ の 窓からは 小味口

の1')とい 光 線 が 第一 11: ν 、に投げ入れられて 如何に も{主 み

f.¥_ v、家の 食 堂 らい、 感 を奥へる 。 ζ れ K おれ、 て 選所 地:

狭 い 場所 を11; に手1J JI J しで 能 不 的 に 、衛生 (IJJ に設 備 さ れ

τ あ る。 浴案 、 使 ｛ｦｲ ＢＮ ｦｊ［ も ｆ イノ ι Ａ￬ｬｾりで誠に 衛 生的であ

る。民 ｬｩ 下を 隔て ｾ rj ，' JiIiーも 採 つ で ある 。YIli 下の 突 き日 り

に畳 敷 4 帖宇 の居 nnが & る 。 床 の IHJ や書 1位、地袋も 71i

手 法 に 拘 泥 せ ず 能 率 的 に fl :槌 らへられ 、 中 庭ーとの li¥J Iこ

2 1/¥

'

i大の板敷き す!f 僚 がある 。 '1'佐 に而[ して lf，か l 主|ーを

刺川J した もので はあ るが魯 併 らしい静 かさ と般市5さと

が快〈 感 ぜ ら れ る 。 と のYu; 下方為ら: %J ii を!お と野菜仰lや

提携まで考へられた{ 即|を泊 っ て令書誌 を:-Hて行 くの で あ

る。従 来 の貨 物 ll:l品 よりも殆ど l 戸 の 各 民 が lliij ったと

え斗駄て・ ，c 荷I;に 成 功 したもの である。

一般 観 究 者 :t+日iJ 証t から版、後半: モ:ij J . ! いて見 て更 に玄

闘から入っ て、恨の以分をプ己分 IU、ひ会1: :: ・の fl!? 潔 と術 JI ミ

的 なる を 貸 し 、 落 ｪ 況 の ｦ ｊｴｬＺヰ ｉｊ をｾ Ｚｦリ イ ｔ ひ 、 叉，Ｈｲ￬Ｍ計三 、 仰 ｉＮ Ｉ 況

の1:(: I 生的 なる ζ と、 JiI: .Ii¥J 干舎がの i寄付 きとを 貸 しつ A

tJ 1て行 くので みる 。

かくして 、 ζ の展 覧 舎 は最 初主主考 :U I日z郊の{ 主 み. Rい

米 を 岡 市 に よ っ て lit( に官 l' ，!i L 、住判 U: 1 品郊で材料と設

備 の知 識 を 符 て、 更に 1t 物l I 'r1ft ， 1' ii; で[ 主 み頁 ぃ 家 のh 際

をI じ、 ゆ〈 まで翻 て一 般 加 究 者 i.t{ 七み丸 い 家の 紙 分 を満

喫 し 、 ｾ ｪ 、に ［Ｑｾ ｲ ［ＧＡｈ 上 宅 を 建 てんと 計 ｔ ｉｒ して ゐ る 人 々 には

多 大の興 味 を奥 へ 、灯。{ 阿の参考資料を提供 L: 符. てお初

の円 Ｈｉｊ Ｇｊ を淫 成 し た事は 、 Ｑｩｾ ［ 炭 ｲｴ￯ 舎に附係せられた余員

の努 力 と感 測 す る次 第 である 。

記 念 曾 誹 演 舎 概 要

5象而朝日新開放び 10 疏告書の 宜 保 ピ? によっ て 成 告

せら れ たる本 合 会 ｉ ｊ ｽ ｾ ペ的 Ｑ Ｕ 61ニ詑念事 業の 一 つ で ある 建

築 1m! 谷 大 講 演合 1-;: 1 1 月 2 日午後 l 時正|ミよ り 大 阪 rl i '1'  

ぬ 公 合 ｉ ｾＺｴＧ ・ に於て 側他せ ら れたが銃 に 定刻古 ￭ｪ よ り一般 の

ｾ人や家主らし いお爺さん 、 ｦ お て て は 「イ γ テ リ ｪ 紋の

市II--f:; iN負業. 者の番 頭 、材 木 鼠奇宇の材 料n}j などが詰め か

け 委日Il¥l lで l t 映 誌 の 試 穏 な ど を や る 内 か ら三 々伍々と

!市 を恨め正! 日寺小には大五時' 訟の大部分 lI 舎 貝 外 の 聴 衆

で ， Ｇ ｩ めら れた中に も 都鳥工業 、 今 町総工 、 閥西工ｾ主校

R'f j主祭 ;佼等 の 生 徒 ゃ 職 員 が数 百4うにま主し た。

定刻に 歪 る や 委 員 長 古 宇 111tt 氏 は時 川励 行 直 ち lて捜

1: に立たれ蛍々 と本 講 演 合 開 催 の主 i言を主sべ られ 直ち

に 1- 潟 市 街肢 の1主況に仰する E央部に よっ てJ t.の 建 築 上

に ) '<.1 :( す微 何 程 皮 を展開J して 級 殺 に新たなる 考 察 方 面

をJ)lJ へ 7二。*i ' i い て 波 江悌夫 氏 の rＺ ｬｉｪｾ＠ rli 吹 必 上 の忽ー務」 に

闘 しi1i 火災と ?1'!l I' 戦 より来る災: 作に闘し 市 民 の 鐙tWと

ｩｾＱｾ＠ ih'*明野トーに望者する ?: t局の持つべき JH%): に仲j つ ての 瞥

Ｎｌ ｾ ｩ Ｎ ｦ＠ t 技術者ノJ み な ら ず 銭 政 者 ' ' <. 市民に' .; ，干援する所多か

った。

ζ れ に引 っ ピい てお野! I t - ｊｾ ｉ ｜ 氏が「住居問題 ノｊ 将来 ｊ

に防J U史上 に71J: っ た 頃は令〈 満 員 乃盛 況 で氏 湖 特 D 見

附 を 平 易 に 家 庭的 に其 の方 向 を指示 せ ら れ 、終 っ て 直

ちに ri的洲都市文化抱設2土時局 に附する JI ]j，Wiに移 っ た

がこ れ は i前洲往築協 舎 が 本 舎 のiie念事業を f をする意味

に於て 書 記 長 石 田 氏 をi町立せられわざわざ持参せられ

た 近 彩 で 泡切 に 彼 地 のm況 を展示 し 、建 築 _I.. 木 業 者 へ
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建 築 渇 {幹 部 演 合 に 於 け る 聴 衆 ( 大ー阪 市 中 川央 公 舎 蛍 〉

の参考資料と して 大 に 得 る 所 あ り。それ に胸池 して 石

悶氏 Ｈｴｉ ｾ自 ｩ ｦｈ の倣 送分布 の 現 在と 将来 」に就 て略 附を鵠

揚 して 要 領 よく 説明せられ 、一般交; [1.1て戦略上並びに

附 工 業 上 の根 本 淑念に主主主主する 所多大であった。

次に京都帝大建築科教授天沼博ーしは前衆 の講演 と令

〈趣を h・4にし たる美術主主築上 の一般概念 を奥ふ る 叙め

「枇 寺 建 築の過 去 と 将 来 j と題 して 1'( WUを引き訓々と製

究 J ての見識 を:zp.Jb に講演を進めら れた' 。つピい て同与を

数授武田博ーI: (t r  I止界 の建築傾向」 に就 て文化に図 tJ1 な

き事と建築 の流動 は亦 図 際 的 に 日々新た に愛 称 L 行 く

も共 rm吾 人 のilnl 先 以 来 に体へたる傑き 根氏的 のよ きも

の を見失」、 ては ならぬ事と 、)' 1
1
.なる 外 閣 かぶれを Z止め

ねばならぬ事を教へ られ 、最 後 に本舎令長片岡博士1:11: 

って f建築と剥:令 J と題されて 、世界の業界をj J f . f鰍 した

る大 見識を披燃 して堂々たる論旨と感謝 l 士将に場をE隠

し、否人m築 業ーに携 It る者 を して 事正午限界を I".-:J 大 なら

しむるに 大 なる 1) を加 へ られた感じが した。

更に最 後のl ! ! h踏と して 大震火災訴時の東京市被代・ の

質況 It 一 般市民と しての 限 衆 をして新たに其の惨;ての

驚促す べ きを娃へし め 、亦戦と して 建 築 に携るものの

深 かき狩め となっ て時刻 の絞 過 も打わ すれ考へし めら

れた 。

映Z!I 書きるや高11合長池田 1t 氏立っ て閉舎 の磁 を主ι 、

あわせて本協令が今日まで な し* - れる nt t舎米 仕事業 の

殺［ＯＦｾ違反と 、 今 後 の 抱負につき切に其 の ｾｾ￭ｦｩ を設 か れ 、

一 居合員相 J L に其の責 務 の京大を白後せしめ られると

却 168

共 l亡一般聴衆 を して 、本協合干r:1r:の 主主義を徹底的にま日

悉せし め大盛合裡 lζ J E しく定刻を以て閉- e - を告げ た。

ο昭和 7 年 II 月 19 日記 滋 谷 〕

記念大曾祝賀曾の記

昭和 71手 II )'l 2 日決日本位築協舎合1I:lr.尚ー 15 "ド大 F?

の祝賀宴 i '1' 央公合部・ 3 階大「ホー ノi J  1亡開催す。

此 日It 記 念大合週間 の第 2 日に飲り 、公合堂 i亡於 f

［ｩｉｬＨ作大 ［品 Ｑ 百ｻ舎 を 級 めて 盛大に奉行 し たる Ｑｾ 其終了後 合

員 It 続々と祝賀合JL; に参集 せら れ 、具し数nに 20コl亡ノえ

が尚一方 に本合関係者を招fすご したる然 、J Uミデ( 者 50 <r. 

を併せ近来稀に見る 大盛舎 であ った。

定刻午 後 6 時 !I三J!!(定 の;mリに開宴; をすf: め、委 員 長 小

笠原開舎 J ) 侠拶を なし 之より直に統JDに就 き同 時 に赤

ＳＧダ ｹ ス ｪｾ の ｻ 徐輿を始む。宴 の 進 むに 連 れ 新橋おとり

、陪人お吉、籾 唱 、 Y ロダ y ス争等 、貨 に : . / ' ヤズにつ

れて ｪ ｦ￭ｬ 動 する￘Ｚ ｊｾ 豊美を見 、 叉 ｬ よ 獅 ＱＱ 昌 ノコ ジヱスチ ユ ー ア

に引付 けらる λ 傍良にウルト ラモダー ンなる徐!ll! に僻

ひ、令良一 同大に。|食悦 の境 lく入リ 、やが てデ ザー トコ

ー スに入るや令長片j l r . j 怖 土 浦jbの拍手 に怒られて 舞 撃

に現 It れ 、大 1E 6 年 3 月に孤々の療 を場げた る我 建 築

協舎 が本 年 15 年 を迎へ其 111 ] あらゆる努力 を抑ひ 、示上

令 的 に大い lこ活動 をなし遂 に 都 市昔1.1ftの1t 泌 を見、住

宅改訟の叫 を者告げ て今日 の進歩 を見 たる倣び等を l旦l豚i

L 、;1守系径都市の| 坊火 、防主主的改良建築や共{ 也往築と



初t tI 大 合 に 於 け る 片 |河 合 長 の 伐 拶 と 合: l - U の景 lJt C大 阪 中 火 公 舎 堂)

して の一 般 社令的貢献 をな さλ 止する 抱 負 に付 き述べ

られ 、 之 に謝 し て 来 手ＧＨｾ世代とし て 名努資比Ｉｽ 1弐たる1 i司狭

院議 員森平兵衛氏岐 上に打1手 士以て迎 へ られ 、:J.¥;協合

が 幾多証 ｊ Ｚ 舎 に貢 献し た る ｚ ｊｾｗ を Ｑｴ讃 せられ 、 合 ｈ 守系一

層 の税 関を鼓舞 せ られたる 脱 僚 を述べ らる。

続 いて 小笠原 委 員長よ り建築祭 合 、建築 ー仕合 、朝日

新聞l枇 ft 他守ー より怒 られたる i前 15 "F祝賀大 令 iこ封 す

る蹴f立を披 採 す。

此時より儀興 はー型軽し て北陽 大凶連 の舞 踊 となり 、

巧 妙な る 干 ｉ ｴ ￭ｬＡＡｽの ジャズ に ［ 生 れ 、 釘 ｩ ｾｉｏ 1  t 盆ー同 の11;);、主将を

r. lj め狐 〈強 〈此 (J ラ境 に心併せし めたる 時来 賓池 j l¥大1>&

市 D) }役 の主唱に依リ 日本建築 協令 の高裁 三''1-1せ られ合

員一同 之に初I L 十 二分の倣蒋に 1滞 た る祝 賀大台 気分を

味 ひ午後 B 時開合 す。 ( 小 笠 原銅記〉

緑ケ 丘保健住宅博覧曾

此抑覧舎 が生れた のは本 年 3 月 15 日、常務舎 にて 創

立 i的 15 年間j 念事業青I.: j! そのーっ として決議 したのに始

ま リ、 4 月 4 日に i士会 事己念事 業調査委員 o- を設 位 して

同告書員舎 は原案 に依り 2 四台1' ，-討議 し、報 告 して其委

員舎 を了 る。

5月25日 住宅博準備委員令成立 第 l 凶の令什 と して

本日 委 員長 以下幹部の謎恕 を了 ゐ。

要 員 長 武 田 別 委 員長 ｾ ｬ ｮ 、 安 井

幹 事 今林 、ノl、)II C安λ 芝問 、坪 井 、徳 政 、古島:

増 山、村野 の 8 氏

携Ｇｩｩ ｩ 常務と し て 小川 ｉ ｃ 防〉 、 ， ｉＺｾ 井 、 森 本 其 他 委 員鍛 氏

5月2ヲ日 開催地紘丘 、 大ｾ ＧｬｬￌＧ の 貨 地踏 査 を 鴛 す 、 午

前 は紋 Ji - . を、午後は大 美野 を、武田委員長 をlJfiめ 闘

係者ーノコ多数参合 す。

夕方大涜ゴL 炭 棋 にで合合 、本 日の1'¥: 地『丹査 の結果 に

付綿 々協議す( 池町 高IJ 合長 議長 とな る)_1て地舎 利 との

後 舎 の務議をな し;左の tfl 合 あ リ。

1 土地合指i の信用 充分 なる と とを要するに 就 き司自査

す るこ と。

l 博覧合終了 と共に残 務殺 到 委員 を泣 くと と。

Ｑ 事務 の 迅速逆 行 を計る ｾ め大 ｦｬｬ の 事 項 は 幹 事 舎 に

ｾ 任 する とと。

向 ｾ ｬｉｬ ｈ｜ｉｊ 委 員長 は 線 ｩ 王 は 夜行 不 良 の ｗＺ Ｇ ｉ 活 必要 なるに

付努 力あリた き瞥告あ り。

6 月 4 日 幹 事令 、 鳥井 Ｇ ｴ ｾ Ｇ 務 よ り雨 舎 市上 と の主 主 沙情況

、 ＧｩＱ ｴ 告 あ り 、 綿々協議 を な し 、 阪急 、 南 海 ｾＧ￮Ｑｬ￭Ｚｾ波 合 ｩｊＺ

に 後援依頼 の Ｑｾ め武 同 委 貝 長 闘係 幹 事同行 、 舎 前上 京

役 に而1合依頼 す。

6月20日 幹事合 、 こ ｉ ｾ 地合 前 Ｑ Ｚ と の 後替案決定。

6月25日 大美 野 It 耐長更;必僚 にて従来 の徒¥! i -依 1ヰ等

に付 行↑日jみ誠 意ある位144: な き情態 を関係 常務よ り報

告 あ り 、 翁 めに 委員合 の ｧ ｾ 井 ｻ￯ｩｊＺ［ 化 し 途 に 開催 ｊ 巨絶 ｄ

決議 をなし 、委員長名 にて 南海及 闘西 二1.地合tt に油

告 す。

6月27 日 幹事曾1 t<:々 1t 行 す る旨鳥 井 常 務 よリ報告あ

り出品者 招 待の 件協議す。

6 月28 日 坪 井 幹事を 経 て 更 に大美Ａｉｬｽ よ り ｲｾ ｪｦｭ 方 を 懲

罰1j し来 リたる に就き 或 る僚件 を付 し承認す。

7 月 2 日 松 氏 、 出品者 ｭ ｦ ｾ Ｇ をな す。 出席 者 、 大 林組 、

銭 高飢、1ぬ1也組 、竹中 、H円相、木 村、 rl' ) 1:、-1- 林 、

問時現の誠 氏

7 月14 日 株 五1博 に伊丹 111)" 長 、聖子祭器長 生事 在阪 問 に依

頼 す。
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次下 の記 事 11紋 圧 をミ主とす。

7 月 18 日 地 鎮祭施 行 の1'1'及び特別 関係後援と して 大

阪 時IV;新 報に依析す。

7月20日 出品数少なき Ｑｾ め更 に 糊誘 の ｾめ ｆ 犯の閥

係 者一 同出品可能 と思， l る 弘主なる業者 を版、訪す。

今林 、小 川 安、徳 政、t i塚 、 j ¥1UJ 、;芝111 、村里子 、総

谷 、 2 I t . . 西谷書記。其結果多少 の反容 あ りて初 出々 品

数を増すこと をねたり。

7 月23日 紋 E 保 健住 宅 博 覧 合 1) 敷地内 に於 て地 銀f73

を施行す。

8 月 2 日 出品 の決 定 者 は jlfJ l也. 竹小 、 r: n、矢 品、あ

めりか殿 、大倉、主主 、鹿ぬ の諸 飢な り。似 てす¥JlI:¥品

翻誘に 勉む。

8月 16ー 17日 懸賞悶案者F査舎 を開 き懸1: 1: ｾｔ［ 紋 を 決 定

す。

9 月26ー29 日 長期市 砧1誌に於て 、雨博覧舎懸賞図案

の入賞及優秀なるも のの 皮質舎 を聞き大 ν に15:停 に

努 む。

是より先雨博の幹 事 委 員 の王子鴎 を決定 し更 に幹事は

闘方に協力する ζ と の ｲ ｾ 合せ た Ｑｾ す 。

ｎｾ 博共宜体係 、 合場係 を設 り各 Ｚ専念 しで 其遂行 に 努

力す。

) ( _ 候不良、交油不ドl Ut- fl也のI'I I 由 にて 11--¥品家肢 の工秤ー

遅 々 と し て主主ま ずＧ量ｾ｜￟す。

10月 1 日 開 合漁定 をｾ ￯ｬＲーする の ＱＱ 二む な き に 到 り Ｑ Ｐ

月10日開舎 に努更 7 ) 判決定。向閲舎 の小1mとして ;fi

間人 の募 集 を伊丹町協賛合に依裕i レト川( 安 ) 、徳 政

幹 事 、i!ili t翠L ;;{j'税の心f守勢 を政号、 し、建 築 rl .1の各 Ll-J

JR1家 を巡 視 して 督 p止をなす。

10月 10日 開舎式( 此 記 事 it 10月続 の本 誌 にあ り〉

10月27日 出品者打合 せ令 を筏 ナ。
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10月29口 幹事ｾ綿々打合協議。

11月 l 日 ｾＨｾ事合同断。

11月 4 日 科々 の 制係 を 考慮 し 舎 ｴｾ ｬ を ｉ ｬ 月 ＲＸ 日 迄に

延期すること闘係者に油燥す。

11 rJ 14 日 幹 事舎 にて 協合 出品 の工 事 'W告 を低す。

11月 i 7日 幹 事舎 にて 出品住宅に等紋 を干すす ることは

最 初 のql 合 せに反するに就 き 審 査 をせざることを常

務 舎 にヰ立告す。

11 月23日 合期終了 に近づきた Q に就き幹事舎 を聞き

関 係 1" 地合似のヂIj/市を求め綿 々閉 舎 に就 て D 協議を

1:Z L 其 結 果

1  ｾＧ｝合 式 ｬｴ 行は ず

Ｑ 都 ｉ 外関係者 、 ｾ ｭ 問 等には協 合 よリ感謝［伏を呈する

ζ と。

l 笈 際 の努力者及出品者( 名簿別紙〉はータ招待して

慰労感謝 の ｾＺ を表 する こ と。

1  J主イ也 は記念事業慰安F合に於ャ て韓民主する ことに 巾

合 せ常務舎 に報告 をな す。

: 占体方法と して h 行 せるも のは

ぐ1) 協 合 nUI:: 炭TZ合、南海次長島l! 1)  ｾ ω 一向 砧 庵 に 於 で 閃

催 しで 雨 ｬｗ ｬＩ Ｚｾ ［Ｚ 怖 に 努めたる外 、 令芯 に Ｑ於於て料 々 な

る機令 lにζ 5記包司本4 士以以、 て' ¥' 川.

も 一 般合衆 に 刊向 ｬ つ て ｊ ｾ ￭Ｎ仰 せ リ。

( 2)  ｟ Ｑ 一 地合 ｮ ｩｬ Ｚ ｦ ｬＡリ， ｬ 案内昔 、 ポス ｻｩｬ Ｍ 、 給 ｾｾ Ａｆ ノ ｊ 街頭 ii J1

イ ｩｩ パ ス 内 ＩＩ 切｝反 ＱＩ 案内主ー今 、 数ｾ ｾｾ Ｍ ｾ 化合 必リ で 起 を ｾ

}jJj 'に;)fi イfi せ り、1;'，) 合!gj rl
J

l) f位の件 Il: T にあ り。

( 3)  Ｑ 坂 ｾ［ｦ ｉｬ ｉｊｩ ｊ 傍 ｕＱ ｬＩ Ｑ 以 念ピノレ の 最 も 右効 なる 西 口Ｈ ?  )  

に 大石板を ｊ 日 ｬ グ 、 ｾ Ｇ ｌｩＺ III 内には 時々下げ札 を仰げ 、塚

口ノ〉策 称 際 に {t m従 俊 士掲げス大; ( j 板 を上げたり。

Ｈり 合 ｊ ｩ ｢ 方面・ ｦ Ｉ り す ｾｴｲ It 協賛舎を設付従事 t土f' ( <11 よ

り令場 に到 る各戸 に ，l 担uえて" 下げ説的士 花々 しく 似



; ;( 都 御 )J f t狗 に 於 け る 見 梨 |世l

げ叉令場近 くには大凶 旗 を交叉して大 い に此博覧合

の ｾ めに 後， ｊ ｅ せ ら る 。 Ｓ え合場内 には ｾ 庖を設 けて大

に御覧者 の使 を昔|り た り。

ＨＵＩ 大 阪 時 ｾｔ 新 Ａ ￞Ｑｬ 枇 側 ｬ よ 開合首 ￭ｊ より騒 々 の 合合 を ｮ ｾ し

頁 に防曾i去の 10 月 16 日には箆長競技大舎 を合場内

に聞き て約 150 名 の来舎者 を得たり 。而 して J毛れを

審査 して 其入賞者 の 作品展覧舎 を阪 ｾ ｉＺ ピ ル に防 ｪｦ 催 し

て|間接泊 に{主1¥¥l の宜保 をなし又挙活大舎 を11位して斯

界 の大家 をよsめー比門下胸係者貨 に 3∞ 名 以 上 の 来 舎

を符 たり 。其{ 也 ー七ii! f M人 にして住宅研究に趣味ある

方方 にて座談 合引出 し 赴 を 同紙 にｾｾ乾して 巧 に一 般

読者 の注 意 を佐博に 向 け、又 若き 高IF人の タ ラス 合 を

他 して其機舎 に本舎 と協力 して 住宅に 闘 する講演数

次開催 して住宅改善 と共 t趣味 の普及 を言l り、 又担F覧

舎 に闘する舎合 にはョ民主i u ! と記事 とに依 リて大い に

1主体に努められたり。

( 6) 以上 の外 協舎 は記念大舎 の プログ ラム中に見接合

を2 回催 して合員 の見撃の{員i宜 を計り 、こ|ー地令品1:は

t . t 護士閥 、土地協令 、土地仲介業者組合等 の見接合

を似 し多数 の来舎者 を見、又 !日品者 中の中 井 、j，射由、

竹井の諸組 i立個人招待令 士他 して それぞれ共立仰に

勉め たり。

併合場内 の上 、下雨池 の 冬期l干水土利 則せる雑魚 捕

大舎 は多大 の人気を集めて二 I!! I共数百』人 の入接・を 見

たる ことは此 関 静 なる猪名里子 に時 に玖つての 大 阪 ひ

を曇せ り。

此猪名野 の 伊丹が佐古大阪湾 のー浴 で山桧 lく iffi ずる

嬰路であった ことは古歌 の上に現 はれて 居る。

前楽

しなかとりい なの 古lit l土を こき くれば

タ緩 たちぬ 1首はなくして 都{ 人不知l

(Jf.楽

大船にあら しな l火そ しなか とり

いなの港 に1I1l 1まつ るまで 藤 原 刷

新後 JJe

胤; ; jにみ: 仮苧 吏ぬ らん しな か と り

猪名 の港 に千鳥怖な り 寂i 千l'

布古紙; に利 して カムト 誇 入り にて一首

ュ，ナ" トリ メ ナ ト ヌ'J Iレモ

品香] 反猪 名 の継 に刈 iAか き

イ タ ム ブ 令

伊丹 の紙 を瀬に かたぷけな 今 古

(従ili !csiT. 宮子両日)

大美野田 園都市住宅博覧曾

概況

大美野住宅博覧舎 は 3 月 15 日'1.'¥・ IZL合剣I l i滞 15 ｾｆ 記

念 事 業のー部として計笠せられ 、5 月 四 日 1宅地約登を

行ひ 、 その土地が高燥にて世lrJ，l i 的住宅地 として 適 訴 と

託、めら れ略決定 し、共後 数次 の委員舎 に より 7 月 14 日

には 闘西土地株式舎肩士と箆容 を交換 し、 同時 に南海 娘

道令制; の後 援 を受けること にな り愈大慢 が決 したの で

Ｑ Ｑ ｾｾ 合 委 員 ｬ ＮＺｴ 出 品 勧誘 に 盈力努力し 、 前 協 令 も亦二 個

v) 位'セ 士山品するこ とになり 、数定数なる 16 !jtt に達 し

8 月 12 日には 闘催地 に於 て盛 大な地鎖u;きを 行った。

これよ リ10月 l 日の漁定開合日まで は 2 ヶ月足 らず

の 日数 である から出品者各{ 立の背心 は谷易なも のでな

かっ た。然 し出品者は閥凶 に於け る第 一 流 の請負者で

あるから 、着々と工事在進め 10 月 i 目には大方自鼻つ

いた のであるが . : a : らに完全 をJ91するため 10 月 10 臼

主IJ l J 合日 と定め 、同日博覧合場で来笈を 紹待して 凶合

式 在行っ たの である。

刻下1止卦l f1甘不況 にて; IIHU- i . 沈滞の折 柄 にも 係 は らず、

時1止に逃i した経済的小規模 の住宅を目標として生活機

官Eに即 した新住宅 の出現はiJ:舎 の注目する所 とな り、

凶合後日々 の淑覧者 も濠想以ヒ にて 、殊 に 日曜祭日 の

91 ) (11 



工 場 見 修 図 一 行 ( 大 阪 ・ 日 本 ペ イ ン ト 製 造 工 場 に 於 て〉

虫日告は 400- 5∞ 人 も あ り 、平 日 l'こでも熱心な住宅希

望者 50- 60 名を下らず、変約も閲舎: 訴日より リi 込 み

あり 、館、 ち住宅番盟主( ニ) ( オ) ( ヌ) ( ト y ヵ) ( へ ) ( ヨ〉と

7 軒・契約成立 し、 J t 後夜行 一時停>Uri L 闘Jm延長後( リ〕

鋭 住 宅 の賀 約 を見る。

関西土地合枇出張所係員 の談 に よれば博覧合闘期中

il 約 したる土地のみ lくても約 3，α氾上l' に達 したと云」、

ζ とである 。

との1m位 宅 博 の企は敬育家、建築家 のI切にも 'J'l 際的

諮i歩的の施設が認められ 、各方面{ より観賞 [1:1込 みあり

その主なる 幽般 を列記すれば

夕陽丘女主義校 :: 5 名、然山女母校 120 名、清水谷女築

校 Ｒ ∞名 、 大 手前女Ａｽｾ校 ＴＵ 名 、 都品工業製校 ＱＵ Ｐ 名

今宮 験工母校 写O 名 、吉野工業製校 50 名、西里子削験

工拶校 ＵＰ 名 、 組 ｩ ｬＡｊ＼ の 考古離合 ＱＰＰ 名 、 長 ｉｾｬ 協合 ＱＰＰ

＼＼ 、 名古屍ｾ玄合 、 土地協合

等 で ある 。

向 ζ れらの靭 問 者 を1与た ることには 後 援者各位の3主

体 効 果に侠 つj苅多 く、南海鍛造株式合最土は磁波 、北野

凶雨駿 に迫:11# ｾＡＺ 飾 を施され 、 各局躍 ｬ 士 び Ｗ 江 ｉ ｉｊＺには ピ ＿を

日占り楽若年の注意を喚起せられ 、 夕刊大阪新聞証tは機合

ある毎に博覧合に闘する記事を J掲載され 、民 〈一般枇

合に宜1i ) j せられ て居る 。

再1<に側首土地株式合t土は地元て・ もありl : L 停には 努力

士桃11 れ 朝日 、毎日繭新PFlnt1: にllil 後 5 凶 にl ( り大形成

告 を 山 し 案内側 に ｩ よ 日々的 ［ Ｑ 主 し 、 叉ｻ主宅 Ｍ Ｇ￬Ｚｴ ｬ 品 ｉ ｾ 止は

200，∞コ枚も各方面 に配イIi ，ｾ ， 給ノ、ガキ 企 ＱＵ ， ｃｯｯ ま ｉ ｉ 作

りこれを 湖町; 者 に奥へ 、f，i) 特別1mしとして f出 Ir 釆事務

に ｩ￮ ， ｾ［ ｊｉ ｾ を添へ Ｑ ｾ 等 Ｒｃｏ 闘 の 尚品券以 ｆＵ 等 までの ｴｒ Ｓ

4却を川沿: し、更 に人鋲投票 を古I"i L1J し松 、竹、侮 ノコ 1' t を

伐け松J t ・には 土地 50 剤、乃間話 を設けるなどあらゆる

努 力 を扮 はれたことは博覧台を l皮 く枇合 に知l ら しむる

X I 1 9 2  

lζ 有効であった。

大 演 習 の人出 をね らひ電車7 J I . . びパスに切取り炭告を

な したるととも立体と しては時宜に過して居った 。 そ

の外 来 前 の模 桜 保 彩 、 マネキ y の案 内 等 多 少 住 宅 の本

質的宜保と は無腕係であるが枇合大衆を迎」、る鮎で 1"::

止 むを仰ないこと L 思』、。然 し1宝際 に 良部目 な計¥l l 1Jは

あらゆる方耐 の名 簿 に よ り護送さ れ た 10，05 0名へ の御

覧努 封 入 紹 待 状 で あ っ た と 恩 はれ る。

ＮＥ に 角住宅 ＱＱｾ の効 果 を納めるには後援者￰Ｍ位 の 不断

の努 力 が大 い に 奥 っ て力 あるもの と感謝 に耐 へ な い 次

第である。

住宅怖 に腕 聯 して施 設 されたものに参考自由と高島歳

費 Jd とがある 。高ぬ巌J : ' i J，s の方 は建 物 は立汲に 出来た

が食堂として使J I- J した 以 外 に 日用品 の似wをする 運 び

にならなか った が、参考官官の方はパラック匙築て・はあ

っ た が 各 級 住 宅倒 係 材 料 器 具 が出 陳せ ら れ 、新 材 料 及

び俊 良 品 の知 識 を普及した わけ である。

この 外 側 凶 土 地 株 式 合 枇 の土 地 経 管 に附 す る 参 考 品

及 び 出 品 住 宅 の設 計 閥 、者s島工業主弊校総築科生徒の 住

宅 設言|凶告す，で・ある。

合 J羽1.1: II 月 10 日 を以て 附合する致定であった が緒

方 面 の希望もあり 、委 員 舎 は 11 月 25 日起闘期延 長 に

決 し同日間合するとと にな った。

[ii'iさ 400，OCO坪 の 大 美 野 田 闘 都 市 第 11m1∞ ，α)() 沖

。迎!怨{主宅mが 大 阪南 郊に忽 然 として出現しわが 日本

往 築 協 合 が ζ L に博 覧 舎 を 開 催 し会11立 15 Ｈｏ ｬｾ を記 念 す

る ζ とは 永泌 に膨 脹 Ｑ ＱＺＺ ま ざ る 都市 ｦｊ 二宅街に ｾｫ 従を泣 く

こと L な っ て 不 滅 の記 念事 業 であったと 政 信ーする 。

( J曾山幸rr 卒 iitl)



工 場 見 l}¥ ｲＮ ｾ Ｑ＠ - 1  f  ( 西 日 ・灰! ! } ii "i '造 工 場 l乙 於 て〉

見 墜 庭 々

ｩ 前 ＱＵｾ 記念大舎 の 行 事として新核建築 な どの見事 を

なし て我等: の知見 に柄 々谷しゃ う とする計笠 を:tJ: て L

見た。

古市上寺の建築干 、有名林泉干 、又 新 ら し き 建 築、エ

143の施設などは従来幾 IIi Iか企同代行せ られた見JPで大

抵見っくして居る @

大阪を中 心として近畿地方 の 目録り旋行の出来る純

ｉｾ ｉ＠ V<J での見撃は苦手ひ共立 に限界があ って殆 んど新らし

きものを 物色しゃ うがない。

た Y 古きものを新らしく見 、新ら しきものを 更 に新

らし く考へ つ L 見る時 . J1; . 盛に 何僚の耳Z被も 撞着も な

く幾回にても見直し得られて又一段のまrr ら しき戎 もの

を滋見す るのは事質 で あ る。

此見 地から古きｾ史的建築 の 一 部 として本願寺のｊｬ［

' 決宇林泉と 、皇居ゃ似|洞 の林泉を 京都に求め 、歌舞伎

開の新建築を大阪に見 l_H し、二 三その工 場 を阪 市1
1地方 に

定めて之を見る
ζ

と L した。

(  1  )  

弱の花 香 る 11 月の 3 日、明治街I の気持よく l腐れ たる

よさ 記 念 日を 先づ大阪歌 舞 伎 座 の見与に授やすととと

する。此建築は清新の 二字を 以 て概 評すれば最も安蛍

かと考」、 る程新 でJ Lつ告!?、従来宇 中 もすれば徐計な装

飾や何かで た Y 累 はし〈見 られた幾多の建築 の範 を 枕

して会 〈新らしく FLつれ! ? であると思」、た。

人工的に唯忙 は しき 以 分で其 日 を〈らす大阪の地に

此新らしき建築の生れたの は憶 かに市 民の下痢で ある

E質問 ゃ休恕 室の 相 官tゆったりした股さも気持がよい 、

舞夜や観客席もなかなか大き〈てよいが、 たピヰ主席だ

けは 此位 の 建 築であ れ ば 今 少 し く坐 席 の 柄 を fPi めて

4- 5時 関 連 綴の淑摩IJ に少し も沼のこらぬ様 に して1主へ

ば、一層 結構 で あったと恩」、。 我 閣 の 劇 の慣 は しとし

て、見 角悲 劇の深刻なもの L 上場せ られ る場 合 D 多い

時 、 籾 ＿ Ｈｴ［ の心、が ｾｾ ｊ 市 の ｩＭｅ さや 何かに 何物 も ないとし て

も、出IJ ヰm築の技術者 11特 に此駄 に留意して - .1[1澗! 日

を効果的に取扱ふ様 lてしてほ しかった。蕊!起に我 JflJ 1J}

建築に は精考究する俄地があ るので は ない か。

さて舞2誌の成い のは よいが 、 それがち と伐さに 過ぎ

て 舞 謹一商 を完令に利 用 し ゃうとする震に は勢 ひ 兵 舞

裏 面 や 背 景にm築 的 に見て可 な りの無叫が出 来て くる

様に見られた。

1! ¥ii 論建築家が劇場や其! 釧の場面を建築的に: tH 湖る

のは俗り に も手 前味噌 で 、 其考へ方 に 偏 狭 な ｾ ， Ａ，占がある

かも知れぬ が、 とれは充分改め 符らる 込惑であ らう。

そとで思」‘ 司王は我図 の劇場に も専 門 の建築家 がJ:t.仕

事 に 携 lまっ て舞窒 背景空宇の建築的作 錫 叉 は一般 に 志 位

的構成 に什 を折って見た ら此! 剣と云」、もの がーj奇 よ リ

n. <  t.よる と云」、容で ある。

建 築 家 が 段 々英数を加 へて失業に背 しむ時代もQ i に

到来 して ゐる今日よ建築家が 11'1な る建築 にの み従」、事

に限らずJPi< 綿 々世間事 に携は る事 によ りて多 〈のホj

待を Jl I: K :!I¥!五、るの で はな い か。

廻り釦[i張中共奈落の構訟など も飴: 終選ん で よく 出 来

た ｾ ｊ ｾ と大 に 感 心 、 し たがこ れ も まだま だ よ く 成 ｌ ＧＡｾｽ G る

込様にも考へて 見た。

要する に大 阪歌舞伎座 の建 築 防現す. に て は我図第 1

位中の ものである。井守系も永 〈その第 1{立を保持せし

むる おに l土共内容のi l ! ' ) I 滋的改持 も亦必 ず 考へ置 くべき

であ らうなど: . . { l 会計 な老婆心を主主婦 しても見た。

此日 の見 事は最 新 刑場の施設 を充分に 研究す る激 i E

で' * の絞 怪者 よ P特 にその令部を 開 放 して ):t った ので

あ るが 、籾側を fJIせ行ふ たnに時 nりに制限せられて 1')(

科皮で ｬ 刀 ｴ げたとと ｬ 土 遺憾であった。滋 に 歌 ｾｬｲ ， 伎 ｐ ｉ ｾ 稲

井 ＧＱ［ｾ Ｇ・ 務等の奥へられた多大の灯 Ｚ 蛍 に 封 し て り く 感謝の

窓 を表する。

9 3  x 川



(  2  )  

11 月 4 - 5 の五w日l、l.t 総 ケ圧と大主佐野 内f I : ' む博覧舎

の見撃が行はれた。と の見w内平手 I:J:別 の記述があるt t .

だからそ れ lこ譲るとと λ L 次 に

11月6 日に l士京 都 方 而 の見 与がわー はれた。 此日不干

にして雨となったが熱心なる合員多数が雨中 を突破 L

て午前午後 に瓦 り4 ヶ月I d: 巡隠された のは 矢波哲 ，'， ill 

築ゃ林泉の生命干了布の然 らしめた所であらう。

本汲本 願寺のｾ Ｂ門 、 県 ｴ Ａｽ 院 、 ｲｹｬｾｾ 関空 ＿々 ｦ Ｑｩ Ｇ［［円桃 ｉｉｉｊ ｬＱ ｬ

豪悲建築を見直すになかな か而 1'1 v、もの が あった。見

事 の 泌E告を最初 「虎 のnnJ ノノ集合，. 習すf; めた泊 、 内面的

な税務が主となったが 、 ｊ 込書院 の 柱Ｇ， ｾｉｉ ゃ 、 ｴｦ�｟の布 ｔι ゃ

視の給ゃ 、 欄間の 彫刻干 、 沢井 の［ｐ Ｓ ｲｾ ｾ ゃ 、 さ て ｉ ｕ Ｍ ，段

の四時の人 物が 近代門 ｾＭｪ 吾 郎 Ｇｩｩｾ を訟 にして 白かれ て あっ

て、守主長芋がそれより 後 退 して見る程大き く前ii 然と 見 ら

る L 惑など古[名 匠の京IJ窓 に今 夏 なが L 感心する。

此大 建 築 の設計者の t; が{専へ られずして 、同k り彫刻

家として左持五郎の名 古: 知例建築の各ffr に〉 たはれ て

• e  

ゐるのも面白い 、民政の' ] 1! 戸 をく ると ー 祁 のri]i L晋」 を

後して出入の祥寺R と した と公ふ事なども 、常時職自Lf，Vi 

1':: をさまって fmもなき 時 、武 J符主主が J . t; .生命 に戎 危険 の

辿りつ L ある: n. ， を考へ てこ れ か ら逃れ る方 法 を考へ た

とスー」、設の存 して ゐる '! M'rか ら想 像 し で も決 して無向

か らぬ工夫 か とも 思 っ て見た 。

大槌日本 のＧｦＮｾ ｾ 主建築 に 附 して 見 で ｊＧ ｴ 充分な る 気分 を

味 し得る も の であ るが 、 誌 に 日 本服 装 で ｈ ｾ し て限 る 感

じを洋装 して 金:ち ながら 宥 て も猶相次のEEさを思; じ PT

ることによりて比建築が共有rt.'li ，の 根 本 に何 と4二' 1: 州

大 桃 の合まれ てゐ る様 にも 思ふた。

此舎 院 東 商 :1) 庭 の樹 石の門m と、之 に隣接す るり1/1ト

の雨堂の却大なる ｊ 引艮の 、 近 く低 ー さ軒とＺｦ ｦＧＩ 主主くし て ＷＮ ｾ Ｚｪ

き椋 との間隔怨| 擦 が奥」、る 股 さの感じの よ 〈調化され

てゐる と云ふ事も案 内者 の 設 切 が傾 る要 を得てゐた。

ｾｾ 此 容院 の 奥 庭にある能舞誌も見 逃 し 事 Ｑｾ 告 関究ｩＮｴ築

であ る。 其 橋 が か りや 、勾閥の i目的虫干' IE面 flllJ 而の松竹

の 給など近代のｾ 竜 ｦ 日 Ａと異なる図様 で 吹き てし 、 るき 長 ＱＢＮＺ な

かな か而白い。

挺す るに此守=のn:' I'''j から許庁主グノ 連 絞 (I (Jill 築 It 他 グノミ1

I佐に孤 ft 分 }t fl:イr (fーす る桃 iJ l のJ立織と異な りて兵一世[1の

苧 λ 全 き存 7Eであ るか ら、之を クト)，iJ; IE而 よ りJ [ しく順

序 よく一つ一つ見て ゆ く ζ とによ りて其完令なる姿 を

感符し得る事を承知 してー泣いて有志の寸て It 夏 !と 見直さ

れる と宜 しい。

• • • 
最 初 に集合休! i l . t した氏の nnの一郎など も同じ桃 lli i立

構 の一部 と停へ らる λ もの で充 分 に 研究する官' (11( (あ り

之を事務所と して使用し科 々な る危険に 燥 して居るの

)(11 9 4  

It 感心 UI 来ぬも の と公」、事を 附 記して置く 。

ヌドj氏本願ゴJ の段位で 3∞11o ｬＱ ￭ｪ の豪華 時代 を ｦ ，ｾ ｜ ぶもの

込ーに飛雲閣の一様 がある。荒 L ｔｬ￭ｩ 代の合 ｉＣ ｊ ゃｾｾｦＩ［ ｊ ｾ＠

法礎と して 工夫せ られたものであらう がそれ勾; よ り，， 

透か ｬ 亡 ｉ ｾ ｉ rll な手法 を五基調1した 此一廓の建物 1".:: 1守1: 務 化

I-= 'b; み趣味の卦ーかな而 内い建築である 。

ｉＧ ｈ の銭其内郊を ｦ 子 制 に Ｑ 似るとと を ￎｾＷＧ ざり しに 甚だ ｩｬｬ

憾 であっ たが 、流石 に引っt f井|のl't l 大判 I t 常時 の建築 技

術 者 に も及んでいた もの か此建築があらゆる方市 に於

て会〈向性1で 、 Il nち何の拘束 も受けず に、のびの び と

出来 て いる如 、 少 し も ｷ ［ ｦＺ￯Ｑ な 感じ を 奥へない駄な ど �Ｎｾ

だ:JI: しい、其林泉の規模は必 ず しも閣の 構造と 一 致 し

て ゐる と1ｴ 言はれないが 、 比較 的狭き地ｊｲｾを 巧 み に 延

長 憤 大 して布 i T L せられてゐる射にやはり 現 代 のも の と

は特段の相惑がある。

(  3  )  

ｦ ｈ を回 し て校穀邸 にゆ きてｾ 林泉 を 被る 。 此 泌 ｬ 土 昔

i時河原 の左大国 i原織の 5)IJ 業 のあり し彪. 其 p*奥 の腕i立

を篤 して 朝な夕 なに 汐焼〈照 に風雅な生活を営んだと

云」、古事 よ り も 、 彼方 ［Ｑ 皇家 の 円 よ り ｕＺｉで ｌ 有ｾ の ｍ 幹

プミ l、: 用」、ベ きもの& りながら 、 '1;;¥時陵々た る藤原 nfJ の

震 に1 M迫せ られて其1J を強: j y( '，る rll もなく ' H! の不71':

煩悶 の憤り の気を 此開nrr の; 樫と 吐 きた P し事1' 1: に同M

してフ ｉＢ ，ｫ｜ＡｽｬのＡ係史 や 人物ゃ を 忠」、と ｾｴｾ 注 に融 大 ｉ ｾｾ のｾ ［

が映っ て来て 我 等 lこYI 時 の政治生活を諮っ て央 れ るの

であ る。

前 々 Ａｊｴ ｾＺ Ｇ， ￬ へ百 年 、 池坊の ＷＩ く依然と し て澄 み ＪＧｍｴ Ａ 限切［

んで 、松 1[; や木稲山 こそ見えぬ がみ目17の湧く とと に望号

ｾ 古 Ｚ Ｑ 工、、 Ｓ

若草蕗で - -.J 林 泉 と言ふものを考へて 見ゃう 、守主闘で

林泉 沖［ 参 ｾＱＱ む｛ド ｊ に 〕反故 ｉｴ る ｌ 様 に なっで来たの は 足手 ＧＱＱ 時

代の ｉ ｊｾ で あらう 。

互主窓 ｉ＾ ￇｪ附 がプ ミ百七 Ｚ［Ａ ｊＭｾ ゃｬＧ ｧ 芳 三 手の庭をイ ノ 「っ て 、 其ＦＧＡｩ に 面 ｬｪｩ

ＨＱＢｊｾ ｛ＡＮＮｪ， を その ｊｦｩ ｴ丘する一樹 石 に 加へ て豆 史料の 精か Ｑ Ｏｬ Ｑｾ

ffi を布li 足 L ｾｾ 手 慌 して 既た も の が 次 々 に之を専門的 ＱＧＺ J伝

:f&..¥、穏 にてrって主主に之 を一利の形式に 殺 へる ことにな

った。

斯く て 林 ｾｊＡ は自然の面白 ｬ ｩ ，， Ｑ か ら 兵大自然 を 包擁す る 比

絞 ＨｉＧｾ J'J 111な、ス開放せられ たJ. li 託 よ り主淑的 な局限 3

れ た形となっ て、 之 を取扱」、 卜. にカヰて一利 の ?そ皮 によ

るtt にな ったの で ある 。

従 っ て近1止の林 泉 It 測 るもわ之 iこ一 致借合 して ゆか

ぬと Mの而自 味 もない。然る に此林泉が最近更 に科 事

(1':1な取扱ひを受け 7 主主々 一 定の先日中で見られ る絞 な傾

向があ る。

一世 林 泉 と言」‘ もの l士斯様な宗教や科みの尺皮で干It



せらるべき性質 の もの で あら うか。も っ と 自 然 に、無

阪に、E置き融 i血性の あるものと 見 るべ きで はな いか。

林泉の科準的取扱ひ方干、宗教的在日方 i土其 人 の 白山

とし て、我 等は更 にti_燥な尺度 によらざる任 意 の見方

を して直後的 にJ毛皮! J . l <を 昧 はんとするもの であ る。

そ ζ で 此邸 の庭の 如 きも 其 l 樹 l 石 の 説明 を得ず し

て、之れが後却す る民 の1J と云ふ ものに 胸れ て見 る。

た しかに其髭に何等: かの生命粉事11の作 ;(E を託、む る こ

とが出来ると言』、のが我 ｱ｟ｾＺＺ の考へ 方で ある。

京本願寺の雨堂 は明治Ol:堂建築の代表的作品 であ る

其結構 雄君主木子材i務ゃ伊藤平左衛門の手腕は遺憾な〈

霊童館せられ 、統 一せられ て表現されてゐる 。 其 蕗に何

のい や ｅ まもない。 よ く 濁まった建築で ある 。 毛紛で ｲ ｾ ｩ

仰の力の体大 さを似ぶ と共 に此大建築 を な す に 際 し卒

左 衛門が其 弟 子 遣 を じで)i{ 格 を始め 近畿の殆 んど悉 〈

の有名，j(上寺主J); 築を研究せ L め て其紡来を併せよ11 ひ猿 へ

た手腕は何と言っ て t 流布 にゑら ν、。

建築にl i {li 乎たる信念ノJ 込・1礎が存する 時 、 {可等かの特

月IJ なる 生命 精語111 の表現 を見得 るよ とは[:s、めねば な らぬ

(  4  )  

附は倣 まぬが 、午後士阜尉ノJ 升搬 にl百」、る二 とを許

されたのは淘 に幸 郎で あ りま L た。 記述 するも 長 こき

きはみ の前1
1
般 の主tt 築 、) UJ! J 在沖: zp.安朝 の去Jl 俊 民 他で な

いだけ に猫 更 に宥1Ji! U!J、 をfr えで 君主をE さ しめ、涙の よ

lまる L を鐙え しめ ま した。 J針相の lli 築 ζ そ大手u民族の

有ナ る無上 の誇 リで あります。

往 時天皇が昇降ま しま L た紫 反般の 十八 階 ゃ 、伊勢

最 ＱＱ Ｑ ＧＱ 討を毎 朝 趨芥 ｌ ［ｦ，Ｇｾ ひたる がｦｉＮ点殿の 石 灰の ｊＵ ｴ ゃ 、 Ｇ 伐 に

限リなきホ11般さの衣微で あ ります 。 平 安i靭古1・初 の規模

は中
i . ! t 以降途 に復活 せ らる λ に奈ら ず、武 臣 継 を俊リ

てf麦、一暦 式 微 L て符闘 の形態捻」、 ζ とを符 ず 、131臣

秀吉 fl {i に復 廷 の 必 i こ手 を染めじ も徳 JI! 家康 に長 りて反

っ て 一 層のｾ迫を朝廷 に 加へ ＧＭ ＲＰｊｾ￭ 徐リ の 後 、 稼 ミ ｅ

忠忽 のふ1)興 にlli 儀 な くせ られ て、漸 くに J:t.J' 診を部分的

l こ裳 へ7二るもの と して 此 '/: '，.LGと突き符 の有様 を 芥 似 L 、

我空宇は言ひ知1れぬ ー必'Ti の感 に打た るムの であ りま す、

f(u' して互主主註に無 上 に11吉凶泌 が みらゆる 物 質 文化 に趨

ｪ｛ｊｧ して 無抗 ＱＺ 条 ゆ る 二 と を 忠ひ ｽ ｾ 臣民と して 等し〈柴

光の下 に生 くるのや副主しみ じみ と感U L 、 i止!fI. に比

長 ｊ￬ 仕き 此 ｾ ｩｦｩ 凶 を 永法 ｬ こ 掬 栄え に 栄 え し むる鋳 に は 共 ｬｬｩ

築 に も外 凶 模倣以 外 に必ず一極の形式の後生を見る べ

く. 従 っ て 建 築 家 の 任 務に ついて又深 〈省 後すべきも

の があること を後ゆる のであリます。

f山洞の御泌ニそ又{与がたさ約書眺めであリ ま した、

析 柄の雨に落ち激 (-J/j_!A紅 菜、手t;j.勾比ー の l 樹 l 石そ れ

には悉 〈王町111

にボ比 した誠の 結出 が表興 せら れたも の

として 、{ 也 の幾多の林泉に於て見 るが如き平なる 物的

最綱の限 D ある表Ji{ のタトに大な る自然と市11
泌 の 包 滋 せ

らる L 様 思 ひ まして更に我等の胸には深〈深〈 特 別 な

ｾ ｉｬ ｧ ｴ を受け符ました事は良に難 有 きはみ でありました

殺さ事は我1t; 延建築や其林泉に於きま して 、此 f荷嵩祭

般の苦手が今後に於てもささ鐙の草壁更 を見 るIU : な〈保持せ

られゆ く級裁 」、もの で あり ます 、i l i . 時兎 もす る と 宮 廷

の 臣僚中 に時苦手 に迎合 して徒 らなる俊平ーを種 々なる方

面 で試みて 心倫・ に符! 窓とす る者ある を見て陥 る3配慮に

堪え ぬの で あり ます 、此223は図民一般に相 互 に充 分厳

重に戒 飾 して凶家の2余地 民 的 の 維持があ らゆる方面 で

i E しく行 はむ惑をYi i i - $・もの でありま す。

(  5 . )  

最後に 7 日の月曜日 の午後を 日本「イ イン トJ 合風土の

工場と反応 政 治合員上の 内 容施設の 見 ｾＱ に 旋す ζ と λ し

た。種 々なる工場 の見 撃 は従 来 も}' [ 1: 行々 lよれて来 て ゐ

るが此 2 工場は我々に又特 殊な智識を奥へ たもの で あ

る。 共 性 質に於 てはうた々に糾っているが其 内容は 何 れ

t よ 〈整 備せ られ て其作業が科接的に頗る翻子よく 干す

ｩ よ れ て ゐ る ｬ ｴｾ を ま 日 日 待た のでみる。

ｊ た図 に 於ける が ｬ 製塗料の製造 に はｾに ＵＰ 年 の 隆史

があり 、 隠っ て 事業共物がｾに充分に閣家的に 綱立 し

て 海外 ｩｾ も ｊ 再販 路 が 償援 せられてゐる 。 又清酒の綾迭

には 3∞ 年 の 雌 史 を持ってゐるのである 、 それに現代

科 撃 を充 分 に 取 込んて・往築 に主主及!f した例 lご反 応 の工

場 のそれで あるが 、此最 新 の科書弘智識 の際 j羽に よる鍛

筋「コ ，/ P 9 ート」迭の見字以Ji I1. と巡式の本多1I 風木 造 の 土

政が或程｛ｊｴ迄は些したる大差なくｾＢＭ行して共用に供せ

られてゐる思怖 から見 ても 現代位築 は 狛欲 望 ｾ を 嬰する幾

多の問題 を有ーすること が知ら れ る し、叉新 種の飲 料 の

酸迭に l 年 の 或Wlfl:] aと限る必要 のない事干 、それによ

リて生産費 を減少せ しめて !，/l;:) -H者 i ニキ1Jf'更ならしめ 得る

ものたる ζ とをも知l った。

工 場 の 見 撃は百J なリ多方面ぺ就 て行 っ て来た のであ

ると段 々と 恒l を: i l i ぬる に従ひてエ毎の建築的 、機 械 的

設備が次第 に 改善 せ られ て 来る の をｾゆる 。

j た奇?ーの 生活企支配する工4Uは今後も {古々改善 治 歩 せ

し められ て Ａ 俊 一 層凶民生活のｾｾ＼＼命 を 安定せしむべきで

あら 5。

W¥i凶の利'よ・ について は状等此虎に説 〈の 援 な し と認

む臼が米凶が禁酒法の 1'1:行 によリて「ギ ヤ y グ」閣の様

恭 i抜厄が極氏。こili して共政治を若手しつ込あると吉 」、の

は本* 米閣 の政 治 組 織 に抜 本 的 な 大I扶ki の存す る震で

なν、。 llPち飲泊 企禁 じ た 直 接 の 結呆 の みで ないと 恩 ふ

建築紛糾主宰の生成工業はもっと進歩して - } 母潤滋に

良品の安閑供給をなし凶民生活の基礎士有 ｭＱ ｾ ならしむ

べきであらう ｯｾ 或物が生産制限 で 一 定の似絡を 維持

して居るが虫fI きはギろ 建 築工 業 のE主主主を 期 する 所 以 で

はな から うか。 で J . I ( ; 等，j . 各方面に於て 多 大 に佐盟主せら

れて 比見書生の塚を果たし得た事を胸係方面に感謝して

捌筆ずる。( 昭和 7 年 11 月 22 日 松室生〉
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議材暴騰に闘する緩和運動

決 ，j Yj 暴騰に倒 して 下記 の泡 Ij; 込 がありま した ノJ で

誌 に特 載 して 合員諮沼 へ お知らせ致 します。

手f位盆御前併* 賀 t 候

￧ｾｾ 者去月下旬以 来 鎖 的 念蹴 ］ｦ｢ 総 数 Ｈ良 ］就テ ノ、

之レカ緩和l策 ::; ｾ Ｇ ｬｹｴ セ ラ レ皮今 Ａ 日 ｬ 別紙ノ沼リ ￯ｬｦ￮ 工

大区内 [>.!¥;ti! j - 垂土佐依r : 日何卒事 情 御rt 祭 7 賜 リ目的

主主成上粉 々御援助相 fl ll 皮 此段 得 立 意 候 敬 Jl

H討和 7 ，ド11 月1r.J

東 京 市捻i町 区 内幸 mJ l 丁目 3千百二地

大 阪 ピ ル ヂ ゾ グ 6 階

日本土木建築訪負業者聯合合

合 長 竹 中 藤 右 手 訂 門

肩上倒法人日本建築協合

合 長 J:- 附 !ぷj殿

織 材 暴騰ェ開久ノν 陳情書

よノレ 10 月下旬以引く鍛材{ 1'i特 / ;昂騰 ノ、1:t ニ念激ニ

シテ常軌 ヲ 逸シ タ ノレモ ノ ヰ ｩ ＮＺＺＮ と ｾ ｴ 原 ｬ 主 ｬ トシテノ、 ｪ ［ｚ終

相場ノト洛= j J ，1ノι - f;iC獄事j 業者ーノ不滋ナノレ思惑行

Ｑ ｾ＠ 7' 話器ク -nJ キノ、手 ノ、レ サノレ事.1Ft ト認、メ ラ レ候

凡 Y 如 何 ナノレ材料= アリテ モ市給 / rMJ  f糸上自 然

ノ総 務ノ、 ll::ム ヲ符ストスノレ モ土木建築事業ノ 主主E

材 料 Ａｪｬ［ レ倣材］シ テ 人 ＱｾＨ ｉＯＧｬ ］ ｭ ゲ 狂松 セ ｙ 力業者

ρ 研 ｹ ト ｾ ｊ Ｚ ［ 業途 ｨ 不 Ｍ Ｂｉ ￭￬ￋ ニ Ｑ Ｑ Ｑ リ ｾｔ Ｏｉ 必 首 Ａ ｕ 内 ＡｊＮＺＺ 業

ヲ救済スル ニ-!ix モヰJ)改 ナ リト シテ 'iW局 / 秘 儀作j 手

段 チ ｾ ｊｙ［ シ ッ 、アル土木正ｪｉ［ お ￆ ｩＮ ｊｾ 主主ノ、 婆服 装 ｭ ノ タ ト ナ

ク凶家 ノ鴛メ由々ジキ ｾ ｊ ｾ Ｑ 淫 Ｗ 自 在成ス ルモ ノトイ ｦ 除

/X問 スノレ所エ ヨレノ、 '{;i; ，司ニ於カレテノ、阪 ニ蛾M・

ＭＺＺｴ者、 ニ卦 ｪ シ ［予 告 ＷＧｾ セ ラ レ Ａｪｬ Ｏ レ ヤニ 侠へ 共此 際 火

公エ前述ノ 鍬 材 ｛ＱＱ 村守 ノｊＮ ｍｾ ＷＧ 常軌］復セ シ ムノレ様

ｴ ｲＺ ｾ ｴｬ 其他ノ有数 週 切 ナノ ι 方 ＺｴＨ ｐ ｦＮＡｬ ｩ セ ラ レン事テ 令

凶こ|一木建築 業者 ヲ代表 シヰ五懇 願 候也 。
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J. 関手j占ノ :tiit li公

1. OIiも年1)1反締令 ノ後 的

1. ￵｛Ｈ 要 産 業統 ｩ ｬ ｩｬ ｊ ｬ ｬ ｾ ノ波動

1. l i j 室制限ノ緩和

1Ip.'I' n  7  (，1三11 }l 10 日

東 京 ｉ ｬ ｩ 麹 ｾｉｊ 1，:: ;内幸 町 1 ｊ 口 Ｓ Ｍｬｦ ｾ ｊ 也

大 阪 ピノレヂ γ グ6階

報

日本土木建築請負業者聯合合

令 長 竹 中 藤 右 衛 門

刷 合 長 小 谷 清

ｾｗ 令長 'r 長 平 f ' r

ｪｬＢ ｦ ｪ 工 大臣男院中島久［ｾ吉 ｦ｣ ｴ

4量 貝 曾

評 議 員 曾

ｉｲｾｦ＠ 11日和7年 11 月18 日 午 後 7時一B時30 分

所 ill 築 似 楽 部

出席者 王IE事 j十附 、池 田 監 事 小笠 j虫、

津 田 評 議 員 {JI束 、岩 尾 、 小 川 阪 、

岡 部、硲 藤、河合 、小 凶 、 白石 、芝 問、

お Ａ｢ｊＨ ｜ 高 橋 、 徳 ｅ士 、 鳥井 、 ｲｬ ｾ Ｑ 村 、 Ｑ Ｇ ｜，野 、

掘問 、牧 町 、三 木 、森本。

議 Ih D!， 12自主 昭和8年皮 収 支 滋 i { のイ*

ｾ ｦＺｈＮ告 1. 定款 改正 に闘 し線 過 報 告

1. 創 立 尚 15年 記念事業及記念迦1 l 0if.<! 1過報

告

常 務 曾

時 Jl H和7年 11月18 口 午 後81l{? 30分一同9時

所 建築f J l楽 部

111席 者 問 事、 j十問 、i也悶 ｾｾＧＺ ｻ ｊｽ 小笠原 、

律問 主 心 小 川 、{J I束 、 鳥井 主 計

阿部 紛 糾 高橋 、森 本

ぷ ｾ ｊｾ 1 住 宅 怖委 員長 よ り報告 に係 る大美 型1・{ I，

博 協合 出 品 住宅 資 約 に闘する 件。

1 . 住宅博 ill 品者 、皮質合 U1 品手t，- lJt.. 合 員 外

の各 委 員 に到 す る感 謝方 法 に闘するf ' 1'

1. ｾｲｮ＠ Ｇ ￬ｩ ｾ Ｇ 総合 に 闘 す る 打合 の ｮ 。

1. 新 制名 簿 に関す る['1。

1. 雑 誌交 般の件。

ｩ 日本 τ ＱＺ 木正ｪＩ［ 築 ｊ ＱＱｊ 負業 者ｾ ＨＡ 合 合長 五 リ ｉ ｲｾＧ

日 へIWt . l f 書提出 にイナ援Jlj J 方 依頼 /) 1' 1。

報告 l 協 合 U1 ｮｾ 住 宅工事 にｦｍ ｊ する件 。

1. 記 念出 版委員合叩 告。

ＱＮ Ｗｩ ｦ 設委 員合 より 本年ｷＺ 研 究 ｾ Ｑｾ ｦｊ え ｾ Ｈｬ ｾ ｾ ｾ 。

1. 10 月分合計 報 告。



( 昭和七年〉及 委 員本 運 築 協 曾 役 員日

量士図

法 人

【 住 宅 委 員 曾 】

お野 A士一員1;

車ヰ

浅 野 金 談

小 川 安 一 良11

赤 松 ' 修

佐 々 木 荘 一

篠 崎 粂 ニ

末 樺 周 次

中 村 義 雄

本 間 乙 彦

森 元 政 雄

渡 溢 義 三

渡 溢 金 厳

分

一

牛

信

術

勇

郎

遊

維

新

保

太

三

良

山

尾

崎

日

林

族

増

南

岩

岩

河

小

舟

【定款改正委員曾】

池 田 氏

坪 井 誠 一

横 波 勉

片 岡 安

小 笠 原 鈎

鳥 井 信

松 井 清 之 助

高 橋 祭 治

落 藤 藤 吉

川 口 一 二

児 玉 際 太 郎

芝 田 知 重

末 湾 周 次

徳 政 合 否

中 村 義 雄

波 江 悌 夫

藤 本 賢 太 良1;

松 祭 王 立 光

松 本 儀 八

光 安 梶 之 助

村 野 藤 吾

渡 部 圭 吾
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本↓

分第

一帯

査

員

第

事

査

員

幹

主

委

同

同

同

同

員

幹

主

餐

問

問

問

同

問

問

問

問

車ヰ

良

次

士

口

・

吉

一

初

三

末

奥

西

田

岡

尾

小

山

高

松

分

餐員長

長

十

品

員察

幹

問

委

問

問

問

問

問

同

問

問

問

問

問

問

問

問

同

同

同

同

科

削

則

男

信

雄

太

喜

守

男

卒

時

(

且

松

石

岡

高

白

鴇

繭

科

須 川 牒 太 郎

阪 弁 米 吉

主主 正 一

平 野 揃 拶j

山 中 茂 一

桐 回 登

披 口 亀 吉

須 賀 藤 五 郎

伶 秀 雄

吾

士

口

茂

雄

卒

郎

喜

史

雄

青 柳 貞 1止

矢 閉 鎖 語 若

井 手 正 雄

大 野 直 卒

川 勝 源 兵 衛

川 口 一 二

柄 本 舗 雑

佐 野 後 三

谷 隆 夫

掛 図 猷 次 郎

分第

査

員

分第

事

査

員

第

事

査

員

【災害強度委員曾】

料

圭

藤 藤

田

野 茂

潔 幸

! 京 太

島 智

剖i 1i古I

岡 芳

料

主

委

同

同

幹

主

委

同

幹

主

委

悶

悶

悶

悶

悶

悶

部

分

分

渡

務

黒

小

大

篠

山
h

三

山

委員長

第

事

査

員

第

事

査

員

品

什

主

餐

問

問

問

問

問

幹

主

委

同

同

問

問

問

問

問

士ロ

二

卒

正

吾

藤

盛

返

圭

本

木

田

子

部

森

八

山

呼

渡

問

問

問

同

同

今 林 彦 太 郎

一 分 剥

加 藤 養 吉

北 垣 熊 之 介

伊 藤 和 夫

作 間 日 出 生

新 名 I D ) 夫

権 原 兵 市

古 塚 正 治

村 野 藤 吾

山 田 盛 卒

吉 岡 信 武

科

: } 玉 置 豊 次 郎

事 坪 井 誠 一

員 石 川 寛 三

工 藤 栄 治 虫11

楠 瀬 激

酒 井 藤 一 良11

武 閏 怒 ー

内 藤 白亮 一

松 久 保 敬 三

委員長

員

【 法 制 妥 員 曾 】

安 井 武 雄

酒 井 勇 三 良11

芝 回 知 重

小 島 淳 吉

鈴 木 忠 五 良11

徳 政 合 否

伴 里 子 貞 三

松 本 俄 八

山 本 泰7 ) (

横 山 合 三

光

【 敦 化 委 員 曾 〕

委 員 曾 】

重

分

室

委

委員長

第

事

査

員

松

品

什

主

委

問

問

問

問

問

問

問

【材料

第

委員長

幹 事

問

委

同

問

問

問

悶

悶

員

幹

主

幹

委

問

問

問

同

問

問

片 岡 安

池 田 1，¥， 

武 闘 五 一

小 笠 原 鈎

F韓 国 敏 雄

伊 東 宗 太 郎

小 川 修 吉

大 原 芳 知

鳥 井 信

富 士 間 重 一

阿 部 綴 則

松 井 清 之 助

呼 子 正

高 橋 祭 治

中 山 祭 太 郎

指 図 清

森 本 族 吉

池 田 n  

伊 東 宗 太 郎

岩 尾 保 衛

小 川 陽 吉

小 川 安 一 良11

大 原 芳 知

阿 部l 額 則

落 藤 藤 吉

河 合 貞 一 良11

河 盛 金 太 郎

片 岡 安

加 藤 誠 二

小 寺 湖 一

小 西 一 良

酒 井 勇 三 郎

白 石 登 喜 男

芝 回 知 1Il:

新 名 種 夫

清 水 築 二

末 津 周 次

武 田 3 l . 一

高 橋 祭 治

徳 政 金 吾

鳥 井 信

中 村 議 妓

中 山 祭 太 郎

f宇 野 貞 三

官 土 問主主ー

藤 本 賢 太 郎

郷 田 飲 次 良1;

牧 野 忠

松 井 清 之 助

松 本 儀 へ

靖 国 務

三 木 来 三

村 野 猿 膏

長

長

長

事

事

記

訊

記

記

記

計

計

計

稗

斡

輸

相

判

員

合

合

議

晶

ロ

副

副

監

監

主

主

主

主

主

主

主

主

編

編

一一

樹

編

評

問

問

問

問

問

問

同

同

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

悶

間

同

同

問

同

同

同

問

問

問

同

問

問

問

同

員役
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「建 築 と 祉 曾 」 定 債 表

記後車耳編

毎月 1 回 1 日設行

|: 2; l ; 。; i七三

償定重主丹舟

唯一

一

唯

一

川

可

τ
王

山
一
世

川
一
川

一文
語

し

昭和7年 11月27 日印刷

昭和7年 12月 1 日程行( 第15輯 第12批)

奇行ふ続突 版 取 陽

兵庫 l隊武岐部今湾問f 浦 風56番地

所 大 i坂 活 版 所

大 阪 市東 匿 内 淡 路町 1丁 目7番地

防 ER 日 本 建 築 協 合
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i 埼玉誌に偽 殺せ るものは 、一切 ζ れを無断にて

| 締載し3えは1f t 行 本 に上司梓そ の{也の 複 製 行 儀 を

I  1.ょす ことを妻美ず。
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刷

行

料載掲告鹿
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主主

b野山 の樹 木皆枯れぷて〉 、l f i : 災の冬が参

りました。流 れ る歳 月人 を待七十 、早や此

の年 、多忙 であっ 1こ此の年も 押 し詰っ て予I<i

ます 。常設委員舎の報告音、委 員 諸兄の努

力の結果を一纏 めにして本年の最終読に充

てる 光栄を有しまし仁 。議惣しましにより

も誼かに頁教が超過し、 1: しまし?こが、犠 牲

を梯 って全部費表す るに決しましに 3 報 告

を年末にまとめることは組めて有意義であ

ることを認め 、編判に闘係 を有せら る〉ブJ

は勿論 、委員諸君に於ても 、年々 の例とせら

れんことを? 希望して 11: まない のであります

〉 報告は 何 れも， Ｚ Ｑ 撃的側 、 ヱ ｉｾ ｩ訴なもの揃で

ありますが特に伶とすべきは潜 Ｑ ｾ ｉ［ｪ工法の研

究でありませう 、 本邦1Lの研究も亦見逃せ

ないものであります 。

b本競を以 て本年度の編特は交替し、 Tこしま

す。諸 兄 の御 ＱｾＱＮＧｪ に，Ｇ｛きましにこ と は真に

1ド詩のない次第であります 。次年には適任

者を以 て面 白一新大瑳民ーすることでありま

せう . 粉々 の御後援の程御刷 fli します。

新年続の準備は少し致しておきまし1: 。

内容は去月二日中央公合掌でイ! 日しまし?二本

協合記念講M合の速記録を中心として 、他

に諸家の投稿で錦を前I るつも りであります

b  読む雑誌よりも見る雑;品; への特阪は確に

時代 の要求でありませう 。命員本位とすべ

きか . 大 衆向 とするか . 防 告の激減を如何

に底抗ーすべきか 、新編時常務への課 せ られ

Tこる問題は 山積して居ります 。

う最終披の編僻を絡へて静カ、に| 倶目すれば

1  ｾ ｲ 聞の こと が廻燈誌 の 様に去はれます Ｐ

.f)J A ! I は後年に作っ とも、;佐しに野力に劃し

ては自分のみ衝に満足担感 じながらも 、時

な 〈力 なくして達 し得られ d' ｾし Ｑｾｩ み の 身

に迫 るを，克ゆるのであります。

終りに諸兄の光部ある御迎必と御健康と

を御 i庁り申し ますo ( 高橋柴治)

)( 11  99 
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